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Interlude







「好きです！　付き合ってください！」

　生まれて初めてもらった、率そつ直ちよくで飾かざり気けのない、でも想おもいの詰つまった告白の言葉。

　カーくんと初めて出で逢あった時のことは、昨日のように鮮せん明めいに思い出せる。そして、きゅっと胸が締しめ付つけられると同時に、心の中に甘あま酸ずっぱくも温かく心地ここちよいものが広がるのだ。

　今から思い返せば、いつものように突つき放はなさずに変な賭かけなんか持ちかけたのは、この時点ですでにけっこうわたしも、彼かれのことが気になっていたんだろうと思う。彼があの子に似ていたというのもあるかもしれない。

　そう、この一言から、全すべてが始まったのだ。

　わたしの恋こいも。友情も。

　みんなみんな。

　この一言がきっかけで、わたしは変われた。

　自分のことが、少しずつ少しずつ、好きになれるようになっていった。

　笑え顔がおでいられる時間が、増えた。

　……まあ、嫉しつ妬とでムカムカする時間も増えたけど。

　本当に、夢のような日々。

　でもそれがまさか仕組まれたものだったなんて。

　彼の想いが夢ゆめ幻まぼろしだったなんて。

　もう何も……信じられない。







ACT1








「♪～～」

　鼻はな唄うたまじりにボクはハンドルを小刻みに動かしつつ、プレイバード社から拝借したワゴン車で夜の街を疾っていた。

　え？　自動車免めん許きよ？　あはは、一五歳さいのボクがそんなもの持ってるわけないじゃない。でも父さんが運転しているのを何年も見ているし、見様見真似でドライバーを演じることはそう難しいことじゃない。

　さっきちょうど検問に引っかかったけれど、免めん許きよ証しようは正真正銘の本物で、写真の女性にしっかり変装もしている。ボクは道交法に則のつとった極きわめて優良運転をしていたのであっさり通してくれたものだ。

　いやぁ、我ながら、やりたい放題だね！　良い子は真ま似ねしちゃいけないゾ。

「おっ、とうちゃ～く♪」

　小鳥遊たかなしさんに用意してもらった株式会社フォビドゥンフルーツの事務所が見えてくる。名義上はともかく、実際にこの事務所でアクティブな社員はボクの仮の姿である藤ふじ美み音ね子こだけ――つまり、ここは言うなればボクのお城だった。

　事務所は二階建てで、一階にはガレージも付いている。そこに車を入れて、ボクはワゴン車のスライドドアを開けた。

　そこにいるのは眠ねむり姫ひめ……ならぬ王子様。

　まあ、あっちには《世界の記憶アカシツクレコード》にアクセスできるひとや、幽ゆう体たい離り脱だつすることでお目当ての人間のところへたちどころに飛べるなんてひとがいるのだ。一つ所に留とどまるのは得策じゃあない。いつでも逃にげられるようにしておかないと、ね。

　ボクはカッちゃんの傍そばに腰こし掛かけ、そっと彼の頭を撫なでる。まだ意識は戻もどっていないようだ。まあ、身動きできないよう縄なわでグルグルに縛しばってあるし、口元にはガムテープ。意識があったところで今の彼には何も出来ない。

「ふふっ、もうちょっとだけ我が慢まんしてね。すぐに解放してあげるから」

　そのあどけない寝ね顔がおを見ていると愛いとしさが募つのり、ボクはちゅっとカッちゃんの頬ほおに口づけする。ほんと……君は可愛かわいいよね。これから会わなくちゃいけない気障な慇懃無礼中年とは大違い。

「明あけ智ち薫かおる、一世一代の晴れ舞ぶ台たいの幕開けだね☆　さあ、ショータイムだ」









　覚かく悟ごは決めたつもりだったけれど、それを押おすのにはかなり勇気がいった。

　震ふるえる指をいったん下ろし、わたしはすーはーすーはーと何度も深呼吸をする。ううっ、ある意味、カーくんをフォークダンスに誘さそった時より、緊きん張ちようしているかもしれない。

　わたしは観かん田だ明あ日す香か。絶対不ふ可か避ひの未来の夢を視みる魔ま女じよ……だった。カーくんのおかげで悪夢を視ることもなくなり、今はもうどこにでもいる普ふ通つうの女子高生。

　そう、好きなひとがいて、そのひとと一いつ緒しよにいられるだけで幸せな、本当に日本全国どこにでもいる恋する女の子、だ。

「あ、明日に……ううん、今日じゃなきゃダメ、だよね、やっぱり」

　鳴き出した弱気の虫をわたしは頭を振ふって追おい払はらい、眼前の半球状の白い――今は夕日でオレンジがかっているけれど――建物を見上げた。屋根と思おぼしき箇か所しよには煙えん突とつやらアンテナやら風車やら、いろいろおっ立っている。相変わらずヘンテコな家だなぁ。

　視線を元の位置に戻す。外扉とびらの傍のブロック塀べいには「SAYA'S LABO」というプレート。ここはわたしの恋こい敵がたきにして世界にもその名を知られた超ちよう天てん才さい、高たか尾お沙さ耶やのおうちだった。

　これまで何度となくお邪じや魔ましているし、いまさら遠えん慮りよするような間あいだ柄がらでもないんだけど、用件が用件だからなぁ。

「でも、避さけては通れない、よね」

　だって彼かの女じよは、わたしの想い人の従姉あねで、ずっと一緒に育ってきた家族以上に身近な存在で、誰だれよりも信用されているのだから。

　わたしにとっても、生まれて初めての……そして一番の親友、なのだから。卑ひ怯きようなことはできない。

「よし」

　ゴクリと唾つばを飲み込んで、わたしは再びドアフォンに震える指を――

「アス姉？」

「ひゃわああああああああっ!!」

　いきなり背後から声をかけられ、わたしは思わず奇き声せいをあげてしまった。

　あうあう、いざって決心したところに背後からなんて想定外もいいところだよ。

「……そんなに驚おどろかなくても」

　振り向むくと、コウモリの皮ひ翼よくみたいなものを頭部から生やすという一風変わった、でもとっても可愛らしい女の子が目を瞬まばたかせていた。

　この娘むすめは高尾聡さと里りちゃん。この家の家主の義妹いもうとさんだ。周囲の人間の心が勝手に読めてしまう超能力者オーバーラインで、今はその《力》をあの脳波で動くコウモリバンドで封ふう印いんしているのだ。

「あ、ごめんね、なんでもないの」

　慌あわててわたしはぱんっと両手を合わせて謝あやまる。

　聡里ちゃん、表情こそいつも通り落ち着いたものだったけど、翼が威い嚇かくするように大きく広がっているし、スカートから伸のびる黒い、切っ先が矢や尻じり型の尻尾しつぽもピンと緊張したようにまっすぐになってる。やっぱりびっくりさせちゃったみたいだ。

　しかし、このアクセ、単体だとどうみたっておどろおどろしいだけなのに、聡里ちゃんが着けるととってもキュートに見えちゃうから不思議。うん、なんかほら、ちっちゃい子が精せい一いつ杯ぱい大人ぶって背せ伸のびしてるような、抱だきしめたくなる可愛さというか。

　さっすがサヤ、やるなぁ。

「こんなところじゃなんだし、とりあえず入ろう？」

　格こう子し扉とびらを開けつつ、聡里ちゃんが言う。もう片方の手にはなにやらいろいろ詰まってパンパンになったエコバッグがあった。スーパーの帰りなのかな？

「あ、うん。サヤいるかな」

「当分帰ってこないと思うよ？　サヤ姉が今修しゆ羅ら場ばなの、アス姉も知ってるでしょう？」

「ああっ！」

　思わずすっとんきょうな声を上げるわたし。

　そうだよ、しまった。サヤはわたしたちの通う青せい陵りよう高校の生徒会長で、そして今は文化祭の実行委員長様でもある。今いま頃ごろ、色々な仕事に追われているはずで……そんなことも失念していたってどんだけテンパってるかな。

「アス姉って意外とおっちょこちょいだよね」

　クスクスと小悪魔聡里ちゃんが笑えみを零こぼす。ううっ、そりゃ多少は自覚あるし、サヤに言われるんなら仕方ないけれど……

「聡里ちゃんに言われると、ちょっとショックだよ。わたしお姉さんなのに～」

「いまさらすぎ」

「っていまさらなの!?」

「うん」

「さらっとうなずかないで欲ほしいよ!?」

「えと……実は、前々から、その……」

「いまさら言いにくそうに言われても余計に傷つくだけだからね!?」

「今日は一一月には珍めずらしくいい天気だね。お布ふ団とん干そうかな」

「スルーもしないでよぉ」

「ふう、アス姉、めんどくさい」

「わたし、もう泣いていいよね……？」

　すっかり手玉に取られちゃってるなぁ。

　これじゃあほんとどっちが年上かわからない。聡里ちゃんはいろいろ苦労してきてるし、お姉ちゃんとしていろいろしてあげたいって思ってるのにぃ。

　まあ実際、聡里ちゃんはもう高尾家の家事全ぜん般ぱんほとんど取り仕切ってて、もうわたしなんかよりよっぽどしっかりしてきちゃってるけどさ。

「ちょっとぐらい嫉妬をぶつけたって、罰ばちは当たらないでしょ？」

　ぺろっと聡里ちゃんがいたずらっぽく舌を出してくる。

　……あー、聡里ちゃんも、カーくんのことが好き、なんだよね。料理の腕うでがこんなに急激に伸びたのも、やっぱり彼に食べてもらいたいってのが一因だと思うし。

　そうだね、聡里ちゃんにも聞いてもらわなくちゃいけない、か。

　週末の文化祭、わたしがカーくんに告白することを。







「ただいまー。疲つかれただるいお腹なか空いたー。働きたくないでござる働きたくないでござる」

　玄げん関かんのほうからいかにもダメ亭てい主しゆといった台詞せりふが響ひびいたのは時計の短針が七時を回った頃ころだった。

　言葉とは裏腹にタンタンと軽かろやかに床ゆかを踏ふみ鳴ならし、鼻唄なんかも口ずさんでいたりして、ずいぶんご機き嫌げんなようだった。

「あら、明日香、来てたの？　いらっしゃい」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が居間に顔を出だすなり、ソファーに座すわるわたしを見つけ声をかけてくる。

　彼女は高尾沙耶。この家の家主で、聡里ちゃんの義姉あね兼けん保護者だ。

「うん、お邪魔してるよー」

「聡里ー、今日の御ご飯はんなにー？」

　台所の聡里ちゃんに大声で尋たずねつつ、サヤはどかっとごくごく自然な仕草でわたしの隣となりに腰こしを下ろした。

　わたしを近しい存在だと思ってくれているという心地よさがじんわりと胸に広がると同時に、チクチクと針で刺さしたような痛みも走る。

　間近で見るとその金色の髪かみは、神様が黄金を溶とかして一本一本丁てい寧ねいに作ったんじゃないかってくらいくすみがなく輝かがやいているし、強い意志を宿した青い瞳ひとみなんかはまさにサファイアのようだ。ハーフゆえの顔立ちも整っているし、女のわたしから見ても、いや女だからこそか、すっごく綺き麗れいで憧あこがれちゃう。

　厳しそうに見えるけれど実はとっても優やさしくて、包容力もあって、頭も良くて頼たよりになるという、もう本当に格好かつこいい女性なのだ。

　なんでわたしなのかなぁ。正直、彼女に女として勝てている自信がまったくない。

　やっぱりわたしなんかより彼女のほうがカーくんには相応し――ってダメダメ。こういうマイナス思考はやめようって、決めたじゃない。

　そう、あの日。がむしゃらに前だけ見て突き進すすんで、ついには絶対の《運命の悪あく魔ま》さえ騙だましてみせた、彼の背中を見てから。

「今日は鍋なべにしてみたよ」

「おー、いいじゃない。うんうん、これからの季節はやっぱ鍋よねー」

　聡里ちゃんがのれんをくぐって、大きな土ど鍋なべの載ったコンロを抱かかえて現れると、サヤが嬉うれしそうに喝かつ采さいを上げる。

　寒い時期は鍋に限る、ということにはわたしもまったく異論はない。……まあ、わたしは数えるほどしか食べたことないんだけど。

　だってほら、鍋って一人だと……さ。

「今日はアス姉も来てるし、確かカー兄も叔お父じさん叔お母ばさんが出張でお留守のはずだし、ちょうどいいかなって」

「ふふっ、そうね、大人数で囲んでこそ鍋よね。さすが我わが義妹いもうと、心得ているじゃない。よし、じゃあ、早さつ速そくあの馬ば鹿か、呼んでやるとしますか」

「わ、わわ、ちょ、ちょちょちょ、ちょぉぉっと待ってぇぇぇぇっ!!」

　スチャッと携けい帯たいを取り出すサヤを、わたしは慌てて止めに入る。

　いや、だって、ねぇ？　カーくんと一緒に鍋を囲むってシチュエーションにもすっごい胸は躍おどるんだけど、今夜だけはそういうわけにはいかないというか。

　ここにはカーくんに告白する前に、親友に義理を立てに来たのだ。その場にカーくんを呼ばれてはさすがに言えるものも言えなくなる。

「な、なによ、いきなり叫さけんで」

「（こくこく）」

　サヤと聡里ちゃんが鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で、不ふ審しんそうにわたしを見る。

　えとえっと、えっとぉ、な、何か言い訳、言い訳……あっ、そだ！

「た、たまには女の子だけってのもいいんじゃないかなーって」

　ピンっと人差し指を立て、思いついたことを口にする。

　うん、即そつ興きようにしてはけっこういいんじゃないかな、これ。

「ふむ……確かに女同士でしか話せないことってあるわね」

「でしょでしょ!?」

　ぶんぶんとわたしは大きく首を上下に何度も振る。

「あの馬鹿のこの半年の所業には正直あたしも愚ぐ痴ちが溜たまってるのよね」

「だよねだよね！」

　よし、よしっ！　サヤがけっこう乗って来てくれた！

　カーくんには色々と申し訳ないんだけれども、この調子で今日のお鍋は女子会の方向へと――

「……というわけでカー坊呼びましょう！」

「ええええっ!!　なんでぇっ!?」

「あんた、分かりやすすぎなのよ」

　くくくっと悪戯いたずらに成功した子どものように、サヤが楽しそうに笑みを零している。

　あうあう！　またからかわれたーっ！

　言われてみると確かにわたし、気持ちが逸はやりすぎてリアクションがオーバーすぎたかも。

「さあて、きりきり吐はいてもらおうかしら～？　なんでカー坊呼んじゃダメなのよ？」

　頬ほお杖づえを突きつつ、ニヤニヤとサヤが問いただしてくる。

　ううっ、サヤがいじめっこだ。

「聡里も聞きたいな」

　って聡里ちゃんも興きよう味み津しん々しん!?

　しまった、ここは高尾家！　この義姉妹しまいのホームグラウンドだった！

「え、えぇぇっとね、ぶ、文化祭で、その、あのカーくんに、えと……」

　ふえぇっ、パニクっちゃって頭の中が真っ白で思考がまとまらないよぉ。

　覚悟決めてきたはずなのに、ちょっと予想外な方向から突かれただけでこれって、ほんとわたしってば豆とう腐ふメンタル……。

「……ふむ」

　サヤがくるりとお箸はしを指先で器用に回転させたかと思うと、ちょっとだけつまらなさそうに寂さびしげに虚こ空くうを見上げる。

　その瞳には先さき程ほどまでのお遊びめいた光はなく、真しん剣けんな鋭するどさがあった。

　サヤはしばらくそうしてぼんやりと箸を回し続け、やがてピタっと止めて言った。

「そうね、カー坊はいないほうがいい、か。でも、話はご飯の後にしましょ。せっかくの鍋だし、ね」
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「なんかもう、勝手知ったる他人の家って感じだね～」

　いそいそと押おし入いれから枕まくらを取り出しつつ、わたしは独りごちる。何度となくお泊とまりさせてもらっているし、もうどこに何があるのかほとんど把は握あくできてしまっていた。

　今着ているパジャマも、サヤ宅用って置かせてもらってるものだし。……わたしってけっこうずうずうしい？

「でもここ最近はご無ぶ沙さ汰ただったから、聡里は嬉しい」

「そういえばそうだったね」

　隣で可愛らしい猫ねこのきぐるみパジャマに身を包つつんだ聡里ちゃんが、可愛らしい猫型枕を抱きしめつつ、かすかに表情をほころばせる。

　サヤはここ最近は体育祭や文化祭の準備でバタバタと忙いそがしそうだったからなぁ。ちょっと遠慮していたのだ。

　久しぶりの仲間内でのパジャマパーティ……いつものわたしなら最高に心躍おどるものなんだけど、さすがに今日に限ってはちょっとだけ気分が重かった。

「二人ともー、なにちんたらしてんのー？」

　猫がプリントされたパジャマを着たサヤがベッドの上にちょこんと座り、待ちくたびれたかのように声をあげる。寝ねる時なので髪をおろしているのがいつもと違ちがってちょっとだけ新しん鮮せんだった。

　部屋の奥おくに鎮ちん座ざするサヤのベッドは彼女にふさわしくクィーンサイズだ。女三人一緒に寝るにはちょっとだけ狭せまくはあるけれど、寒い時期だし逆に人ひと肌はだの温かさが心地よいに違いない。

　っていうか、今気がついたんだけどウサギプリントのわたしだけ仲間外れ!?　ううっ、なんか寂しい。

「んじゃ、電気消すわよ。ぽちっとな」

　わたしと聡里ちゃんがベッドに上るのを確かく認にんして、サヤが手元の携帯の画面を親指で押した。

　途と端たん、パッと部屋の照明が落ち、辺りが真まっ暗くら闇やみになる。ふぇぇ、最近の携帯ってこういうこともできるんだぁ。一応、これでもわたし女子高生のはずなんだけど、正直、時代についていけてる自信がまるでない。

「こっからの話は、誰かに盗み見られるのは絶対にごめんだからね」

　暗闇の中、サヤの苦く笑しよう気味の声だけが響く。

　そっか。そう言えば空そら乃の先生の情報で、監かん視し者の能力の詳しよう細さいがわかったんだっけ。聡里ちゃんの能力解明の時に使った量子テレポーテーションの要領で、誰かの視界を盗み見ることが出来るというもの。読どく唇しん術じゆつも身に付けているという話で盗とう聴ちようもできるんだとか。

「そう、だね」

　わたしも頷うなずく。

　あんまり偉えらそうなことは言いたくないけれど、ここから先の話を訊きく資格があるのは、彼のことが好きな女の子だけだ。

　無ぶ粋すいな誰かに汚よごされたく、ない。

「ふん、で、なによ、話したいことって」

　サヤの声には真剣さと、覚悟がこもっていた。

　……暗くて、良かったのかもしれない。

　今のサヤの顔を見たら、決心が鈍にぶるかもしれないから。

　わたしもあんまり、恥はずかしい顔を晒さらさなくて済むから。

　その辺りも多分、彼女の配はい慮りよのうち、なんだろうなぁ。一見、がさつで横暴そうなのに、実はすっごく色々気配りできるひとだから、サヤって。

　多分……いや超天才だしきっと、わたしが彼女にとって面おも白しろくない話をしようとしていることを察しているだろうに。

　こういうとこ、ほんと敵かなわないなぁ。

　ぎゅうううっと胸が痛いぐらいに締め付けられる。

　怖こわい苦しい痛い。

　わたしはカーくんのことが好き。大好き。出逢ってからすでに半年、その想いは膨ふくらみこそすれ衰おとろえる気配などまったくない。もはや抑おさえ切れないところにまできている。

　でも、わたしはサヤのことだって大好きなのだ。

　失いたくない。やっと……やっと出来た、親友なのだ。

　覚悟は決めてきたはずなのに、恐きよう怖ふで身体がすくみあがる。

「……あんまり失望させるな。そして、みくびるな」

　黙だまったままのわたしに、サヤが言う。

　言葉は厳しく、声こわ色いろも険しく、でもその裏にはわたしの不安を取り除こうとする気き遣づかいが確かに感じられて……わたしは思わず泣きたくなる。

　まだたった一六年しか生きていないけど、妙みような確信がある。この先どれだけ長く生きても、きっと彼女ほど素す敵てきで優しい友人を得る機会は絶対にない、と。

　ほんと、格好いいなぁ。そして、ライバルに背中押してもらうなんて、相変わらずわたしはダメダメだね。けど、うん、これ以上、親友をがっかりはさせられないよね。

　わたしはごくんと唾を飲み込みこくんと強く一度頷くや、決然と顔を上げてサヤの顔を見み据すえる。

「わたし、今度の文化祭でカーくんに告白するよ」







「ふーん、あっそ」

　わたしにとって長い長い、気が遠くなるほどに長い数秒の後、サヤはどこか気だるげにそれだけ呟つぶやいた。

　あっさりとした答えだったけれど……そんなわけ、ない。

　サヤにとってカーくんは物心つく前からそばにいる幼おさな馴な染じみで、ずっと面めん倒どうを見てきた従弟で、いざって時は誰より頼たのみにしてきた相棒で、そして、誰より愛しい、彼女にとってたった一人の男の子なのだ。

　彼への恋こい心ごころを、それこそ宝石のように大切に大切に仕し舞まいこみ、そして長い長い時間をかけて関係を育はぐくみ綺麗に輝かせてきたのだ。

　それをたかだか出会って半年のぽっと出の女がかっさらおうとしている。きっとわたしなんかには到とう底てい推おし量はかることすら出来ないほどの激情が、心の中で荒あれ狂くるっているに違いないのだ。

「でも、サヤともずっと友達でいたいの」

　それがわかっていながらほんと最低だよね、わたし。

　なに都合のいいこと言ってるんだろって、自分でも思う。けど、これが偽いつわらざるわたしの、自分勝手で浅ましい本心なのだ。

　ごくりとサヤが唾を飲み込む音が聞こえた。

「だが断る」

「ええっ!?」

「この高尾沙耶が最も好きな事のひとつは、絶対大だい丈じよう夫ぶと思ってるやつに『ＮＯ』と断ってやることよ！」

　さっき見くびるなって、自分で安心させておいてっ!?

　……あれ？　わたし、『カーくんのことがあっても友人をやめるほど器は小さくない』って意味でとっちゃったけど、もしかして、なんかすごい勘かん違ちがいしたとか!?

「好きな男盗とられて、そいつと仲良く？　はっ、あたしも随ずい分ぶんと甘あまく見みられたものね？」

「ううっ」

　返す言葉もない。

　どうしよどうしよ、や、やっぱりカーくんもサヤも両方手に入れようなんて虫が良すぎたのかな？

「つーか、他の女と付き合ったからって諦あきらめるつもり、毛頭ないから。あいつも多少恋れん愛あい経験積んだ方が男も上がるってもんでしょ。高校生カップルなんて交際期間数ヶ月ってのがざらだし、最後にあたしが勝てばいいわけだし、これまでもこれからもあたしはカー坊を好きでい続けるし、待ち続ける」

　一気にそう捲まくし立たてた後。

　どこまでも気高く。

　そして、ちょっとだけ照れたように、彼女は言葉を付け足す。

「つまり、まだあんたとあたしの腐れ縁は、いやがおうにも当分続くってことよ。んっ！」

　わたしの頬を軽く、サヤの拳こぶしが小こ突づく。

　その意味がわからぬほど、わたしも野や暮ぼじゃない。

　彼女らしい、実に堂々とした宣戦布告。

　そうだね、わたしたちはただの友達じゃあない。

　お互たがい、生まれて初めて出来た親友であり――

「これからもよろしくね。好敵手ライバルさん」

　泣き笑い気味にわたしも拳をサヤの拳に当てる。

　コツンっと優しく、戦いのゴングは打ち鳴らされた。







　それからわたしたちは色々と話をした。

　これまでのこと。

　わたしが「かりおすとろ」に顔を出すようになった時のこと。

　カーくんとサヤが、小お沢ざわくんと知り合った時のこと。

　聡里ちゃんが、中学で仲の良い友達を作るまでのこと。

　あとはカーくんの高校に入るまでの武勇伝とか。

　これからのこと。

　とりあえず近場の大学へ行こうかなっていうぼんやりした平へい凡ぼんなわたし。

　料理学校に進みたいと一番年少なのに自分の進路を見定めてるしっかり者の聡里ちゃん。

　経営の勉強を始めて、あたしが日本経済を立て直す、とかスケールがでかいサヤ。

　深夜ならではの妙な高こう揚よう感が、そうさせたのだろう。本当にいろいろ話をした。

　そして宴えんもたけなわになってくると――

「だいたいあの馬鹿は鈍どん感かんすぎるのよ！」

　だんだんと話題は恋バナと言うか、この場にいる三人の女の子から想いを寄せられる罪作りな男の子に移り……

「いざって時は凄すごく鋭いのに、なんであんなに女心に鈍いのかなー」

「二人っきりの時に他の女の話とか平気でするしね」

　やがて彼に対する愚痴の言い合いになるまでそう時間は要さなかった。

　だって……ねぇ？

　自分で言うのもなんだけど、これだけの綺麗どころに囲まれていながら、次々と他の女の子を助けに行っちゃうようなイケズな男の子には、そりゃ不満ぐらい溜まりますって！

「他の女の話されるぐらい何よ！　こっちは好きな子ができたんだって、幸せそうに言われるわ、他の男あてがってくるわ、ふざけんじゃないってのよ、ほんとっっ！」

「「う、うわぁ……」」

　わたしと聡里ちゃんの口からなんとも言えない呻うめきが漏もれる。

　ない！　それはない！

　いや、好きな子ができたんだってのは、えと、まあ、わたしのことだろうし（あっ、ちょっとにやけてしまった）、多分、四月ぐらいのまだカーくんがサヤの気持ちに気づいていない頃のことだと思うけど……

　好きな男の子からそんなことされたサヤの心境を思うと、さすがに同情を禁じ得ない。

「あたし、恥ずかしいの我慢してかなり頑がん張ばったのよ？　勉強教えるふりして密着してみたり……暑苦しいから離はなれてくれって言われたけど。ちょっと汗あせかいたしシャワー浴びてくるわねって言ってみたり……テレビでも見てたのか風呂場まで笑い声が聞こえてきたけど。バスタオル一枚って格好であいつの前素す通どおりしてみたり……まったく慌てたそぶりも見せず、なんか信しん司じから薦すすめられたっていうオンラインゲームを題材にしたらしいラノベを片手に、『サヤ姉ならこれ作れるんじゃね!?』ってキラキラした目でせがんでこられたけど。あたしはヴァーチャル・リアリティ以下かっ!?」

　思い出すたびに怒いかりがこみ上げてくるのか、ダンダンッ！　ダンダンッ！　と何か硬かたいものを叩たたく音が響く。ベッド脇わきのサイドボードあたりに八つ当たりをしているのだろう。

「け、けっこう大だい胆たんなことしてたんだね、サヤ姉」

「それを完全スルーするカーくんもたいがいだね……」

　まあ、カーくん、サヤのことはずっと家族同然に見てたらしいし、恋愛対象として見れなかったってのが大きいんだとは思うけど。

　サヤは同性のわたしの目から見てもとっても綺麗で魅み力りよく的てきな女の子だし。

　ただそれでも、サヤの身に立つと……

「おかげであたしのプライドはズタズタよ！」

　だよねー。わたしが同じ立場だったら、正直、心が折れてる気がする。そこまで勇気だして頑張って、スルーされるなんてきつすぎるよ。

「共働きで忙しい叔父さん叔母さんに代わって縫ぬい物ものとかしてあげて、お二人の帰りが遅おそい時はご飯作ってあげて、冬用のマフラーとかセーターとかも編んであげて、勉強も見てあげて……どう考えたって脈ありの女でしょうが！　なんで気づかないのよあの馬鹿はっ！」

「いや、なんかそれもう、世話焼き幼おさな馴な染じみ通とおり越こして、お母さん……」

　むしろそのべったりとした面めん倒どう見みの良さが、カーくんに家族同然に思われてた主原因のような気がしてきた。てか甘やかしすぎ。

　サヤっていろいろなこと器用にこなすんだけど、こと恋愛に関してはわたしより不器用なんじゃ……？　愛情深すぎて空回りするというか。

　多分、幼い頃からずっと不仲だというご両親との関係が、多少なりとも影えい響きようしているんだろうけれど……。まあ、そのへんは、必要な時以外は突っつかない、というのがわたしたちの暗黙のルールだ。

　わたしたちはみんな、心に深い傷を持つ身オーバーラインなのだから。

「ああ、こいつはまだお子様なのね。持久戦でいくかぁ、とか思っていたらぽっと出の泥どろ棒ぼう猫ねこにかっさらわれるし」

「え、え～っとぉ」

　も、もしかしなくてもそれ、わたしのことだよね。ま、まあ、サヤにしたらそう思うのも当然と言えば当然なんだけど、う～ん。

　サヤって、本当にずっとずっとカーくんのこと大切に想おもってきたんだなぁ。

　その想いの深さにちょっと圧あつ倒とうされてしまう。……重さにも。

　なんかすっごい自分が極ごく悪あく人にんに思えてきた。

　でも、わたしだってカーくんのことは譲ゆずれない。気持ちで負けてられない。

「そ、そりゃあ物心つく前からのサヤに比べたらアレだけど、ぽっと出ってわけじゃないもん。わたし、カーくんと幼い時、運命の出会いしてるし！」

「初耳なんだけど。つーか、対たい抗こう意識燃やすにしてもそんなわかりやすい嘘うそを……」

「う、嘘じゃないって！　言わなかったのは、その、確証がなかったからで。ちっちゃい時に逢あった男の子が、多分、そうなんじゃないかなーって」

「脳内のお花畑妄もう想そうと現実を混同するのはやめなさい？」

「ちょっ、ひとをかわいそうな子みたいに言わないでよ！」

　ぷ～っとわたしは頬を膨らます。いくらなんでもひどすぎだよ、もう。

　ま、まあ、気を取り直して、と。

「まだわたしが小学校に入る前かな。遊具の取り合いか何かで年上の男の子たちにいじめられてて……」

「あー、もういいもういい。そこに颯さつ爽そうと助けにきた男の子がいた、と」

「うん！　そりゃすっごく小さい頃だしうろ覚えではあるんだけど、カーくんかなりその子の面おも影かげがあるんだぁ♡」

　出で逢あった当時は、他人の空似だろうって、さすがにそんな偶ぐう然ぜんないだろうって、確信が持てなかったんだけど。

　でも、春先のわたしがらしくもなく賭かけなんか提案したのは、あの子に似ているこのひとなら、あるいは未来を変えられるかもって思ったからだ。

「カーくんの人となりを知るにつれ、もうこれは間ま違ちがいないかなって」

「まあ確かに、当時からあの馬鹿はそんな感じで喧けん嘩かしては泣かされてたわねぇ」

「……泣かされてたんだ、カー兄。ちょっと意外」

「上級生とかにも無む謀ぼうに突つっかかってたからねぇ。馬鹿だから懲こりるってことを知らなくて……そういうことが何度もあったわ」

　サヤの口からやれやれって感じの苦笑が零れる。

　知らず、わたしの口からも同じような笑みが浮うかんでいた。多分、見えないけれど聡里ちゃんもだと思う。

　ちっちゃい頃から向こう見ずなんだね。

　ほんと……馬鹿なんだから。

　でもそんな彼かれだから、わたしたちはどうしようもなく大好きなのだ。







　ピンポーン……ピンポーン……ピンポーン……。

　降ふりしきる雨音とともに、チャイムの音が虚むなしくこだまする。

　昨日はあのまま夜明け近くまでパジャマパーティに興じた。なんかほとんどがカーくんの悪口大会になっちゃったような気がしないでもないけど。

　で、わたしたちは三人で、眠い目をこすりつつカーくんを迎むかえに来たわけだけど……。

　カーくんの家は、どこにでもあるごく普通の一いつ軒けん家やだ。これだけチャイムを鳴らしているというのに、中はシーンと静まり返っていて人の気配がない。二階のカーくんの部屋もカーテンで閉ざされたままだ。

「カーくん、もう行っちゃったのかな？」

　さすがに寝てるってことはなさそうだし。

「文化祭も近いし、ラストスパートって感じで演劇部の朝練に駆かり出されたとか？」

「あの馬鹿、それならそれでちゃんと連れん絡らくしなさいよね」

　傘かさを肩かたにかけつつサヤはスマホを取り出し、手早く指で操作して耳に押し当あてる。

　うん、まあ、わたしたちはいつも一緒に登校しているわけだし、何か一言ぐらいあるべきだよね。

　……なんて、この時のわたしはのほほんと考えていたんだけど、

「……電源落としてるか電波の通じないところって、ったく、なにやってんのよあいつは」

　スマホとにらめっこしつつ、サヤが苛いら立だたしげにふうっと溜ため息いきをつく。

　普通に考えれば、充じゆう電でんのし忘れってところなんだけど、相手はあのカーくんだ。

「……まさかまた、可愛かわいい女の子との騒そう動どうに巻き込まれてたりとか？」

　スーッと表情が凍こおっていくのがちょっとわかった。

　うん、まだそうと決まったわけじゃない。

　でも……

「あり得るわね」

「あり得るね」

　サヤと聡里ちゃんが苦々しげに頷いている。

　九月まではほとんど毎月のように、だったもんね。ほんと「天然ボーイミーツガール体質」というか。

　いや、わたしもその一人なんだけどさぁ。

　その後も、聡里ちゃん、希き優ゆさん、空乃先生と、出逢う娘みんなみんな、ほんとすっごい美少女なんだもん。

　やっぱり彼に恋こいする身としては気が気じゃないというか。

　ここ最近はちょっと落ち着いてたけど、だからこそそろそろ何かありそうっていうか。

　カーくん、トラブルメーカーだからなぁ。

　あっ、そう言えば彼のクラスメートの薫ちゃんもかなりの美少女だったっけ。

　まあ、あの娘は男友達みたいなものだから数にいれなくていいかな。







「どこにいったのよ、カーくん……」

　窓まど際ぎわの自分の席に座り、わたしはぼんやりと外を眺ながめる。

　今朝方から降り始めた雨は止やむ気配をまったく見せず、今や台風かと思うぐらいの豪ごう雨うとなって窓をうるさく叩いていた。

　一時間目の休み時間、カーくんの教室を訪おとずれてみたんだけど、小沢くんはぽりぽりっと後頭部を掻かきながら申し訳なさそうに今日来てないことを教えてくれた。

　最近、仲良くさせてもらっている武たけ井いさんに、演劇部所属のクラスメートにそれとなくカーくんのことを訊いてもらったんだけど、そもそもうちの学校の演劇部には朝練なんてないそうだ。

　携帯もまだ、繋つながらないまま。

　さすがにこれは只ただ事ごとではない、とサヤがすぐさまサヤ様親衛隊スリーエスに目もく撃げき情報の収集を命じたけれど、すでに昼休みだというのに有力な情報は未いまだ上がってきてないそうだ。

　どんよりと重く灰色に染まった空が視界を暗く染め、いやがおうでもわたしの心に焦しよう燥そう感が募つのっていく。

　こんな酷ひどい天気の中、いったい何をやっているのよぉ。

「観田さん……観田さん……観田さん！」

「うわわっ!?　な、なに？」

　強い呼びかけに物思いから覚め慌あわてて振ふり返かえると、ショートカットの活発そうな女の子がやれやれって感じで肩をすくめていた。最近、仲良くさせてもらっているクラスメートの武井さんだ。

「やぁっと反応した。お客さんだよ」

「え？」

　武井さんがくいくいっと親指で教室の出入り口あたりを指し示す。

　そこにはセミロングの可愛らしい女の子が、にっこりと人好きする愛あい嬌きようのある笑え顔がおでひらひらと手を振っていた。

「薫……ちゃん？」







　ダダダダッと激しく傘を打つ雨の振しん動どうが、柄えを通して手に伝わってくる。

　晴れた暖かい日には生徒たちの憩いこいの場として賑にぎわう中庭も、さすがに今日みたいな日に利用する酔すい狂きようなひとはいないようだった。

　雨に打たれた野ざらしの無人のベンチが、妙な寂しさを感じさせた。

「すみませんね、先せん輩ぱい。こんなところに連れだしちゃって」

　言葉こそ謝罪だったけれど、薫ちゃんはくるくるっと赤い傘を回しつつ、どこかおどけたような笑顔を浮かべていた。

　凄く可愛らしい笑顔なのに、わたしはぞっとえも言われぬ恐怖を覚えた。何度か彼かの女じよとは顔を合わせてるはずなのに、何な故ぜか今日は彼女が恐おそろしくて仕方なかった。まるで高層ビルから下を覗のぞいた時のような……

「べ、べつにかまわないよ。そ、それよりカーくんのこと、教えて」

　震ふるえた声で、わたしは尋ねる。

　そう、わたしが彼女についてきたのは、彼女が言ったからだ。「カッちゃんのこと、知りたくありません？」って。

　そうだよ、今はカーくんのことが先決。年下の後こう輩はいに怯おびえてる場合じゃない。

「あっ、やっぱりカッちゃんのこと気になりますー？」

　ニヤニヤと薫ちゃんが口元を緩ゆるませつつ言う。……なんかちょっといやな感じ。

　前々からニコニコしていても、わたしへの敵意というか嫌けん悪おみたいなものが滲にじみ出でてはいたものだけれど……『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』であるわたしには、やっぱりあんまり近づきたくないのかなって思っていたけれど……

　なんか今日はあからさまで隠かくすつもりもないみたい。

「ですよねー。観田先輩にとって、カッちゃんは絶望から救い出してくれた白馬の王子様。大好きな大好きな、最愛の男の子ですもんねー」

「わたしがカーくんのことどう思ってるかなんて今はどうだっていいよ。早く、早く彼のこと……」

　もったいぶる薫ちゃんの言い回しにしびれを切らし、苛立たしげに詰つめ寄よろうとした瞬しゆん間かん、バッと目の前に携帯を突きつけられた。

　その液えき晶しよう画面に映っていたのは――

「か、カーくん!?」

　まさしくわたしが心配して朝から捜さがしていたそのひとで……しかも椅い子すに縛しばり付つけられ、意識がないのかうなだれているという衝しよう撃げき的てきな姿だった。

　なに……これ……!?

　あまりに写真が非現実すぎて理解が追いつかない。

「あー、一応言っておきますけど、ドッキリとかじゃないですから。いくらなんでも観田先せん輩ぱいを驚おどろかすためにカッちゃんが授業サボったりまでしないのはわかるでしょ？」

　世間話でもするかのように、澄すました顔であっさりと言う。

　何者……なの、この娘むすめ!?　カーくんのクラスメートで仲の良い女友達――じゃなかったの!?　あれ？　そもそもなんでわたし、こんなに可愛い女の子がカーくんと仲が良いことをなんとも思っていなかったの!?

　いえ、その仲の良さをむしろ微笑ましいとすら思っていたの!?

「あなた……いったい……」

「やれやれ、まだ気づかないだなんて、やっぱり観田先輩は鈍いですねー。カッちゃんや生徒会長さんならもうとっくに勘かんづいていますよ？」

　クスクスと嘲あざけるように口元を押おさえ、薫ちゃんが嗤わらう。

　満足そうに。

　心底、楽しそうに。

「そんな頭の悪い観田先輩のために改めて、自己紹しよう介かいするとしますか。我が名は明智薫。ある時はカッちゃんのクラスメート、またある時は演劇部期待の新人、しかしてその正体はぁっ！　ふふっ、小鳥遊さんに君たちの情報を流していた《オーバーライン》でしたー」

「っ！　監視者っ!?」

　思わず叫び、わたしは一歩あとずさる。

　緊きん張ちよう感のまるでないふざけきった口上だったけれど、だからこそ恐ろしかった。底なし沼ぬまのような得体の知れなさに、背筋を冷たい汗が流れ落ちていく。

「はーい、よくできましたー」
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　薫ちゃ、いえ、明智さんが、パチパチと手を打ち鳴らす。

　相変わらずひとを小こ馬ば鹿かにしたような物言い。でもカチンとくるより、やっぱり恐怖が勝まさる。笑顔が絶えなくて愛嬌があってほんと見た目は可愛らしい女の子なのに、禍まが々まがしい怪物フエノメノにしか見えなかった。

　なにより――

「カーくんを……どうするつもり？」

　こんな恐ろしいひとにカーくんが捕つかまえられているなんて、心配で気が気じゃなかった。

　そう、わたしの一番大切なひとは、すでに彼女の手の内にあるのだ……。

「ん～、どうもしませんよ～。すぐに解放してあげます。観田先輩がちょぉっとボクのお願いを聞いてくれれば、ね♡」

　にま～っと妖あやしく、禍々しく、明智さんは嗤う。

　ごくりと、わたしは思わず唾つばを飲み込む。そのお願いとやらがとんでもないものであることは彼女の笑顔を見るだけで一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　けど、なんでわたしに？

　わたしなんて今やごくごく普ふ通つうの女の子にすぎない。唯ゆい一いつ持っていた人とは違う《力》も、すでに失ってしまった。彼女の、ひいてはその後ろにいるであろう小鳥遊さんを満足させるような何かができるとは到とう底てい思えない。

　まだ超ちよう天てん才さいであるサヤならわからないでもないけ……

「お願いするのは生徒会長ではなく、貴女あなたにですよ観田先輩♡」

「っっ!?」

　わたしの心を見み透すかしたような言葉に、わたしはギュッと心臓を鷲わし掴づかみにされたような錯さつ覚かくを覚えた。

　今、わたし、サヤのこと口になんてしていなかったはず。

　まさか……心を読まれた？

　このひと、聡里ちゃんのような《力》を……

「ははっ、心なんて読んでいませんよ～。《オーバーライン》の能力は唯ゆい一いつ無む二に。すでに聡里ちゃんという精神感応者テレパスがいる以上、他にいるはずないじゃないですか～」

　噂うわさ好きのおばさんのようにひらひらと掌てのひらを左右に振り――

　――次の瞬間、ガラリと表情が変わった。

　それまでの軽けい薄はくで、挑ちよう発はつ的てきで、小こ悪あく魔ま的で、そしてどこか道どう化けじみていた容貌かおが、まるで別人のように柔やわらかく温かなものに。

　かと思えばスーッと冷ややかな無表情に。でも完全に感情が見えないわけじゃなくて、内からじんわりと怒りがにじみ出ている。

「……まさかまた、可愛い女の子との騒動に巻き込まれてたりとか？　九月まではほとんど毎月のように、だったもんね。ほんと『天然ボーイミーツガール体質』というか」

　ぞわわっ！

　あまりのおぞましさに全身が総毛立ち、ガタガタと震えが止まらなくなる。

　今の台詞せりふはまさしく、今朝のわたしの思考そのものだった。

　加えて、些さ細さいな表情の作り方、仕草、言葉のイントネーション、全すべてがとにかく気持ち悪くて仕方がない。憎ぞう悪おにも似た強きよう烈れつな生理的嫌悪が、一気にこみ上げてくる。

　見覚えは、あった。毎朝、鏡の向こうに。

　つまり、今のは――

「これでもボクは、あの人材マニアの小鳥遊さんをして、天才女優と言わしめさせた人間ですからねー。半年も観察してれば、観田明日香という役を降ろして、思考をトレースするぐらい簡単、簡単♪」

　また表情を一変させ、先程までの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな仮面を被かぶり、明智さんは嗤う。

　明るく、楽しそうに。

　なのにそれがまるで能面のように無機質なものにしか見えなくて、ただただ空そら恐おそろしくてたまらない。

「おっと、ちょっと横道にそれちゃいました。話を戻もどしますね。お願いの話です。先に言っておきますけど、貴女に拒きよ否ひ権けんはないですから♪」

　再びわたしに携けい帯たいの画面を見せつけつつ、右手を銃じゆうの形にして自らのこめかみを「バンッ」と弾はじく。

　つまり、断ればカーくんは……。

　ぐっとわたしは唇くちびるを噛かみ締しめ、彼女を睨みつける。

　そんなわたしを嘲あざ笑わらうかのように、明智さんは唇を歪ゆがめる。

「ふふっ、できないことを頼んだりしないですよ。いえ、むしろ、他の誰だれでもない貴女にしかできないことなんですから。そう、貴女にしか。ねぇ、《神様》？」
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　あれは、高校という新生活にようやく慣れ始めた五月の下げ旬じゆん頃ごろだったか。カッちゃんが小お沢ざわくんにワサビの塊かたまりを口に押おし込まれ悶もん絶ぜつした日の夜だ。

　ボクは貴たかちゃんが語る、暴漢に襲おそわれた観かん田だ先輩を鮮あざやかに助け出だすカッちゃんのヒーロー譚たんを聞き入っていた。

　貴ちゃんには彼はもしかしたら初はつ恋こいの男の子かもって教えていたから、彼女も興味を抱いだいたのだと思う。望む望まないにかかわらず、関心を持った対象の視界が視えてしまう彼女だから。

　その時までは、昔と変わらぬヒーローぶりに惚ほれ直しつつ、そして、彼に好きと言ってもらえる、守ってもらえる観田先輩への嫉しつ妬とにちょっとだけ胸を痛めているだけだった。

　きっかけは、そう。未来量子論のくだりになった時だ。

　元が難解極きわまる代しろ物ものな上、又また聞ぎきでもあり、ほとんど雲を掴つかむような話だったけれど、『もし《時の強制力》なんてものがあるとしたら、それは観田明あ日す香か本人である』、なぜかこのことが強烈に心にひっかかり頭から離れなかった。

　それからボクは時間を見つけては量子力学の本を読よみ漁あさった。なんでこんな、将来の役にも立たないことに一いつ生しよう懸けん命めいになってるんだろうって思ったけれど、それでも調べずにはいられなかった。

　頑張って頑張って半月ほどもかけてなんとか理解した頃ころ、ボクの愚ぐにもつかないはずの思いつきは、むしろその信ぴょう性を高め、確信に近いものへと変わっていた。

　その時、ボクの心に燃え上がったのは我わが身みをも焦こがす憤ふん怒ぬであり憎悪だった。

　貴ちゃんも、想いはボクと同じだった。

　それからのボクたちの行動は早かった。

　思えば、この《力》にはずいぶんと嫌いやな想いをさせられてきた。

　何でも意のままに人を動かせるから、人の好意が信じられなくなった。この人はわたしのことが本当に好きなのかな？　《力》のせいじゃないかなって常に疑念がくすぶる。

　本心がわかるのは、いつも思い通りにならない時だけ。

　否定・拒きよ絶ぜつ・嫌悪。そんなマイナスの中にしかわたしの本当はない。

　そう、だからわたしは片想いでしか恋ができない。

　ほんと……こんなふざけた世界、粉々にぶち壊こわすしかないじゃないか。









「わたしが神様？　いったい……何を言っているの!?」

　何かの暗あん喩ゆなのだろうとは察しがついたけれど、正直、彼女の言葉の真意をわたしは計りかねていた。

　目の前の女の子の正気を疑っていた。カーくんをさらって脅きよう迫はくしてきたり、わたしを神様だなんて言ったり、人として大切な何かが壊れたかのような幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きとか、心を病やんで妄もう想そう癖へきか何かに取とり憑つかれてるとしか……

「どうせボクを頭がおかしいとか思ってるんでしょう？　まったく失礼なひとだなぁ」

　明あけ智ちさんがそのほっぺを膨ふくらませて言う。その仕草はあどけなく可愛らしくて、でもだからこそ彼女に対する恐きよう怖ふがいっそう膨らむ。

　子どもが虫けらを扱あつかうように、このひとはわたしを苦しめることに何の呵か責しやくも抱いていないのがわかってしまったから。

「まあ、貴女にもわかるように順を追って説明してあげますよ。さてさて、ここに取り出しましたるは……」

　ぱっと明智さんが空に向けて手を開くと、そこに一枚の紙切れが手品のようにぱっと現れる。おそらく袖そでか何かに種を仕込んでいたのだろう。

「未来量子論？」

　その紙には、女の子らしい丸っこい字でそれだけ書かれていた。

「ええ、覚えてますー？」

「当たり前……だよ」

　忘れられるはずもない。

　ずっとずっとわたしは、夢に視た未来を変えようとしてきたのだ。それこそ狂おしいほどに願い、足あ掻がいてきた。

　だって、未来がすでにずっと先まで決まっているのなら、そこにわたしの意思はないことになってしまう。

　それこそさっき明智さんがわたしを指して言った《神様》が定めたとおりに動くプログラムにすぎないことになってしまう。

　自分というものが存在していないんじゃないかという疑念。人によっては取るに足らないと馬ば鹿かにするかもしれないけれど、わたしにとってそれはとてつもなく不安をかきたてることだった。

　ロープにも切れ目が入っていて今にも崩くずれ落おちそうなボロボロの吊つり橋ばしの上で身動きできないような、そんな途と方ほうも無い恐怖を感じていたのだ。

　サヤの考えた未来量子論は、わたしが夢視た未来は絶対に変わらないと、つまりわたしの今までの努力は徒労にすぎなかったことを証明したけれど、一方で、わたしが視ていない未来が不確定であることも証明してくれた。

　そうつまり、わたしに心があるということを！

　この時の喜びを言葉で言い表すなら、大げさかもしれないけれど、何年も何年も闇やみの中をさまよい続け、やっと光が差してきたような、出口が見えたような心境だった。

　パーッと目の前が拓ひらけ、天使の福ふく音いんとともに自分の世界が光で満たされていくようにさえ思えたものだ。

「ところで、観田先輩はどんな夢を視るのか自分では決められないんでしたよね？」

　確かく認にんするように、明智さんが訊きいてくる。

　その声はどこか今まで以上に弾はずんでいて、彼女の隠し切れない愉ゆ悦えつを感じさせる。

「そう……だよ。もう視なくなったけれど……」

　何かひどい裏がありそうで警けい戒かいしつつも、慎しん重ちように事実だけを答える。

　明智さんはどこか芝しば居いじみた大おお仰ぎようさで頷うなずき、

「なるほどなるほど～。でも、深層心理の影響は受けるんですよねー？　特にカッちゃんと知り合ってからは彼の夢ばっかり視てたみたいですし～」

「それは……っ！」

　顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。

　でもそれが羞しゆう恥ちによるものか、怒りによるものかは自分でも判別つかなかった。このひとにカーくんとのことを突つかれたくなかった。

　心の中に土足で踏ふみ込まれ、ぐちゃぐちゃに荒あらされてるような気分だった。

「ほんと……実に面おも白しろくて不思議な代物ですよね、量子も……未来も。誰かが観測した瞬間決まっちゃうだなんて。でもそれってこうとも言えませんか？　観田明日香の深層心理が、この世界の未来を決める……と」

「いったい……なにをっ!?」

　ドクンっとわたしの心臓がひときわ強く脈打つ。その後もどっどっどっどっと心臓が痛いぐらい早はや鐘がねのように鳴って収まらない。

「そう、完全なアトランダムじゃないんですよね、貴女の未来視は。貴女の深層心理が選んでいる。そうつまり！　未来を視るのではなく、未来を選択する、それが貴女の《力》の本質なんですよ、観田先輩」







　降りしきる雨は、その勢いをやや弱めていた。

　だからこそ、彼女の言葉はよりクリアに耳に響ひびいてくる。

　聞きき逃のがしたくても、聞き逃せない。

「これで全てが説明つくんですよね」

　明智さんは学生カバンの中から紙の束を取り出すと、すっとわたしのほうに差し出してきた。

　おそるおそる受け取り目を向けるや、ぶるっと全身が震えカチカチと歯が鳴った。

　そこにはわたしの名前に写真、身長や生年月日、能力についてなどがいろいろ書き記されていた。

「みんなのことまで……」

　レポートのページをめくっていくと、サヤや聡さと里りちゃん、希き優ゆさんにわたしを襲ったカーくんのクラス委員長、それに剛ごう田ださんのことまで詳しよう細さいに調べ上げられている。

　サヤから能力者によって監かん視しされているというのは、話としては聞いていたけれど、それはあくまで頭でわかったつもりでしかなかったというか……。実際にこういうのを見せつけられると恐怖の度合いが桁けた違ちがいだった。

「あ、《力》の発現時期辺りに要注目です」

「…………」

　言われて、わたしはレポートを改めて読み直す。

　わたしが四歳さいの夏から秋あき頃ごろ、サヤが五歳の冬から春はる頃ごろ。聡里ちゃんは三歳の秋から冬ふゆ頃ごろで希優さんは六歳の春頃……みんな時期はけっこうバラバラ、特に規則性があるようにも見えないけれど……。

「ふふっ、それをそのまま見てもわからないかも。でもね、西せい暦れきに直すと、実はあなただけが一九九九年なんです。他の方はみんな二〇〇〇年。わかります？　つまり、あなたが一番初めに発現しているんですよ、観田先輩♡」

「わたし……が？」

　さすがにぱっと変へん換かんしながら読むなんてわたしの頭の出来では無理な芸当だけれど、とりあえず自分のを計算したら確かに一九九九年で、それを基準に見ると、同学年であるサヤは二〇〇〇年だった。二つ下の聡里ちゃんも、一つ上の希優さんも。そして一つ下の明智さんも。

　わたしが計算し終えるのを待ち構えていたかのように、明智さんがわざとらしく肩をすくめる。

「ねぇ、おかしいと思ったことありません？　なんでこんな辺へん鄙ぴな地方の中小都市に、それこそ漫まん画がとかに出てきそうなレベルの超ちよう能のう力りよく者しやが一〇人近く固まってるのかって。少なくとも前世紀までは世界にも一人いるかいないかだったろうに、ですよ」

　わたしにもそれは疑問ではあった。

　まあ、難しいことはサヤの専門だし、とあんまり深く考えることはなかったけれど。

　昔、この街で何かがあったのかなぁ、とか漠ばく然ぜんと思っていたぐらいだ。

「いやー、この辺はほんと小鳥遊たかなしさんに感謝かなぁ。お金や権力にもの言わせて、大々的に、徹てつ底てい的てきにローラー作戦でその辺洗ってもらいましたから。でも、街の外で見つかったのは今もって聡里ちゃんだけ」

「でも彼女も、この街の出身者……」

「そーなんですよねー。なんでこの街だけなのか？　いえ、もっと正確に言えば、なぜわたしたちの中学と、カッちゃんや生徒会長が通っていた中学出身者ばかりなのか？」

　はっとわたしは明智さんの顔を凝ぎよう視しする。

《オーバーライン》が生まれたのはこの街からだけ、そう伝え聞いてはいたけれど、そこで思考停止していたけれど……

　わたしたちの住んでるこの街は、中小といえば中小だけど、それでも五〇万人ぐらい住んでいる。中学だけでも多分、二〇か三〇はある。小鳥遊さんが調べたところでは、確か《オーバーライン》の総数は一〇名足らずのはず。彼女の言うように、街というよりわたしたちの近くにあまりに集中しすぎていた。

「ここまで偏かたよるからにはって調べたんですよ。そしたらビンゴ。海かい原ばらさんも両親の離り婚こんやら何やらで引ひっ越こしちゃったんですが、幼い頃はわたしたちの中学校の校区に住んでいたみたいで、聡里ちゃんも同様。尼あま塚づかさんも不登校児ですが、家は観田先輩の近く、でしたよねー？　集計するとこんな感じですか。わたしたちの中学校区出身の《オーバーライン》、七名。カッちゃんの中学校区出身二名。それ以外……ゼロ」

　実際の数字で言われると、ますます歪いびつさが明らかになってくる。

　まさか、わたしの通っていた中学出身者がほとんどだなんて……。

「ほんと、おかしいんですよね。世界単位で数百年に一人ぐらいなら、超能力者もいてもおかしくないとは思うんですよー。実際、モーセ、ノストラダムス、ラスプーチン、サイババ……そしてイエス・キリスト。奇き跡せきとしか言いようのない《力》を持った人たちは歴史上、何人かはいたわけですし。まあ、眉まゆ唾つば物ものではありますが、一人か二人ぐらいなら……本物だった可能性はあるんじゃないかな、と」

「……まあ、いてもおかしくはないと思うよ」

　このひとに同意するのは生理的に嫌悪感を覚えたけれど、相手はカーくんを人ひと質じちにとっている。挑発的な行動は慎つつしむべきだった。

　実際、わたしたちは超ちよう常じようの《力》というものをいくつもいくつも目まの当たりにしてきた。ならば過去にもそういうひとたちがいたんじゃないか、ということを否定はできない。

　多少は信しん仰こう上の装そう飾しよくや伝承による尾おひれが付いたものだとは思っているけれど、でも少なくとも今、明智さんが挙げた人物たちが歴史的に実在していたことはほぼ確かだ。

　中でもイエス・キリスト。予知能力の関係で、運命とか宿命とか調べてた時に多少知る機会があったんだけど、彼は有名所だけでも水をワインに変えたり、病気のひとを治したり、果ては死んだひとを蘇よみがえらせるなんて奇跡まで起こしている。真実だというのならまさしく《オーバーライン》以上の《力》の持ち主だ。

「ですよねー。観田先輩もそう思いますよねー」

　うんうんと言げん質ちをとったとばかりに、明智さんが何度も頷く。

　……何かわたしは、致ち命めい的てきなことを口走ったのだろうか。わからない。

「それがなんだって言うのよ……」

　どこか勝かち誇ほこった感じの彼女の口上は、とにかく不快極まりなかった。

　いまさら彼女と長話したいとも思えないし、正直、聞くに堪たえない。それこそカーくんを人質にとられてなんてなかったら、すぐさまこの場を立ち去りたいぐらい。

　遠回りなことしてないで、さっさとわたしに対するお願いとやらを言って欲ほしかった。

「ふふっ、焦あせらない焦らない。言ったじゃないですか。順を追って説明するって。前置きしなくちゃいけないことがいっぱいあるんですよ」

　柳やなぎに風といった感じで明智さんはピンと人差し指を立て、またくすくすと人を小馬鹿にしたような笑えみを零こぼす。

　本当に、いちいち癇かんに障さわるひとだ。

「観田先輩、グランドクロスって知ってます？」

「……それは知らない、わ」

　少し考えて、答える。直訳すると、荘厳グランドな十字架クロス？　やっぱり頭に引っかかるものはない。

「黄道十二宮、いわゆる星座占うらないで使ってる一二の星座のことですが、その上で四つの惑わく星せいが十字型に並ぶことを言います。これが一九九九年八月一八日に、起こってたんです。しかも地球以外の全ての惑星と太陽に月が十字を形成するっていう実に大おお掛がかりなヤツが、ね」

　スッ……スッ……っと、明智さんが自らの胸の前で十字を切ってみせる。敬けい虔けんなカトリック教徒のように。

「たしか貴女が《力》に目覚めたのってちょうどその頃でしたっけ？　ああ、そう言えば、観田先輩って、左胸にハート型のアザがありますよね？　それっていわゆる聖痕スティグマータって言うやつじゃないんですかぁ？」

「なんでそんなことまで知って……」

　言いかけて、すぐに気づく。

　そうだった。このひとは監視者なのだ。まさか、そんなことまで知られているなんて、今いま更さらながらに口の中に苦い味が広がる。

「聖痕とは、イエス・キリストが磔はりつけとなった際についたとされる傷、また何らかの科学的に説明できない力によって信者らの身体に現れるとされる類るい似じの傷のことなんですが、けっこうな数の症しよう例れいが報告されています。ふふっ、神様によって聖別された人間が、星々が十字を切った日に世界の未来を決定する《力》に覚醒めざめるなんて……これも運命、ですかねー？」

「そんなんじゃ、ない。これはそんなんじゃ……」

　左胸を――彼女の言うハート型のアザを隠すように押さえ、わたしは首を何度も振る。

　そんなわたしの心を、やっぱり明智さんは見透かしたように嗤う。

「《オーバーライン》の発生が不自然に狭せまい地域に限定されていたのは、子どもにとって、幼よう稚ち園えんや保育園、よく遊ぶ場所、よく連れてってもらう場所、そんなほんのちっぽけで限られた範囲が世界のすべてだったから。世界の広さを知らなかったから」

　ドクンっとわたしの心臓がひときわ強く脈打つ。その後もどっどっどっどっと心臓が痛いぐらい早鐘のように鳴って収まらない。

　恐ろしく、嫌な予感がした。

　わたしはカーくんほどカンが鋭するどいわけじゃない。

　未来を視る《力》もすでにない。

　だけど、この先を聞いてはいけないと、本能がけたたましく警報を鳴なり響かせていた。

「幼い少女の夢視たものは、願ったのは、テレビにでも影えい響きようされたかな？　もし、この世界に超能力者がいたら……そんな浅はかで現実を知らない実に子どもじみたたわいない夢」

　にや～っと明智さんの口元が、妖しく禍々しく吊つり上あがっていく。

　だめ！　だめ！　絶対だめ！

　それ以上は、それ以上は言わないでっ！

「ごく普通の女の子は、ごく普通の家庭に生まれ、ごく普通の夢を視ました。でも、ただひとつ違ちがっていたのは……女の子は聖女だったのです！」

「っ!?　やめて……もう、やめてぇっ！」

　ほとんど反射的に、わたしは彼女の言葉を遮さえぎっていた。

　でも明智さんは、狼ろう狽ばいするわたしに、なお一層その笑みを暗い愉悦に歪めていくだけ。

「ふふっ、だ～め。ボクはこの時を、貴女に引導を渡わたす日を、一日千秋の想おもいで待ち続けたのだから！　ふふっ、これ、知ってますよね？」

　明智さんが鞄かばんから一冊の本を取り出し、わたしに見せつける。

　よほど読み込んだのか見るからにボロボロだったけれど、その表紙は見覚えのあるものだった。カーくんが以前よく読んでいた、聡里ちゃんを助け出す際に極めて重要な情報をもたらしてくれた、思い出の一冊――『よくわかる量子力学』。

「観田先輩もご承知のように、なぜか《オーバーライン》の能力の説明には、量子力学の論理が当てはまることが多い。生徒会長に言わせれば、『常識が通用しないのが超能力。同じように因果律が破は綻たんしていてあたしたちの常識が通用しない量子力学と相あい性しようがいいのも、必然と言えば必然』だそうですけど」

　言いつつ明智さんはぱらぱらっと本をめくり、

「今回も実は当てはまるものがあるんですよ。おっ、あった、ここだここだ。『トンネル効果は、非常に微び細さいな世界にある粒りゆう子しが、古典的には乗のり越えることができないポテンシャル障しよう壁へきを、量子効果すなわち、時間とエネルギーとの不確定性原理により乗り越えてしまう現象。量子トンネル効果ともいう』」

　読み上げた後、パタンと本を閉じ、意味深な悪戯いたずらっぽい視線をわたしに向けてくる。

　ごくりと、思わずわたしは唾を飲み込む。

　彼女から、目が離はなせなかった。

「なかなか興味深い記述だと思いません、ここ？　本来なら人が超能力者になるなんて、現実的には乗り越えることの出来ない絶対的な壁かべがあります。でも、貴女の《力》なら、時間とエネルギーとの不確定性原理により、その越えられないはずのラインを乗り越えオーバー、真っ当な生を歩むはずだった罪なき少年少女を超能力者にするという有り得ない未来を選択することができるんじゃないか！　そうボクたちなど所しよ詮せんはマガイモノで、貴女こそが唯一無二のオリジナル。真にして神なるバケモノ！　そして……」

　一息に言い切って明智さんがすーっと腕うでを伸のばし、弾だん劾がいするようにわたしへとその人差し指を突つきつけてくる。

　わたしは蛇に睨まれた哀あわれなカエルのように、身動きできなかった。

「ボクたち《オーバーライン》を絶望へと落としめた……元凶です」







「そんなこと……あるわけ……ない。そうだよ、証しよう拠こ。どこにそんな証拠が……」

　何とか絞しぼり出すようにわたしは否定したけれど、かすれたようなか細い声が精いっぱいだった。

　否定したい。そんなことあるわけないって思いたかった。

　だって、だとすれば、サヤや聡里ちゃん、希優さん、そして他にも何人もいる《オーバーライン》の人たちを、過か酷こくな状じよう況きように貶おとしめたのは、その人生を大きく狂くるわせたのは、わたしだってことになってしまう。

　そんなの、認められるわけがなかった。

「まあ、情じよう況きよう証しよう拠こと言えば情況証拠にすぎませんが、聖痕、グランドクロス、《力》の性質、これほど多くの超能力者が現れ、貴女の周囲に偏へん在ざいしていること、その中で最も早く《力》に覚醒めざめていること。ここまで揃そろえば、これはもうクロと言っていいでしょう？」

「決め付けないで……。違う……違う違うちがう！　わたしじゃない！」

「ふふっ、なかなか往おう生じよう際ぎわが悪いですねぇ。でも、そんなに真っ青な顔で言っても説得力ありませんよー。思い当たるところとか、あるんでしょう？」

「っ…………」

　わたしは答えることが出来なかった。

　図星、だったから。

　自分の思い通りに好きなメニューを作ってもらったり、おもちゃを買って欲しかった。

　漫画やアニメに出てくる天才は、何でも知っていて格好良くて憧あこがれた。こんな風になれたらお父さんやお母さんはわたしを褒ほめてくれるんだろうか。

　人の心を知れれば、両親が好きなのはわたしなのか、お金を生み出すわたしの《力》なのかわかると思った。

　変わってしまった両親の心から、わたしの《力》のことを消してしまえば、元通りの生活に戻れるんじゃないかって思った。

　他の家の子が羨うらやましくて、違う誰かになりたかった。

　強ければ、いじめられないと思った。

　あの子のことが知りたかった。

　あの子のところに飛んで行きたかった。

　でもそういうことができたらいいな、とか考えるのは、多分、誰もが一度ぐらいは普通に考えるはずのことで、別段わたしがおかしいってわけじゃ……ない。

「うふふ、だんまりですかー？　そうだよ、その顔だよ！　その顔がボクは見たかったんだ！　ボクたちをこんなに苦しませておいて、希望を捨てさせておいてっ！　なに一人、諸悪の根源が幸せそうな顔してるんだって気に入らなかったんだ。反へ吐どが出そうだったんだ。これでちょっとは溜りゆう飲いんが下がったよ。ふふふふ、はははは。あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ!!」

　傘かさを放ほうり捨て、両手を広げて、明智さんが笑い出す。

　高らかに。

　勝利の凱がい歌かをあげるかのように。

　気が狂ふれたかのように。

　だが、まだ終わりではなかったのだ。

　彼かの女じよのわたしへの復ふく讐しゆうは、まだ序章にすぎなかったのだ。

「ショックを受けてるところ悪いけど、ま～だ許してなんてあげない。最初に言った通り、ボクの言うことを聞いてもらいます」

「なにを……させるつもり……なの？」

　なんとかそれだけ訊く。

　もし、本当に彼女の言うように、彼女が《オーバーライン》となったのがわたしのせいだと言うのなら、せめてもの罪つみ滅ほろぼしに、わたしにできることなら何でもしようと思っていた。

　次の彼女の言葉を聞くまでは。

「なぁに。大したことじゃないですよ。世界中の全ての人たちを《オーバーライン》にしてくれればいいだけ」

「なっ!?」

「そうだよ、なんでボクたちだけがこんなに苦しまなくちゃいけないのさ。絶望を味わわされなければいけないのさ。これこそが『平等』ってもんでしょう。ねぇ、神様？」

「だ、だけど、わたしにはもう夢を視る《力》なんて……」

　そう、わたしはもうここ二ヶ月も、予知夢を視ていないのだ。よしんば視れたところで思い通りの夢が視れるとも思えない。

　確かに、サヤや彼女の言うように、深層心理の影響は受けているのかもしれない。でも深すぎて自分でも認にん識しきできないから深層なんだよ。思ったとおりの夢を視れるのなら、とっくの昔にそうしていた！

　毎日視ていた頃だって、コントロールとかまったくできなかったのが現実なのだ。彼女の要求には応こたえようがない。

　なのに、明智さんは確信に満ちた顔でほくそ笑んだ。

「そのためのカッちゃんですよ。彼こそ貴女の心の扉を開く鍵そのもの。《力》を失ったとは言いつつ観田先せん輩ぱい、カッちゃん関係だと時々、《力》戻ってるじゃないですか。そんな愛いとしい彼を救うために、一心不乱に願えば視れるはずですよ。ボクの望む未来を」

「……み、視れなかったら……？」

「貴女あなたは二度とカッちゃんに逢あえなくなります」

　まさか……カーくんを殺すって言うの!?

　あんなに仲良さそうにしていたのに、躊躇ためらいなく笑え顔がおでそんなことを言うの!?

「あなた……狂ってる……っ！」

「そう、狂ったんですよ。他でもない貴女のせいでね！　さあ、選んで下さい。カッちゃんを選んで世界中に絶望をばらまく現代のパンドラとなるか、世界を選んで愛しい愛しいカーくんを見殺しにするのか？　ふふっ、なかなか究極の選択ですねー」

　どこまでも軽くおどけた道化を装よそおいつつも、ひしひしと伝わってくる彼女の中にうずまくわたしへの憎悪に圧あつ倒とうされ、わたしはもう声をあげることもできなかった。

　ひどく……息苦しい。胸も締めつけられるように痛かった。

「まあ、ボクの話はこれだけ。うん、ボクも鬼おにじゃないから、少しぐらい考える時間をあげますよ。あっ、もちろんその間に警察とかに通報したらやっぱりこれですけどね」

　明智さんは良心の呵責を一いつ切さい感じていない満面の笑みでくいっと親指で自らの首をかき切ってみせる。

　ぞっと背筋が凍こおる。どうして、どうしてこんなことになってるんだろう……。

　わからない、わからない、わから……ない……。

「あっ、生徒会長には教えてもいいですよ♪　彼女も彼のこと心配してるでしょうし。でも生徒会長ってば、ほんっとひとがいいですよね。よく貴女なんかと仲良くやれるなぁって感心しちゃう。知ってたはずなんだから彼女は。知らないはずがないんだから」

「サヤが……知っていた？」

　今、彼女が話したようなことを？

　なのに、わたしは彼を奪うばおうとさえして……いったい彼女はどういう気持ちでわたしを許してくれたんだろう。

　そしてわたしは、どれだけ何も知らない馬鹿だったんだろう……。

「うふふ、あはは。さあ、貴女はこれからどんな顔をして彼女に向き合うのかな？　そして世界と彼の天てん秤びんに懊おう悩のうするのかな？　せいぜい苦しんで苦しんで苦しみ抜ぬいてボクを楽しませてよ。あれ？　これってむしろ鬼おに悪あく魔まの所業？　まあ、いいや。じゃ、まったねー、か・み・さ・ま♡」

　明智さんは笑顔でひらひらと手を振ふると、転がった傘を拾い直し、もうわたしに興味はないとばかりにくるりと背を向けて立ち去っていく。

　わたしはただただ呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送ることしか出来ない。その場から一歩さえ動くことができなかった。

　明智さんの言葉に打ちのめされ、そんな力、身体に、いえ、心に残っていなかった。

「明日香っ！　こんなところにいたの!?」

　どれぐらいそうしていたか。

　サヤが彼女にしては非常に珍めずらしく取り乱した必死な形相でわたしへと駆かけ寄よってくる姿が見えた。

「授業にも出ず、傘もささずに何してるのよ!?」

　……ああ、いつの間にかわたしも傘を取り落としていたみたい。道理で服が冷たくて重たいわけだ。そんなことにも気づかないなんて。

　寒い……寒いよ……。

　身体もだけど、なにより心が……。

「カー坊に続いてあんたまでいなくなったんじゃないかってすっごい心ぱ……えっ!?」

「ごめんなさいっ！　ごめんなさい！　ごめんなさい！　うあああああああああああ!!」

　わたしはただサヤにすがりつき、子どものように謝あやまりながら泣きじゃくることしか出来なかった。

　ダメなのに。

　わたしにはそんな資格ないのに。

　でもその時のわたしには、目の前の彼女にすがるしかなかったのだ。







　ピーッとヤカンが甲かん高だかい音を鳴らし始めた。次いでにわかに白い煙けむりをその口から立ち上らせていく。

　どこか時代がかり、いかにも昭和といった感じのレトロな石油ストーブが放つ熱気は、暖かいを通とおり越してもはや蒸むし暑あついぐらいだった。

　白を基調とした部屋の中は、湿しつ布ぷ薬やくのような臭いが鼻につく。右手の棚たなにはよくわからない薬品のガラス瓶びんが並んでいた。

「ったく、風か邪ぜひきたいの、あんた」

　ベッドで毛布にくるまったわたしの隣となりで、サヤがヤカンの取っ手を手にしつつ毒づく。

　保健室に連れ込まれるなり、彼女に着ているものを全部、無理やり剥はぎ取られたのだ。

　それらは今、ストーブの上でひらひらと舞まっている。その時のわたしは茫ぼう然ぜん自じ失しつで気づかなかったんだけど、とりあえずぱんつは穿はいているっぽい。さすがにその辺はサヤも女の子だし情けをかけてくれたのだろう。

「ほら、これ飲みなさい。落ち着くから」

「……いい匂い」

　サヤが差し出してきたカップをおそるおそる受け取ると、爽さわやかで心地ここちよい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。ハーブティか何かだろうか。

　カップのぬくもりが掌てのひらをじんわりと熱くしてくれて、すごく気持ちがいい。一口すすると、喉のどから胃へと温かさが広がっていく。

　……それぐらい冷え切ってたんだね、わたしの身体。

「で、いったい何があったのよ」

　わたしが一息つくのを待って、サヤがやれやれといった顔で問いかけてくる。

　ほんと、優やさしいなぁ、このひと。

　カーくんがいなくなって、わたしもこんな感じで、きっととんでもないことが起きているって察しているはずなのに、問いただすよりわたしの身体を気き遣づかってくれる。

　わたし、なんかを……。

　今はその優しさが、嬉うれしいんだけど、同時に心をさいなめる。

「明日香？」

「あ、ごめん……」

　不幸に浸ひたっていたって、何も始まらない。

　特にこれは、わたしだけの問題ではないのだから。わたしと同じぐらい、彼のことを心配しているひとが目の前にいるんだから。

　わたしは気付け代わりにもう一度ハーブティを口に含ふくみ、

「カーくんのクラスメートの明智さんが、監視者だったの。彼女が、カーくんをさらって、言うこと聞かないと彼を殺すって……」

「明智って……あの娘こがっ!?　っ！」

　サヤは苦虫を噛かみ潰つぶしたように舌打ちしたかと思うと、すぐさまスカートのポケットから携けい帯たいを取り出し、耳に当てる。

「もしもし、信しん司じ！　あんたたちのクラスメートの明智薫かおる！　今、いる!?　……今日は欠席？　……ええ、ありがと……いえ、なんでもないわ。じゃあ」

　通話ボタンを押おした後も、サヤは忌いま々いましげに携帯を見下ろしている。小沢くんの声は聞き取れなかったけれど、明智さんはどうやら今日は休みらしい。彼女は今日、わたしを追い込むためだけに学校に来たってこと、か。

「ったく、なんであいつを？　小鳥遊の嗜し好こう、目的からしたら狙ねらうならむしろ……」

　ぶつぶつと独り言とともに、サヤがちらりとわたしを見たのがわかった。

　そっか……やっぱり彼女は薄うす々うすとは気づいていたんだね。

　小鳥遊さんが何を望んでいるのか、そして――

「全部、話すよ。彼女から聞いたこと。包つつみ隠かくさず、全部」







「そう……」

　全すべてを聞き終えたサヤは、両りよう腕うでを組んだまま一言だけ呟つぶやいた。

　その仕草に、わたしはやっぱり、と腑ふに落ちるものを感じていた。

「ぜんぜん……驚おどろかないんだね。サヤは……知っていたんだね。わたしの……罪を」

「知ってまではいなかったわ。いくつか立てていた仮説の一つにそういうのがあった。それだけ、よ。ぶっちゃけその明智って子の話にしたって情況証拠ばかりで確たる証拠とまでは言えないわ……」

「でも、考えうる中では最も……可能性は高いんじゃない？」

「…………そうね」

　わたしから視線を逸そらし、濡ぬれて見るからにしわしわになっているレポートに目を向けつつ、サヤはしぶしぶといった体で肯こう定ていした。

　明智さんのレポートにはサヤの知らない情報とかも多分あって、サヤが立てていた仮説を、安易に否定できないほどに強固にしたんだろう。

「ありがと。本当のことを言ってくれて」

　改めて、わたしの罪を実感する。

　やっぱり明智さんは小鳥遊さんの部下で、わたしたち――わたしにあまり好意的じゃないひとだし、何か嘘うそをついていたり騙だまそうとしていたりするのかもしれないって、心のどこかに期待があった。

　でも、サヤの言葉は、絶対に信じるしかない。彼女は正しすぎるぐらい正しいひとだから。そしてわたしの一番の親友で、わたしが世界で最も尊敬するひとだから。

「ごめん……ね。謝って済む問題じゃないけれど、わたしのせいで、わたしなんかがいたから……あいたぁっ！」

　ばちんっと強きよう烈れつなデコピンがわたしの額を打うち抜く。拍ひよう子しに、ごんっ！　と後ろの壁にしたたかに後頭部を打ち、思わず悶もん絶ぜつする。

　痛い痛い痛い！　めちゃくちゃ痛いよ！　涙なみだが止まらないよ!?　でも、わたしが彼女にしたことに比べたらこんなこと……

「あんた馬ば鹿かでしょ」

　両手を腰こしに当て、うずくまるわたしに前まえ屈かがみに身体を乗り出して、サヤがやれやれといった体で吐はき捨すてる。

　うん、馬鹿だよね、どうしようもない馬鹿。

　明智さんの言うとおりだよ。みんなを《オーバーライン不幸》にして、元凶のわたしが一人のほほんと幸せを謳おう歌かしてるだなんて、なんてひどい馬鹿なんだろう。

「ったく、他の連中にはそりゃ謝っても謝り足りないのかもしれないけどね。少なくともあたしに対しちゃ謝罪の必要なんて一つもないのよ。あんたが言ったんでしょうが。この《力》があるから、あたしはカー坊に甘あまえられて、頼たよられて、そしてあいつを助けてこれたのよ。何も恨うらんじゃいないわよ」

「で、でも……」

　九月の初め、あんなに悩なやんで悩んで、体調を壊こわすほどまで追おい詰つめられていたのを、わたしはこの目でしっかり見ているわけで……

　そりゃ今も彼女は才能が溢あふれていて普ふ通つうの人間から見ればいろいろ羨ましい待たい遇ぐうにあるのかもしれないけれど、あの時は発破を掛かける意味でそう言わざるを得なかったけれど、それでも彼女は、この《力》によりそれまでの『道』を諦あきらめさせられたのは間ま違ちがいないわけで……

　なのにサヤは、サバサバと吹ふっ切きれたように苦く笑しようする。

「結局、あたしにとってはあの馬鹿が優先順位の最上位なのよ。自分でもなんであの馬鹿にここまでって思っちゃうけど、惚ほれちゃったんだから、転んじゃったんだからしゃーないじゃない」

「そう……だったね。そんなサヤから、夢だけじゃなくてカーくんまで奪おうとしてるんだよね、わたしは。ほんと、サヤにとって疫やく病びよう神がみ……だよね……もう、嫌きらいに……なったよね……」

「あああああっ!!　もう！　なんてめんどくさいの、この女ぁっ！」

　サヤは苛いら立だたしげに顔をしかめ、がしがしがしっと頭を掻かきむしったかと思うと――

　次の瞬しゆん間かん、わたしの身体は彼女に抱だきしめられていた。

「……一度しか言わないから耳の穴かっぽじってよく聞きなさい。今後二度と、一生言ってなんてあげないんだから、耳と心に刻みつけなさい！」

　ギュッとわたしを抱く腕の力が強まる。

　ちょっと痛いぐらいだったけれど、その抱ほう擁ようにただただわたしの心に安心感が広がっていく。

「わ、わたしは、貴女が、す、す、好きよ、明日香。し、ししし、親友、でしょ！」

「っ！　さ、サヤぁ……っ」

　耳元で囁ささやかれた言葉は、サヤにしては極きわめて珍しくつっかえまくりのたどたどしいものだったけれど、だからこそ彼女の真しん摯しな想いが伝わってくる。

　じわっと目め頭がしらが熱くなるのを感じた。でもそれ以上に、胸が熱かった。

「はああ。ほんとあたしの物好きもここに極まれり、よねぇ。好きな男取られそうだって時に、なに恋こい敵がたきを慰なぐさめちゃってるのかしら。絶好のチャンスじゃない。まあ……惚れちゃったんだから、転んじゃったんだからしゃーない、か」

「ごめんね……ごめんねぇ……」

「ったく、こ、こんなことぐらいでいまさら離れてったりしないから、だからほら、さっさと泣なき止やみなさい。あんたはあたしが唯ゆい一いつ、対等と認めたライバルなんだから。もうちょっとシャキッとしてよね。じゃないとあたしの沽こ券けんに関かかわるでしょ」

「うん……うん……あり……ありがとぉ」

　泣き止めって言われたのに、頷うなずいたのに、わたしの涙るい腺せんは決けつ壊かいしたままで、ぜんぜん涙が止まってくれない。

　子どものようにサヤをきつく抱き締しめる。
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　そんなわたしをサヤは母親のように優しく撫なでてくれた。

「わたしも……わたしもサヤが大好き！」

「サヤ姉、言われた通りアス姉の着き替がえ見繕っ……お邪じや魔ましました」

　パタン。唐とう突とつにドアが開いたかと思うと、再び閉じられる。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　そして――

「ちょっ!?　聡里ぃっ！　なに変な勘かん違ちがいしてるのぉぉぉっ！」

　慌あわてたサヤがダダッとドアへと駆け寄り、乱暴に開け放つ。

　そこにはおそらくはわたしの着替えと思おぼしき折おり畳たたんだ服を抱かかえた聡里ちゃんが、ちょっとだけ顔を赤らめて立っていた。

「いや、だって……」

　ちらっと聡里ちゃんがわたしのほうに意味ありげな視線を向ける。

　釣られてわたしも自分の身体を見下ろし、カーッと一気に血液が顔面へと急きゆう上じよう昇しようする。

　わたしってば、裸はだかじゃないっ！

　感かん極きわまっちゃってるうちにいつの間にか毛布がこぼれ落ちちゃってたみたい。慌ててミノムシのようにくるまるわたし。

　ううっ、入ってきたのが聡里ちゃんでほんと良かったよぉ。男の子とかじゃなくてほんと良かったぁ。

「あんたの考えてるようなことはなかったから」

　疲つかれ果はてたように額を押さえ、うなだれつつサヤが言う。

「そう？　残念。これでカー兄一人ひとり占じめ出来ると思ったのに」

「……あんたも見た目の割にしっかり女よね。油断ならない伏ふく兵へいまでいたわ」

　やれやれとサヤは天てん井じようを見上げ、肩かたをすくめる。

　でも、その視線は怖こわいぐらい真しん剣けんで、何か違うものを睨にらんでいるようだった。

　静かな、しかし深い怒いかりのこもった声で言う。

「ま、今はとりあえず一時休戦して共同戦線を張る時、ね。そのカー坊がピンチよ」







「そっか。この《力》って、アス姉が……」

　明智さんとの顛てん末まつを語ると、何かに思いを馳はせるように聡里ちゃんは目を瞑つぶり、頭の上で折りたたまれた皮ひ翼よくをそっと撫でた。

　そう、彼女もまた、わたしの被ひ害がい者しやだった。

　他人の心が読めてしまうせいで、物心ついた頃ころからドロドロとしたむき出しの悪意の中を生きてきた。親しん戚せき中をたらい回しにされ、わたしたちと出で逢あった頃は暴力による虐ぎやく待たいさえ行われていた。

　表情と、そして心を凍らせることでなんとか絶望に耐たえてきた小さな女の子。

「ごめん……なさい」

　なのにわたしには、謝ることしか出来ない。

　そんな自分の無力が恨めしくて、情けなくて、嫌いやになる。

「わたしにできることなら、なんでもするから、だから虫がいいのはわかっているけれどこれからもわたしと……」

「……言ったね？　じゃあ目をつぶって歯を食いしばって。それでチャラ、だよ」

「……うん。遠えん慮りよなく、気の済むまでやって」

　下げていた頭を上げるや、わたしは言われた通り固く目を閉じる。

　謝っただけで許してもらえるなんて、最初から思っていない。謝られたぐらいで割り切れるほど彼女の受けてきた仕打ちは易しくない。殴なぐるだけで済ませてくれるなんて、むしろ恩情なのだ。

　明智さんのレポートによれば、聡里ちゃんが《力》に目覚めたのは三歳さいの頃。つまり今年の春まで実に一〇年以上もの間、人の心が流れこんでくるという耐え難がたい苦痛に苛さいなまれてきたのだから。

「サヤ姉、これお願い」

「ん？　あ～、なるほどね」

「あとはこれを……っと」

「聡里あんた、けっこう鬼ね」

　二人がガサゴソと何かをしながら、話している。

　でも目を閉じているわたしには彼女たちが何をしているのかまるでわからない。

　うう、何も見えないのって、かなり怖さが増すというか。でも一思いに早くやって、ってのはただの甘えだから、我が慢まんするしかないよね。

「じゃあ、アス姉、いくよ」

「う、うん！」

　ぱんっと軽く額に掌を押し当あてられる。

　でもそれはぜんぜん痛くなくて、叩たたくというよりほんと触さわったというぐらいで。

「まだ目を閉じててね」

　次いで、むに～っと両ほっぺたを押さえつけられる。

　やっぱりこれもほとんど痛くなくて……

　聡里ちゃん、優しいなぁ。そんな遠慮、しなくていいのに。

「サヤ姉、髪かみ。前まえ髪がみお願い！」

「よしきた」

「ふぇっ!?」

　今度はくしゃっと前髪をかき上げられ――

　カシャッ！

　えと、なに、今の音？　なんかカメラのシャッター音みたいだったけれど。

「どんな感じどんな感じ？」

「ほら傑けつ作さくよ、傑作。うひゃひゃひゃひゃっ!!」

「ぷっ、ほんとだ。あははははっ!!　これはひどい！」

「ええっ!?　なに、なんなのぉっ!?」

　ついに好こう奇き心しんに負けわたしも訊きいてしまう。

　いったい二人とも何がそんなにおかしいの!?

「あ、もう目を開けていいよ、アス姉」

「つーかあんたも見なさい。ぷくくっ」

「なっ！　なにこれぇぇぇぇっ!!」

　聡里ちゃんのスマートフォンの画面に映っていたのは、「肉」ってでかでかと書かれたシールを額に貼はり付つけられ、ほっぺたを押しつぶされたことで唇くちびるが突き出だした、みっともなさすぎてとても人様には見せられない変顔のわたしだった。

　いや、今まさに見られているけれどっ！

「さぁて、これをカー兄に送信……」

「ちょっ！　待っ！　う、う、うううううっ!!」

　思わず制止しかけて、自分の言ったことを思い出し悶絶するわたし。

　どんな責め苦にも耐えるって覚かく悟ごは決めてはいたけれど。

　でもでも恋こいするオトメとして好きなひとにこんなブサイク顔を見られるのはぁっ！

「うん、そうやってオロオロとテンパってる残念な感じのほうがアス姉らしいよ」

　どＳだ。どＳがいるよぉ……。

　それにしても、三つも年下の聡里ちゃんにまでそんなふうに思われてるなんて。

　これじゃあほんと年上の威い厳げんが……

「そして、深刻そうにうつむいてるアス姉は見たくない」

「えっ!?」

　顔をあげると、ちょっとだけ照れたように聡里ちゃんが頬ほおを染めて、

「この《力》がなかったら、サヤ姉にもカー兄にも、そしてアス姉にも逢えなかった。聡里が今、サヤ姉の家で幸せに暮らせているのは、やっぱりこの《力》があったから、アス姉が……くれたから、だよ」

「でも……でも……わたしのせいであんなに辛つらい目に……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　聡里ちゃんがそっと胸に手を当てる。

　なんでそんな穏おだやかに微ほほ笑えむことができるの？

　辛かったはずなのに、苦しかったはずなのに、どうしてそんな、曇くもりなく笑えるの？　しかも元凶であるわたしに向けて。

「そりゃ《力》のせいで嫌な目にあったことがないって言ったら、それは嘘になっちゃうけれど、それも今の幸せの一部だから。聡里、思うんだよ。ずっと幸せの中にいたら自分が幸せだって気付けなかったんだろうなって。辛かった思い出があるから、聡里は今、この何気ない平へい凡ぼんな日常が幸せだって噛み締められるんだよ」

「う、う、うううっ……」

　再び漏もれた嗚お咽えつは、さっきとはまるで意味が違っていて。
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　胸のあたりで生まれた熱が、すぐに涙腺にこみ上げてくる。さっきいっぱい泣いたはずなのに、どこにまだそんなに残ってたんだってぐらい涙が溢れて止まらない。

「だから、ぜんぜん恨んでなんてないよ。感謝、してるよ」

「さ、さとりちゃああん!!」

　感極まり、ガバッとわたしは聡里ちゃんに抱きつく。

『なに一人、諸悪の根源が幸せそうな顔してるんだって気に入らなかったんだ』

　明智さんの言ったこの言葉を今いま更さらながらに痛感する。

　わたしは本当に、幸せ者だ。なんて周りに恵めぐまれているのだろう。

「ああもう、さっきちょっといつものアス姉に戻もどったのに」

「泣かしたのは聡里ちゃんだよぅ……」

「そだっけ？」

　とぼけたふうに言いつつ、そっと聡里ちゃんがわたしの頭を撫でてくれる。

　これじゃあほんとどっちが年上だかわからない。

　サヤがその場にいない誰だれかに話しかけるように、不敵に呟く。

「ふん、あたしたちの結束を乱そうって腹だったんでしょうけど当てが外れたわね？　そうそう思い通りになると思わないことね」







ACT3








「そっかぁ。二人とも許しちゃったのかぁ。ふふっ、ボクの筋書き通りに進んだみたいだね♡　うん、じゃあ、引き続きお願いね」

　貴たかちゃんとの通話を切り、携帯をカバンに仕し舞まい込む。

　ほんと麗うるわしい友情だなぁ。

　ほんと羨ましくて、妬ねたましい。

「おい、さっきの話は本当なのか!?　明あ日す香か先輩が……」

「ああ、ごめんごめん。話が途と中ちゆうだったね。そうだよ、彼女こそボクたち《オーバーライン》の母イヴ。この街に絶望をばらまいていた極ごく悪あく人にんさ」

　笑顔を作り後部座席を振り返かえると、身体からだ中じゆうを縄なわでぐるぐる巻きにされたカッちゃんが、焦しよ燥うそうに揺ゆれた瞳ひとみでボクを見ていた。

　今いる車庫は防音もきっちりしているから、彼がどれだけ助けを求めて叫さけんだところで、外に漏れることはない。すでにそのへんは言い含めてある。

　まあ、カッちゃんのことだ。今は大人しくしていても、虎視眈々と脱出のチャンスをうかがっているに違いない。彼はヒーローだ。こんな状態でも油断はできない。

　とは言えそれを差し引いても、『大好きな彼と二人、人目を忍しのんで逃とう避ひ行こう中』ってのは、なかなか萌もえるシチュなわけですよ！

「ちくしょう……なんであのひとばっかり、こんな……」

　なのにさ、肝かん心じんの彼は今ここにはいない彼女を想おもい、表情を沈しずませている。まったくやってられないよ。

　やっぱり君も、彼女の味方をするんだね。

　ほんと彼女は恵まれてるなぁ。

　ほんと羨ましくて、殺したいほどに妬ましい。

「これも運命、か」

　だからってこのまま甘ったるくハッピーエンドなんて許すわけにはいかないよね。

　そうだ、敵かたき役やくには敵役の意地がある。

　道どう化けには道化なりの戦い方がある。

　見ているがいい、神様。ボクは必ず貴女に一いつ矢しを報むくいてみせよう。

「運命なんて……クソ食くらえだ」









「ふうっ、ごくらくごくらく～♪　こんなに落ち着いてお風ふ呂ろが楽しめるなんていつ以来かしら」

　両腕を大きく広げて浴よく槽そうにもたれかかりつつ、サヤが気持ちよさそうにくつろいだ声をあげていた。その頬がほんのりと上気している。いつも凛りんとしている彼女には珍しく、実に無防備で緩ゆるみ切った表情だ。

　そう言えば監かん視し者がいるってわかってから、自然、わたしたち三人はお風呂やトイレなんかに凄すごい気を張っていたのよね。監視者が明あけ智ちさんだと、つまり女性だとわかったので、その辺の警けい戒かいをしなくていいということだけは、今回の件で唯一といっていい救いだ。

　まあ、いやといえばいやなままだけど、男に視みられているんじゃ、って時よりはかなり気分が楽だった。

　ツヤツヤでスベスベの黒い石材には、ちらちらと夜空の星ほし屑くずのように白い斑はん点てんが浮うかんでいる。高価そうなお墓や表札とかに使われてるあれだ。なんでも御み影かげ石いしと言うらしい。

　見た目からしてすっごい高級そうなんだけど、成金じみたケバケバしさは微み塵じんもなく、むしろ和の趣おもむきに満ちたシックな高級温泉旅館を思わせた。

　まあ、本当に温泉出てるんだけど。同じく御影石を削けずって象かたどった獅し子しの口くちから、一〇人ぐらいは入れそうなだだっ広い浴槽に、茶色の液体がドバドバッと吐き出されている。

　最初来た時は本当にびっくりしたなぁ。その豪ごう華かさもさることながら、個人住宅で温泉!?　って。

　いや、わたしたちの住んでる街はけっこう温泉の名所で、調べてみたら温泉付き分ぶん譲じようマンションなんてのも売りだされてるらしいけど！　当時はそんなの知らなかったし。

　見上げれば、ガラス越ごしに夜空が広がっている。高たか尾お家の天てん井じよう部ぶは開閉スライド式なのだ。

　これで満天の星空だったら言うことなしなんだけど、さすがに街中ではそれは叶かなわない。数個の星がなんとか弱々しく煌きらめいているのを見つけるのがやっとだ。とは言え、自宅でこの開放感を味わえるのは贅ぜい沢たくの極みだよね。

「でも、こんなにくつろいでていいのかなぁ」

　湯船に浸つかりつつも、わたしはサヤほどどっしりとは構えていられなかった。だって囚とらわれのカーくんが酷ひどい目にあってるかもしれないのだ。元げん凶きようであるわたしがのうのうとしてていいとはとても思えない。

「こういう時こそしっかり休養は取らなくちゃダメなのよ。つーか、あんたが一番入らなきゃダメでしょうが」

　うん、まあ、確かにわたしの身体は雨で冷えきっていて、だから芯しんから温めてくれる温泉は非常に有あり難がたいんだけど。

　これからって時に風邪なんか引いていられないってのはわかるんだけど。

　やっぱり罪悪感がぁ……

「お待たせ。……アス姉まだ浮かない顔してるの？」

　パサッパサッとコウモリの皮翼をはためかせて、聡さと里りちゃんも浴場――三階フロアを使い切ってるここはもう浴室じゃなくて浴場だ――に入ってくる。

　一人だけ遅おくれたのはわたしの制服とかを乾かん燥そう機きにかけてきてくれたからだ。わたしがやるって言ったんだけど、「この家の家事は聡里の仕事だから」と頑がんとして断られてしまった。

　しかもたったそれだけの作業さえわざわざメイド服に着き替がえてからやるあたり、彼かの女じよのプロ根こん性じようを感じる。わたしには推おし量はかれない思い入れとか多分、あるんだろう。

　ちなみにあの脳波感知シリーズは全部防水らしい。最初はそうでもなかったんだけど、聡里ちゃんと一いつ緒しよにお風呂入るためだけに防水仕様にカスタマイズしたのだとか。

　なんてシスコン！　サヤ……おそろしい子っ！

「うん、カーくんのことが気がか……」

　答えつつわたしは聡里ちゃんのほうを振り向むき、ある違い和わ感かんに気づく。真っ白な陶とう器きのような肌はだに、色素の薄うすい髪、感情がいまいち読みにくいポーカーフェイスはいつも通りなんだけど……

「聡里ちゃん、ちょっと胸膨ふくらんできてない？」

「ア、アス姉!?　し、シーッ！」

「え……あっ！」

　遅おそまきながら、わたしは自分の過あやまちに気づく。

　おそるおそる彼女のほうに視線を移すと――

「そ、そうね～。うん、ちゃ、ちゃんと成長しているみたいで、あ、あたしも嬉しいわ、聡里」

　サヤが、能面のような笑顔を浮かべていた。その口元とこめかみがピクピクとひくついていたけど。

　見た感じ、まだ一応。うん、ほんと一応。申し訳程度にはサヤのほうが聡里ちゃんより大きいみたいだけど、すでに成長が止まったサヤと、まだこれからの聡里ちゃんとではいずれ……。

「くうっ！　明日香や海かい原ばらさんに敵かなわないのは認めざるをえないけど、聡里に、聡里に負けるのは姉のプライドがぁ……」

　どんよりと黒い空気をまといつつ、ぼそぼそと恨みがましげに呟いているサヤが怖い。

　とりあえずそんな親の仇かたきを見るような目でわたしの胸を凝ぎよう視ししないで欲ほしい、うん。

「くっ！　なによ、浮かんでまで見せつけてきてっっ！　脂し肪ぼうのくせに!!　見苦しい脂肪の塊かたまりのくせにぃっ!!」

　見苦しいって……いや、何も言うまい。

　持てる者が持たざる者に掛ける言葉などないのだから。

「こんな胸の大きい連中のいるところにいられないわ。部屋に戻ろうかしら」

「死亡フラグまで立てなくても!?」

　もはや憎ぞう悪おの域に達し始めてるよ、このひと。

　よっぽどコンプレックスなんだなぁ。まあ、その理由の半分以上、というか大半はカーくんが巨乳好きだから、なんだろうけど。

　……このことに関しては両親に感謝、かな。

「ええい！　こんなものが、こんなものがあるからっ！　人は憎悪の連れん鎖さから抜け出せないのよ！」

「わきゃ!?」

　ぐにゅっとサヤの両手がわたしの二つのおっぱいをわし掴づかみ、

「ええい、こうしてくれるっ！」

「サ、サヤ!?　やめ、やめてってば！」

　なに揉もみしだきはじめてるのよーっ!?

「おっぱいの大きさが戦力の決定的差でないことを教えてやる！」

　もみもみもみもみ。

「ちょっ!?　ほんともうやめ……あン！」

「ふー、いい湯加減……」

　聡里ちゃん、何事もないかのようにくつろいでないで助けてよーっ！

　あなたのお義姉ねえさんでしょー!?

「ここかー。ここがええのんかーっ！」

「あん、ああん、っていい加減にしてってば！」

　わたしは暴君の脳天にチョップを叩き込む。

　冗じよう談だんにしてもやりすぎだよ、まったくもう。……ちょっと感じちゃったし。

「ふん、やっといつもの調子に戻ってきたじゃない」

　俯うつむき加減に頭をさすりつつ、サヤが鼻を鳴らす。

　あっ……ふざけてみせていたのは、わたしを元気づけるため、か。

　ほんと敵わないなぁ。

「この際だから、ある無敵を誇ほこった武術の達人の奥おう義ぎを教えてあげる。『ピンチの時こそ笑え』、よ」

「わら……う？」

「そうよ。ピンチの時に辛そうにしてたら敵が調子づくだけでしょう？　だから笑うの。逆に相手は、押してるのに笑われたら、まだ余よ裕ゆうがある、何か奥おくの手てを隠しているのかもって思っちゃうでしょう？」

「あ～……」

　そう言えば、春先、カーくんが銃じゆうを持った玉たま野のくんと対たい峙じした際、挑ちよう発はつするように不敵に笑ってたっけ。

　後で訊いた時は、「めちゃくちゃ怖かったっすよー！」っておどけて言ってたけど。

　そのへんは、サヤの教えだったわけだ。

「あとこれは元クリエイターとして言わせてもらえばね。ノってる時ならともかく、ノってない時に根詰めても、良いアイディアなんて浮かびはしないわ。自省はもちろん大事だけれど、いつまでも内向きになってちゃダメ、外へのアンテナも張らないと。打開策のヒントは、得てして外に転がってるものよ」

「経験者は語る、だね」

「うっさい」

　チャチャを入れてきた聡里ちゃんの頭を、サヤはコツンと一つ小こ突づく。

「だから、チャンスは前向きな人間ばっかりが掴めるのよ。そして、後ろ向きな人間はチャンスが目の前にあってさえ気付けなくなりがち。そんなんじゃ、助けられるものも助けられないわよ？」

「うん……ありがとう、サヤ。わたし、貴女あなたと友達になれて、本当に良かった」

　わたしが心のまま、素す直なおな気持ちを口にすると、サヤの顔がカーッと一気に赤くなっていく。

　温泉で火ほ照てっただけ、ではもちろんないはず。

「ばっ！　べ、別にこれはあんたを励はげましているわけじゃなく、あくまでカー坊を助け出せる可能性をあげるための……」

「「ぷっ！」」

「ちょっ！　笑えと言ったけど、ここは笑うところじゃない！」

「「あははははははははっ!!」」

　わたしと聡里ちゃんの笑い声が浴場にこだまする。

　笑うって本当に凄い。

　うん、元気でてきた。

　まだいろいろ心にわだかまっていることはあるけれど。

　罪の意識は消えないけれど。

　今はまず、一つ一つ前向きに、目の前の問題を片づけていこう。







「さっぱりしたところで、状じよう況きようを整理しましょう」

　暗くら闇やみの中、サヤの声だけが響ひびく。

　昨夜に引き続きのパジャマパーティ。

　……たった一日で、随ずい分ぶんと状況が一変しちゃったね。昨日のことなのに、随分と遠い気がする。

　カーくん、早く君の顔が見たいよ。

「監視者の正体はカー坊のクラスメート、明智薫かおる」

「……聡里も何度か会ったひと、だよね。ちょっと信じられない。嘘をついているようには見えなかった」

　少しだけ悔くやしそうに聡里ちゃん。

《力》こそ封ふう印いんしてても、それまでの経験で嘘をついているひとはなんとなくわかるって言ってたのに見み逃のがしちゃって、忸じく怩じたる思いをしているのだろう。

　まあ、彼女の演技が凄いってのはカーくんから何度か聞いてたし、才能を見み抜ぬくことにかけては超ちよう一いち流りゆうの小鳥遊さんすらうならせてたって話だし、さすがに相手が上うわ手てすぎた、ってことだろう。

「彼女の話によれば、明日香こそがオリジナルの《オーバーライン》であり、その《力》は未来視ではなく、『未来選せん択たく』である、と。そして、わたしたち《オーバーライン》は、当時の明日香の、幼いがゆえに純じゆん粋すいで一いち途ずな願いにより《力》を授さずかった」

「ううっ」

　やっぱり改めて言われると、ぐさっとくるなぁ。

　みんなに対する罪の意識と……

　自分が他のひととは違ちがうバケモノなんじゃないかって恐きよう怖ふに。

「発生が二〇〇〇年に集中しているのは、おそらく、一いつ切さいの疑いなく強く信じ願う、ということが精神の成長に伴ともない、それ以降できなくなったから、かしらね」

　子どもは少しずつ、空想を空想だと知っていく。

　テレビに出てくる特とく撮さつのヒーローも、妖よう精せいも、サンタクロースも、そんなものは現実にはいないんだって、学んでいく。

　わたしもそんな、どこにでもいる普通の子どもだった。

　……学ぶまでは誰もが見るはずの子どもじみた夢さえ、わたしは視ちゃいけなかったんだろうか。

　春先までずっとずっと考えてきて、カーくんと出逢ってからすっかり忘れていた命題を思い出す。

　なんでわたしだけ、こんな《力》があるんだろう？

「相手の目的は、二〇〇〇年に起きたこの局所的な《オーバーライン》の発生を、より大規模に、世界的に引き起こすこと。まあ、明智さんの後ろにいる人材マニアの小鳥遊がいかにも企くわだてそうな計画ではあるんだけど……ふうっ、厨ちゆう二に妄もう想そうもここまで来るといっそ清すが々すがしく……ないっての。はた迷めい惑わくにもほどがあるわ」

　憎にく々にくしげに毒づくサヤ。

　気持ちは痛いほどよくわかった。ここにいる三人はみんな、《オーバーライン》の能力に翻ほん弄ろうされ、ひどい辛しん酸さんをなめてきた。だからこそ、それを拡散しようっていうのは、やはり許せることではなかった。

「そしてやつらは、明日香、あんたにその要求を呑のませるため、カー坊を人ひと質じちにとった」

「でもなんかそれ、妙みよう。小鳥遊さんは敵が多かった分、とにかく慎しん重ちようで用心深いひと、だよ。こんな後先考えないようなやり方、らしくない」

　これは聡里ちゃん。

　わたしたちの中で、小鳥遊さんのひととなりを身近で一番見てきたのが彼女だ。たった一週間ではあったけれど、当時の彼女は心が読めた。そんな彼女の言葉は、なかなか無視できない。

「……ふむ、そうね。言われてみれば奇き妙みようよね。これまで小鳥遊は違い法ほうすれすれのグレーゾーンには踏み込んできても、ここまであからさまな犯罪行こう為いを仕し掛かけて来ることはなかった。警察への口止めこそ一応してきてるけど、でも……」

　考えこむように、ん～っとサヤがうなる。

　小鳥遊さんは聡里ちゃんの身み柄がらを引き取る際も、虐待された可か哀わい想そうな子どもを引き取るっていう美談の形におさめていた。カジノで賭かけをしたのは日本の領海外、わたしの記き憶おくを消去したことに関しても、法でその罪を問う手段はなかった。

　そう、小鳥遊さんは目的のために手段を選ばない大だい胆たんさとともに、きっちり自衛策も講じておく狡こう猾かつさを持ち合わせたひとなのだ。

　そこから考えると今回の一件は、ずいぶんと乱暴極まりなく、なりふりかまっていない感じだ。

「それだけこの計画に賭けている、ということかしらねー。つまり考えようによってはこれは……チャンスよ」

「えっ!?」

　意外な言葉に、わたしは思わずサヤのいるほうを振ふり向く。

　もちろん真まっ暗闇で彼女の顔なんか見えはしなかったんだけど、雌めす獅じ子しが舌なめずりをしているような、そんな獰どう猛もうな気配を感じる。

「そうだね。聡里も同感」

　聡里ちゃんまでっ!?

　え、ええ？　わ、わたしだけなんか話についていけてない!?

「これは小鳥遊さんらしくないミス。はっきり言って大ポカ。このことが公おおやけになれば、あのひとは間違いなく失しつ脚きやくする。それどころか刑けい務む所しよ行き」

「あの、えと、でも、警察に言ったらカーくんが危ないんじゃ……」

「はあ、鈍にぶいわね、明日香」

　やれやれといったため息が聞こえてくる。

　ううっ、まさかサヤにまで明智さんと同じことを言われるなんて。

「ヤツは確かにわたしたちの大切なカー坊を人質にとったわ。でもね、わたしたちもヤツの社会的立場と信用という質しちを取ってるのよ」

「ああっ！」

　そっか。

　なるほど、外へのアンテナ、か。まさにだなぁ。

　カーくんを失いたくないって自分の都合しか頭になかった。でも、考えてみればこの状況は小鳥遊さんにとっても大きなリスクを抱えているんだ。全すべてを失うには、彼かれの持っているものはあまりに多すぎるし大きすぎる。

「ＳＳＳスリーエスからカー坊の昨日の足取りがぜんぜん上がってこないし、まあ、ヤツもきっちり証しよう拠こ隠いん滅めつはしたんでしょう。でも……」

「サヤ姉には《世界の記憶アカシツクレコード》にアクセスする《力》がある。幽ゆう体たい離り脱だつできる尼あま塚づかさんもいる。聡里の《力》だって、情報収集には役に立つ」

「ほんと、あたしたち相手に隠かくし通とおせるって思ったのなら随分と甘あまく見られたもんだわ。絶対に警察に突き出せるだけの証しよう拠こを揃そろえてやるわ！　あっ、でも聡里、あんたに《力》を使わせる気はないからね」

「くすっ、りょーかい。あとは通報しない代わりにカー兄を返してもらう。聡里たちにも今後一いつ切さい干かん渉しようさせない。この辺りが落とし所かな？」

「そうね。実際に警察沙ざ汰たにしちゃうと身の破は滅めつに自や棄けになった小鳥遊がカー坊を道連れにしかねないし。どうあたしたちが約束を破らないって信用させるかあたりが肝きもかしら」

　なんかもう、阿あ吽うんの呼吸で密談が進められていく。

　怖い！　怖すぎるよ、この二人！

　うん、この義姉妹しまいは、絶対に敵に回しちゃいけない。あっという間に社会的に抹まつ殺さつされそうだよ。

「二人がなんか妙に余裕があった理由がわかったよ……」

　わたしの口から、大きなため息が漏れた。

　半分は疲ひ労ろうで、もう半分は安あん堵どから。

　明智さんをはじめ、わたしが《オーバーライン》にしてしまった人たちへの償つぐないは、これから真しん摯しに考えていかなければいけない。多分、みんなには許してもらえない。明智さんみたいに憎悪をぶつけられることも多いだろう。

　それはきっととても辛くて、苦しい日々だと思う。

　でもとりあえず今は、カーくんを無事取とり戻せそうなことが素直に嬉うれしかった。

「てか、小鳥遊のヤツ、何をそんなに焦あせってたのかしら。自分を犠ぎ牲せいにしてでも人類の革新を！　なんてガラでもないでしょうに。どっちかって言うと、特別な《力》を持った人間を部下にして優ゆう越えつ感かんに浸ひたりたいタイプ。計画に成功したって、手が後ろに回ったんじゃ本ほん末まつ転てん…………えっ!?」

　唐とう突とつに、サヤの口から呆あつ気けにとられたような間の抜ぬけた声が漏れた。

「まさかっ!?」

　ばさっと掛かけ布ぶ団とんを跳はね飛とばし、サヤが枕まくら元もとのほうへと身体をよじるのが気配でわかった。まるで虫の知らせでも受け取ったかのような慌あわてようだ。

　次の瞬しゆん間かん、ぼうっと小さな灯あかりが、うっすらと周囲を照らし出す。

　これは……携けい帯たいの画面の光？

「サヤ、えと？」

　光があると見えちゃうんだけど、いいのかな？　ってまあ、わたしごときが言わなくてもサヤなら承知の上の行動なんだろうけど。

　わたしの問いかけにも答えず、サヤは鬼き気き迫せまる表情で画面を人差し指でフリックしていく。いったい、どうしたんだろう？

　ただ、漠ばく然ぜんと、嫌な予感がした。

　指の動きが止まり、一拍ぱくを置いて、サヤがわたしのほうへと画面を突き出してくる。

「小鳥遊が……死んだわ」







『Ｎ県警は、今朝未明Ｎ県Ｋ市の山間で見つかった遺体が、株式会社プレイバード社長小鳥遊京きよう水すい氏と確かく認にんしたと発表しました。小鳥遊氏の遺体には複数人によるものと思われる酷い暴行の痕あとがあり、現在、警察は怨えん恨こんによる殺人事件の疑いが強いと見て捜そう査さを進めているとのことです。小鳥遊氏は――』

　記事はその後、小鳥遊さんの華はな々ばなしい経歴を列挙していく。

　記事元の東西新聞は発行部数第二位を誇る日本有数の全国紙で、ネットによくあるデマというわけでもなさそうだった。

　小鳥遊さんの死は、ほぼ間ま違ちがいないみたい。

　これはいったい……どういうこと？

「……つまり、今回の件は監視者――明智薫の暴走ってことかしら、ね？　道理で小鳥遊らしくないやり方だと思ったわ。迂う闊かつ。その可能性を見落としてるなんて」

　そう言ってサヤは画面の照明を落とし、周囲は再び闇やみに包まれる。

　わたしは決して、小鳥遊さんのことが好きだったわけではない。むしろ嫌きらいな類の人間だった。だけど、知ってる人間が死んだ、二度と会うことはないのだと思うと、心になんとも言えない後味の悪さが広がるのを感じた。

　でもそれもほんのわずかの間。すぐにわたしは状況が最悪になったことに気づく。

「……状況はかなり厄やつ介かいになった、か」

　チッとサヤは苛いら立だたしげに舌打ちする。わたしごときが気づくことだ。彼女が気づかないはずがない。

　相手は世界的大企き業ぎようのワンマン社長から、ちょっと他人とは違う《力》を持ってるだけの女子高生と、実に大おお幅はばにスケールダウンこそしている。

　でも……だからこそ怖い。

「明智さんは目的成就のためならなりふりかまってない。それこそ、人を殺すことも」

　言って、わたしは自分で発した言葉の内容に恐怖を覚え、ごくりと唾つばを飲み込む。

　つまり、要求を呑まなければカーくんを殺すっていう彼女の言葉は、はったりではないということだ。

　もし、カーくんにもう二度と逢あえないなんてことになったら……

　あのどこか照れたような、子どものような笑え顔がおを二度と見れないなんてなったら……

「っ!!」

　ぞわわっと全身の身の毛がよだち、ガタガタと震ふるえが止まらなくなる。春先の死の予知の時ですら、これほどの恐怖は覚えなかった。

　血も凍こおるっていうのはこういうことかって、わたしは初めて思い知った。

「ちょっと……事態を甘く見てたわ」

　ぎりっという歯は軋ぎしりとともに吐はき出される言葉には、強い焦燥の色があった。

　サヤは超ちよう天てん才さいだ。いろいろなことを分ぶん析せきし、計算し、合理的に物事を判断できる。

　小鳥遊さんも、わたしが会った印象ではサヤ以上に徹てつ底ていした合理主義のひとだった。だからこそサヤとは歯車が噛み合う。理に則のつとった交こう渉しようを積み重ねていけばカーくんを助けられるという確信が、彼女にはあったに違いない。

　事実、小鳥遊さん相手ならできていたと思う。

「でも、明智さんにしても、カー兄はアス姉に要求を呑ませるための唯ゆい一いつのカードだよね？　そう簡単には殺せないんじゃない？」

「相手が本当にそれを望んでいるなら、ね。明日香の話を聞く限りじゃ、どうも目的と手段が入れ替わってる臭においがプンプンするわ」

　多分に期待が交ざっている感じの聡里ちゃんの問いに、サヤが苦々しげに答える。

　やっぱりサヤもわたしと同じ結論に至っているようだった。

「えと？」

　一人、わからない聡里ちゃんにサヤが言う。

「彼女が本当にしたいのは、復讐な気がするのよ。自分を《オーバーライン》にした明日香への、ね。つまり、人類オーバーライン化計画なんてのは、明日香を苦しませるための単なる手段にすぎない……」

「そう……だね……そんな感じが、した」

　明智さんとの校庭のやりとりを頭の中で反はん芻すうし、わたしも頷うなずく。

　なぜ人類をオーバーラインにするのかって聞いた時の彼女の答えは、『なんでボクたちだけがこんなに苦しまなくちゃいけないのさ。絶望を味わわされなければいけないのさ。これこそが『平等』ってもんでしょう』というものだった。

　忌き憚たんなく言ってしまえば、こんなのただの八つ当たりだ。

　そんな誰ともしれない不特定多数に対してよりも、彼女がその積年の恨うらみをぶつけたいのは元凶のわたしのはずだ。

　事実、彼女はわたしに対しての敵意を剥むき出だしにしていたし、わたしの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむのを見て暗い愉ゆ悦えつにも浸っていた。

「さっき明日香も言ったように、明智薫は保身ってものをまるで考えてない上に、人を殺すことにも躊躇ためらいがない。下手に小細工を打とうものなら、それを理由にカー坊をあっさり殺すかもしれないわ。貴女が変なことしなければ殺さなかったのに、とか言ってあたしたちの後こう悔かいを煽あおる、ただそのためだけに、ね」

「タチ、悪すぎだね。最低最悪の地じ雷らい女……。でも、それじゃあ、もしかして、えと、その……」

　聡里ちゃんが言いよどんだ先は、容易に想像がついた。

　それを口にするのが怖かったのだろう。わたしもなるべく考えないようにしていた。

　もしかしたら、もうすでにカーくんは殺されているかもしれないってことを。

　散々苦く悩のうさせておいてから、実はもうこの世にはいないんだよ、とわたしを絶望させるつもりという可能性も十分に……やっぱり考えるのはよそう。

　恐怖に気が狂くるいそうになる。

「……まだ生きてるわ。死んだのなら、多分、わたしにはわかる」

　サヤの言葉に、わたしと聡里ちゃんは安堵の息をつく。

　サヤは《世界の記憶アカシツクレコード》とつながっている。カーくんのことを知り抜いているし、想っている。彼女がそう言うのなら、信用できた。

「でもこうなると、相手の能力が『覗き見』ってのも、厄やつ介かい極きわまりないわね」

　サヤが吐き捨すてると同時に、ドスンっとベッドが揺れた。憤いきどおりのままに拳こぶしをマットに叩たたきつけたのだろう。

　わたしも気持ちは一緒だった。よりにもよって、って心底思う。

　刑けい事じドラマか何かだと、警察には言うな、って言われても被ひ害がい者しやはこっそり警察に連れん絡らくしていたりするんだけど、明智さんにはまず通用しない。

　なりふりかまわぬようでいて、一方で彼女はかなりの用心深さも持っている。

　保健室でサヤに聞いた話によれば、わたしにコンタクトを取ってきた後の明智さんの足取りを追ってはみたものの、一件の目もく撃げき情報もなかったらしい。逃走の段取りもしっかり整えていたということだ。

　また、彼女の家族もみんな、今朝、海外旅行に出かけてしまい、国内にはいないらしい。

　そんな用よう意い周しゆう到とうな明智さんが、誘ゆう拐かいなんてしでかしておいて、警察に一切注意を払はらっていないなんてことは有り得ない。おそらく、その動向を《覗き見》によって逐ちく一いち監かん視ししているだろうし、何か動きがあればすぐさま察知されるに違いない。

　結局のところ、わたしたちにとっての最優先事項は、人類オーバーライン化計画阻そ止しでも、明智さんを捕つかまえることでもなく、ただただカーくんを無事に取り戻もどすこと、だ。

　サヤはカーくんのことならなんでも知っているから、《世界の記憶アカシツクレコード》から彼の居場所を探し当てることは多分、難しくない。

　ただ、そこからが問題。明智さんは人を殺す事をまったく厭わない。いざ助けに乗り込んでも、カーくんの首筋にナイフを当てられたらわたしたちは手が出せない。

　先程サヤが言ったように、わたしを苦しめるためだけに、わたしたちの目の前でカーくんを殺そうとするかもしれないからだ。

　となるとなんとかそんな状況に陥る前に不意を打って救出するしかないのだけど、ここで明智さんの《覗き見》が問題になる。自分たちで行くにしろ、誰か人を使うにしろ、どうしても見ることになる。彼女に奇き襲しゆうは通用しないのだ。

　しかも彼女は損得勘定で動いてないから、小鳥遊さん相手の時のような交渉もできない。

　つまり……打つ手がない。

「なに、囚われのヒロインなんて似合わないことやってんのよ……こういう時こそあんたの出番でしょうが……」

　言葉こそカーくんへの非難だったけれど、その声には隠し切れない焦燥が滲にじんでいた。

　だってこんな弱音、普ふ段だんのサヤなら絶対吐くわけないもの。やっぱりカーくんの不在が堪こたえているのだろう。

　そう、本当に痛感せざるを得ない。

　いざって時、わたしたちがいつも頼たよりにしていた切り札ヒーローは今、敵の手の内にあるのだ、と。







　静せい寂じやくが、場を支配していた。

　それこそ三人とも、寝ね入いってしまったのじゃないかと思えるほどだった。そんなわけはもちろんないんだけど。

　話せば話すほど絶望的な状況が明るみになり、そして最悪の未来が脳のう裏りをよぎっていくのだ。自然と口数は減っていった。

　そんな重たい沈ちん黙もくにピリオドを打ったのは、聡里ちゃんだった。

「……じゃあどうする？　相手の要求を、呑むの？」

　これまでわたしたちが選せん択たく肢しとして考えることを避さけてきたこと、だった。

《オーバーライン》の力は、確かに絶対的なものがある。それはかつて、猿さるから人へと進化した時のような革新を、人類に引き起こすのかもしれない。だけど神話の時代、わたしたち人類は智ち慧えの実を食べた後、楽園エデンを追放されたのだ。

《力》がもたらす絶望を何度となく間近で見てきたわたしたちには、そんな未来は正直、耐たえ難がたいものだ。でも、カーくんを失う未来も、同じぐらい受け入れることはできない。
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　いつまでも避けているわけにはいかなかった。

「呑む呑まない以前に、そもそも……可能なの？」

　いぶかしげに、サヤが呟つぶやく。

　当然の疑問であり、それもまた、わたしが考えるのを避けてきた理由だった。

「……正直……自信ない、よ」

　たったそれだけを口にするのにも、かなりの精神力を要した。

　出来ないということはすなわち、カーくんを助けられる最後の希望が絶たれることを意味したから。

「予知夢を自在にコントロール出来るなら、みんなに会う前にとっくにやってた、よ」

「まあ、そうよねー……」

　ほうっとサヤの口から失望とも肯こう定ていともとれる溜ため息いきが漏もれる。

　再び訪おとずれる静寂。

「……ねぇ、予知夢ってので思いついたんだけど、聡里を助ける時に使った手、使えないの？　確かアス姉を助けるときにもカー兄が使ってたらしいし」

「ああ、助かってる未来がすでに確定しているから無む茶ちやなことができる、ってアレね。確かに明日香が過去、予知夢を再発させたのはカー坊と離れて不安な時、そして、そういう時は全てカー坊の夢を視ていた」

「じゃあ……っ！」

　期待に満ちた声を上げる聡里ちゃんだったけど、

「助かってる未来を視るとは限らないのよ、聡里……」

「あっ……」

「もしカー坊が死んでる未来を視たらって思うと、ゾッとするわ。明日香の見た未来は、絶対に覆せないのだから。正直、これから当分、うたた寝ね一つして欲しくない」

「で、でも、アス姉の夢って深層心理の影えい響きよう受けるんでしょ？　願望を叶えるのが《オーバーライン》の力でしょ？　だったら……」

「深層心理ってのはそう単純じゃないのよ、聡里……」

　なおも期待を捨て切れない聡里ちゃんに、鎮ちん痛つうさに満ちた声で噛んで含ふくめるように、サヤは言う。

「生なま臭ぐさい話だけれど、例えば性せい癖へき。これは普段の人格とは正反対なものになるケースが多々あるわ。父親を嫌いなほど相手に父性を求めたり、普段他人に対して攻こう撃げき的てきなひとほど攻こう撃げきされることで悦よろこんだり、他人への信義を重んじるひとほど、裏切る裏切らせることに背徳的な愉悦を感じたりとか、まあ、ストレスに対する反動ね。事実、明日香は『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』だった」

「わ、わたし、いくら自分が不幸だからって他人の不幸を望んだりは……」

「別にあんたが心の底ではそんなこと願ってた、とは言ってないから。むしろその逆。こういうのはね、禁忌タブーと思ってることほど深層心理には出やすいものなの」

「なら、いいけど」

　……いや、良くない、ね。実はわたしが本心ではそういうことを望んでいたひどい女だったほうが、まだ救いがあった。

　それなら願いどおりの予知夢――カーくんが助かる未来を視みることができたかもしれないんだから。

「でも、じゃあ……どうするの？　思った通りの夢が視れないんじゃ、カー兄は……」

　先さき程ほどと同じ問いかけ。

　その声はさっきと違っていて、ちょっと涙なみだぐんでいて。

　でも、わたしにはその憂うれいを拭ぬぐい去さってあげる事ができない。

　自然、わたしの目は、見えないけどこの場で最も頼りになる女性のほうへと向かう。サヤは途と方ほうに暮れたような声で、ぼそっと呟いた。

「あたしに、訊きかないでよ」
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　車に備え付けのテレビから、残念なニュースが流れてきた。運転席に体育座ずわりしつつ、膝ひざに肘ひじをついてボクは溜息をつく。

「あ～あ～、殺さないようにって暗示かけておいたのになぁ」

　やれやれだ。ボクはこれでも小鳥遊たかなしさんには感謝しているので、命まで取る気はさらさらなかったんだけどなぁ。ボクが目的を遂とげるまでの間、邪じや魔まさえしてくれなければそれで良かったのになぁ。

　ほんと、可哀想なことをした。

　小鳥遊さんも。小鳥遊さんを殺した人たちにも。

　小鳥遊さんを殺したのは、間違いなく彼らの意思によるものだ。ボクは《力》で制止さえしていたのだから。とは言え、ボクがそういう状況を作らなければ、彼らにはその機会がそもそもなく、結果、人殺しという汚お名めいを着ることもなかっただろう。

「ほんとままならないね、ボクの《力》は」

　他に隔かく絶ぜつする絶対的な《力》。

　それが《オーバーライン》のはずなのに、なんでボクのだけは、絶対じゃないのかなぁ。

　こんなにも最低で、最弱なのかなぁ。

　完全に思い通りになるのなら、楽なのに。

　期待とか、せずにすむのに。

　まったく、希望なんてものがあるから人はさらなる絶望の深みへと堕ちていくのだ。

「まあ……手間は省けた、かな」

　小鳥遊さん殺害の件は、ボクのイカれ具合を彼かの女じよたちにショックとともに刻み込んだことだろう。要求を断ればカッちゃんを殺すというボクの言葉に、これ以上ないほどの真しん実じつ味みを感じたはずだ。よりスムーズに事を進められそうだ。

「さあ、フィナーレだ」

　機は熟した。

　鈍く黒光りする物体をお手玉しつつ、ちらりとボクは後ろで眠ねむるカッちゃんを見る。

　最後の希望を打うち砕くだかれた時、彼女はどんな顔をするのかな？

　世界に絶望、してくれるかな？

　願わくば、ボクが望んだ世界になりますように。









　ジリリリリリッといかにも目覚ましっぽい、でもどこか合成っぽさを感じさせるビープ音をサヤの携帯が鳴なり響かせた。

　朝、か。

　結局、具体的な対応策は何も見出だせないままだった。

「とりあえず根詰めても、良いアイディアなんて浮うかばないわ。休きゆう憩けいしましょう」

　サヤの声とともに、パッと部屋の照明が付く。シャーッと遮しや光こうカーテンが開いていき、靄もやがかった薄うす暗ぐらい水色が視界に差し込んでくる。

　昨夜、お風ふ呂ろで言ったのと同様の台詞せりふ、でもその表情は昨夜とは対照的に、憔しよう悴すいし暗く陰かげってしまっていた。

　噛み締しめた下した唇くちびるが、握にぎりしめた拳が、彼女の焦しよう燥そうを如によ実じつに教えてくれる。のんびり休憩なんかとっていていいのか、そんな葛かつ藤とうを強い意志の力で抑おさえつけているように感じた。今のわたしがまさしく、そんな気持ちだったから。

　根を詰めれば頑がん張ばっている気にはなれる。自分は頑張ったという免めん罪ざい符ふは手に入れられる。でもわたしたちが欲ほしいのは打開策だ。

　大好きなひとの命がかかっているからこそ、サヤは感情論を一切はさまずどこまでもドライに、合理的に、今できるベストを尽つくそうとしている。

　やっぱりサヤは、強い。

　こんな事態になったのはわたしのせいなのに、わたしは何もできない。

　どうしてもそんな、後ろ向きな気持ちが頭をもたげてしまう。

　今は過去を悔くやんでいる暇ひまなんかないのに。

　無力感に苛さいなまれてる時じゃないのに。

「いったん家に帰って、着き替がえを取ってくるよ」

　ここにいるとサヤと自分を比ひ較かくして、どうしても劣れつ等とう感かんを覚えてしまう。わたしも無理やりにでも頭を切きり替えよう。

　そんな無意味なことをしている時じゃ、ない。

　ほんと、なんで自分の心なのに、自分の思い通りになってくれないんだろう。

「そう、ね。外の空気に触ふれるのもいいと思うわ。あたしは、シャワー浴びてくる」

　小さく呟き、サヤは部屋を出ていった。

「聡さと里りは、朝ごはんを作るよ。こんな時だからこそ食べないと」

　自分に言い聞かせるように、聡里ちゃんはコクリと一つ頷く。

　いつも通りの無表情に見えるけれど、やっぱりその瞳ひとみも声も、どこか沈しずんでいるように見えた。

「わたしは、いいよ。帰りのついでにコンビニで何か買って食べるから」

　嘘うそだった。

　正直、今は食べ物が喉のどを通る気がしない。それこそ『かりおすとろ』の店長さんが作ってくれるわたしの大好物のいちご要よう塞さいパフェでも。

　もしかしなくても多分、聡里ちゃんはわたしの嘘に気づいているだろう。嘘を見抜くことが上手な子だから。

「じゃあ……またね」

　その視線に耐えられず、わたしは部屋を出、逃にげるようにサヤの家を後にする。

　一面真っ白に染まった曇くもり空ぞら、見慣れていた街角の風景もどこか白みがかって見えた。

　早朝だからか人ひと影かげもなく、無人の街に独り取り残されたかのような錯さつ覚かくさえ覚えた。一方でどこか安堵を感じているのもわたしの偽いつわらざる本音だった。

　怖かったのだ。わたしの罪を許してくれたサヤや聡里ちゃんに、カーくんが捕まったのは、今まさに殺されそうになっているのはわたしのせいだ、と責められるのが。

　あの二人がそんなことを言うわけがないってわかってる。ただ、どうしようもなく怯おびえてしまう。だって他でもないわたしが、自分のせいでって思っているから。

　わたしがいなければ……わたしが変な夢さえ視なければって、考えずにはいられない。

「あれ？」

　ふらふらと夢遊病者のごとく歩き続け、気がつくと目の前には白い二階建ての家をわたしは見上げていた。

　表札には観かん田だの文字。わたしの家……なんだけど、あまり実感がわかないのが正直なところ。わたしはこの家ではお客さんですらなく、幽ゆう霊れいみたいなものだったから。

　カバンから鍵かぎを取り出しドアを開けると、ちょうど寝しん室しつから下りてきたと思おぼしきお母さんと鉢はち合あわせしてしまう。

　お母さんは、わたしを見るや一いつ瞬しゆんだけ嫌いやそうに顔をしかめ、はっとすぐに何かに気づいたように視線を逸そらし言う。

「……おかえり」

「た、ただいま……」

　わたしもなんとか挨あい拶さつを返す。

　一学期ぐらいまではわたしを無視していたお母さんだったけれど、最近は挨拶だけはしてくれるようになった。

　何かに怯えるように、仕方なくという感じで。

　義務は果たしたとばかりに、お母さんはそそくさと居間のほうへと消えていく。わたしから逃げるように。

　わたしもそれをただ黙だまって見送る。

　ああ、今日だけは会いたくなかったなぁ。今は、この状じよう況きように耐えるだけの心の力がない。

　やっぱり……お母さんにとって、わたしはまだ『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』のままなんだね。

「おかえり。あ、朝帰りかよ。い、いいご身分だな」

　若い男の子の苛立たしげな声が降ってくる。

　見上げると階段の中ほどで、弟の弘ひろ武むがなんか色々な感情がごちゃまぜになったような複雑な、苦虫を噛み潰つぶしたような顔でわたしを睨にらんできた。

「あ、た、ただいま」

「……ふんっ」

　わたしと目が合うとぷいっと弘武は顔を背そむけちゃう。

　夏休みに入ったあたりぐらいからかな、何はなくても今みたいに憎にくまれ口ぐちを叩いてくれるようになったのは。

　声や態度はぶっきらぼうなんだけど、わたしへの敵意や嫌けん悪おのようなものは感じない。

　弘武の顔はちょっと赤く、どうやら少し照れているように見えた。今までほとんど交流のなかった姉わたしとの接し方がわからないんだろうなぁ。わたしもどう接すればいいのかわからないところあるし。

「しかし、相変わらず、だな。ちっ、我わが子こに何を怯えてんだか」

　舌打ちとともに、弘武は侮ぶ蔑べつの視線を居間へと向ける。

　弘武はわたしの三つ下で、中学二年生だ。世間一いつ般ぱんではいわゆる反はん抗こう期きの年とし頃ごろで、両親への反発から、二人とは疎そ遠えんなわたしに声をかけてくるようになった部分もあるのかもしれない。

　両親がわたしに挨拶だけはくれるようになったのも、弘武が「一いつ緒しよに家にいる家族なのにおかしいだろ！」って二人に直じき訴そしてくれたからだ。

　だから、弘武にはすごく感謝している。以前、「そういう正義感に熱いところ、わたしの好きなひとに似てる」って言ったらすっごく嫌そうな顔されたけど。

「あはは、挨拶を交かわしてくれるようになっただけ、マシになったよ」

　これは半分本当で、半分嘘。

　挨拶を交わすようになった分、表情とか声こわ色いろから、二人のわたしに対する怯えとか嫌悪がはっきりと伝わってくるのだ。やっぱり二人はわたしの血のつながった両親で、それはすごくつらい。

　正直、当時のほうが今よりかなり楽だったように思う。

　無視は無関心。接してこない分、二人のわたしに対する想おもいをあまり感じなかった。ちょっとの寂さびしさを我が慢まんすれば良かった。

　でも、それじゃあわたしたち親子の仲を紡つむぎ直すことはできないから。

　苦しくてもわたしは前に進むと決めたのだ。

　今日みたいに心が弱ってる時はさすがにきついけど、ね。

「この家だって、姉貴のおかげみたいなもんなんだろ？　なのに……」

「……違ちがうよ。感謝されるいわれなんか一つもない。わたしは……壊こわしたんだよ」

　まだ不満そうな弘武の言葉を、静かにでもはっきりとわたしは否定する。

　わたしの予知能力を知った両親は、当初こそ戸と惑まどったものの、そのうち《力》の有効利用――すなわちギャンブルや株式投資、宝くじなどによる一いつ攫かく千せん金きんを考えるようになった。

　実際それは、最初の頃ころは成功していたらしい。当時のわたしはまだ幼くて、世界のほとんどを両親が占しめていて、二人の喜ぶ顔を見ることがわたしの全てだった。だから二人の望む夢を視れたんだろうね。

　だけどお金には人を狂わす魔ま力りよくがある。莫ばく大だいな富は少しずつ少しずつ、二人の心を壊していった。

　父は仕事をやめ、毎日のように飲み歩くようになった。母は家事を人任せにするようになり、綺き麗れいな服や宝石で着き飾かざることばかりに夢中になった。

　二人はわたしに好きなものを買ってくれ、美味おいしいものを食べさせてくれたけど、なんだろう、わたしはだんだんと二人が好きなのはわたしではなくて、わたしの《力》なんじゃないか、ひいては《力》がもたらすお金なんじゃないかって疑うようになっていった。

　その想いは日毎に大きくなっていき、小学校高学年ぐらいになる頃かな、心に空くう虚きよな風が吹ふくようになり……視る夢が誰だれかの不幸を告げるものへと変わっていった。

　ははっ、今から思えば確かに、わたしの心の風景がそのまま視る夢に現れているね。

　それからの二人は、時にわたしをなだめすかし、時になじり、あの手この手で以前のような夢を視るよう強要してきた。でもそれも、お父さんが交通事故に遭あう予知夢を視てからは一転、わたしを畏おそれ、だんだん疎うとうようになった。

　予知夢という当てがなくなり、この家は収入源を失った。とはいえ一度上がった生活水準を戻すのは大変で、稼かせいだお金はあっという間に溶とけ消えていった。

　お金の力で傲ごう慢まんになっていたのだろう、二人の昔ながらの友人はその頃にはいなくなっていて、金の切れ目が縁えんの切れ目というように、お金目当ての人たちも潮が引くように二人の周りから去っていった。

　残ったのは結局、この家と、わたし用の預金口座だけ。手をつけたら不幸に見み舞まわれるんじゃないか、そういう恐きよう怖ふが二人を押おし留とどめさせたのだろう。

　羽は振ぶりが良かった頃のものだったから、口座には億単位の額が積み上げられていた。中学に上がる頃、わたしはその預金を取り崩くずして二人の借金を帳消しにしたんだけど、二人は気まずかったのか余計にわたしを避けるようになり、亀き裂れつは決定的なものとなった。

　わたしが《力》なんて持って生まれなければ、二人は多分、平へい凡ぼんながら真ま面じ目めでまっとうな人生を歩めてたんだろうね。

　結局わたしは、関かかわる人たちみんなを不幸にしちゃうだけの存在なのかな。

　カーくんも今は囚とらわれ、命の危機にさらされているし。

　それもわたしがこんな《力》を持っていたせいに他ほかならなくて。

　あはは、明あけ智ちさん、なにが《神様》だよ。

　こんなの……最低最悪の悪あく魔まじゃない……。







　自分の部屋に入るや、ばふっと顔からベッドに倒たおれ込む。

　全身を気け怠だるい疲労感が覆おおっていた。

　一人になったことを強く実感したからだろうか、じわ～っと涙で視界がにじむ。でもずずっと洟はなをすすり、我慢する。

「泣いていたって、何も始まらない、よね」

　今は落ち込んでいる時じゃ、ない。

　重たい身体に気合を入れ直し、わたしは腕うで立たて伏ふせの要領でがばっと身体を起こした。ベッドのヘッドボード上の写真が目に飛び込んでくる。

　カーくんの田舎いなかでサヤや聡里ちゃんと水遊びに興じているわたし。

　近所の神社の縁えん日にちで、カーくんと一緒に正座させられているわたし。

　聡里ちゃんと一緒にメイド服で寝こけちゃっているわたし。

　金閣寺をバックに、サヤと仲良くポーズなんか決めちゃってるわたし。

　クラスメートの茂しげ田たさんや武たけ井いさんとショッピングを楽しんでいるわたし。

　先日の体育祭で、みんなに囲まれて微ほほ笑えんでいるわたし。

　写真の中のわたしはどれも幸せそうだった。

　ちらりと鏡台のほうに目を向ける。

「ひっどい顔……」

　何度も泣いたからか目は赤く腫はれぼっていた。徹てつ夜やということもあって顔色も悪い上に表情は思いつめたように重く、我ながらまるで幽ゆう鬼きのようだ。写真の中のわたしと、とても同一人物とは思えない。

「ほんの一昨日おとといまで、こんなふうに笑えていたはずなのに、どうしてこうなっちゃったんだろう……」

　いったいなにがいけなかったんだろう。

　こんなわたしでも、誰かを幸せにできるって……そう思えてきていたのに。

　今はもう、まるで自信がない。

　そもそも、わたしなんかが幸せを願っちゃったからいけなかったのかな？

　プルルルルッ。

「きゃっ」

　もう何度目かになる自己嫌悪に陥おちいりかけて、唐とう突とつに鳴り出した携けい帯たいに、わたしは現実に引ひき戻される。

　無骨な呼び出し音。仲の良いひとからじゃ、ない。実際、画面を見てみると、覚えのない番号が表示されていた。

　まだ朝も早く、こんな時間にわたしにかけてくるひとと言えば――

「……もしもし」

『へろへろー♪　昨日はしっかり眠って夢を視れたかなー？　いつもニコニコ貴女あなたのそばに忍しのび寄よる影かげ、薫かおるちゃんでーす☆』

「こ、こんな時に眠れるわけ……ないじゃない」

　電話口から発せられる底そこ抜ぬけに明るい声に、わたしは震えた声で返す。彼女に対する苦手意識が、どうしても心にこびりついてしまっている。

　彼女と話すことで、また聞きたくもない話を、見たくもない現実を突つきつけられるんじゃないか、そんないいようのない恐怖にわたしの心臓がぎゅっと締め付つけられ、もう息が苦しい。

『あっはは。小心者の観田先せん輩ぱいじゃ、そうですよねぇ』

「わかってるなら、わざわざ聞かないでよ……」

『いやいや、確かく認にんは大事ですよー？　ふふっ、貴女がカッちゃんが無事な未来を視ていないってわかって、ボクとしては万ばん々ばん歳ざいです』

「っ！」

　自分の間ま抜ぬけさっぷりに、ぎりっとわたしは思わず奥おく歯ばを噛み締める。

　彼女は監かん視し者だ。わたしたちのやり口も熟知しているのはわかりきったことだ。ただでさえ状況は厳しいっていうのに、なにあっさりと彼女の欲しい情報を漏らしているのよ、わたしは。

　サヤなら絶対にこんなミス、しないのに。わたしのせいでこんなことになってるのに、さらに何を足引っ張ってるのよ……。

「か……カーくんは……無事、だよね？」

　たったこれだけを訊くのに、ずいぶんと勇気が必要だった。

　最悪の答えが返ってくるかも知れなかったから。

　でも、明智さんは答えない。

「なんで、なんで黙るのよ!?」

　不自然な沈黙が続き、たまらずわたしが再度問うや、

『ぷっ……くくくっ。カッちゃんが心配ですー？』

　楽しそうに吹き出しながら明智さんは問い返してきた。

　このひと、わかっててやってる。

　カーくんを心配するわたしをからかい、嘲あざ笑わらっているのだ。あまりの悔くやしさに、無力感に、わたしは唇くちびるを噛み締める。

『……無事ですよ。今はまだ、ね』

　答えをくれたのは、たっぷり一〇秒ほども経たってからだった。

　押し黙ったのが、案外よかったのかもしれない。訊けば訊くほど、彼女は多分はぐらかしていただろうから。

「よ、よかっ……」

『なーんてうっそー☆』

「っ!?」

　嘘って、嘘って!?

　まさかカーくんはもう死ん……

『てのもうそ嘘。ちゃーんと生きてますよー』

「あ、あなたはっ！」

『あはははははっ!!』

　また人をとことん馬ば鹿かにしたような嘲ちよう笑しようが漏れ聞こえてくる。

　このひとは、どこまでわたしをいたぶれば気が済むの？　それとも、彼女の《力》がもたらした絶望は、そこまで深かったということ？

『ふふっ、そんなに気になるなら、カッちゃんに会わせてあげましょうか？』

「……どうせ期待させておいてってやつでしょ。いくらわたしでもそう何度も……」

『はは、さすがに学習能力ぐらいあるみたいですねー。でも、今回は違うかもしれませんよー？』

「…………」

『あらら、ずいぶんと疑うたぐり深ぶかくなっちゃって。悲しいなぁ。素す直なおでからかい甲斐がいのある観田先輩はどこいっちゃったんでしょ』

　……誰のせいだとっ！

　喉のど元もとまででかかった言葉をなんとか必死で呑み込む。わたしのマイナスの感情は、彼女にとってなによりの娯ご楽らくなのだ。こういう憤りをぶつけても、彼女を喜ばすだけだ。

『まあ、でも、貴女はボクの言うことを訊くしか選択肢はないんですよ』

　言外に人ひと質じちの存在を、明智さんの勝かち誇ほこった声で通告してくる。

　ゴクリとわたしは唾つばを飲み込んで、極力感情を抑えた声で問う。

「……何をさせるつもり？」

『そうですねー。とりあえず駅にでも向かってもらいましょうか。あっ、通話は切らないでこのままでお願いしますね☆』







　一一月ともなると朝の空気は冷たくて、時折吹く風にわたしは思わず身体を縮こませる。

　家を出てしばらく進むと、じわじわと通勤中のサラリーマンや通学中の学生が増えてきた。あるひとはスマートフォンをいじりながら、あるひとはイヤホンで音楽を楽しみながら、あるひとはただ黙もく々もくと、駅に向かって歩いて行く。

　やがて我が街のトレードマークの一つである赤い巨きよ大だいな鳥居が見えてくる。後ろのガラス張りのドームと相まって、どこかカタツムリのようなフォルムを形成していた。

　この不ふ況きよう下に税金でこんな無む駄だなものを、と憤るひともいるみたいだけど、とりあえず誰かと待ち合わせするには便利ではあった。わたしも毎朝、カーくんたちとの待ち合わせに利用させてもらっている。

『あ、門の下、駅から向かって左手に生いけ垣がきあるでしょ、そこにお願いします』

　それが明智さんの誘ゆう導どうの目印にされるなんて、ね。なんとなく心の中の大事な想い出でを落書きされているような気分だった。

　ピリリリリリリッ!!

「っっ!!」

　背後から唐突に鳴り響ひびくビープ音に、わたしは身体をすくませる。振ふり返かえり生垣の中を凝ぎよう視しすると、ピンク色の丸みを帯びた小さな携帯電話が鳴っていた。

　子供用の携帯みたいだけど……このタイミングだし、もしかしなくても明智さんが用意したものと見て間ま違ちがいなさそうだ。

『それ拾ってくださいね。じゃ、次は駅構内に入ってもらえます？』

「……わかったわ」

　頷うなずいて、わたしはまた歩き出だす。

　少しだけホッとする。正直、明智さんのことだから、この衆しゆう人じん環かん視しの中ストリップを始めろ、と言われてもおかしくないと思っていたから。

　カーくんのためならどんなことでもする覚かく悟ごはもう決めてるけれど、せずに済むならそれに越こしたことはない。

『コインロッカーの場所はわかりますよね？』

「東口のそば。左手」

『けっこう。じゃあそこへ』

　黙って頷き駅に入ると、さすがに朝だけあって人で溢あふれかえっていた。

　自然、わたしは早足となり、立たち塞ふさがる人波を右に左に抜ぬかしていく。

「着いたわよ。で、どうすればいいの？」

『今話している携帯をロッカーに放ほうり込んでください』

「……サヤたちと連れん絡らくを取れないように、ね？」

『正解イグザトリイ♪』

　思わずわたしは眉まゆをひそめる。

　明智さんの物言いにいらついたわけではなく、自分の迂う闊かつさに。

　しまった。こんなことならサヤの電話番号を頭の中に叩たたきこんでおくべきだった。思い出そうとしても、〇九〇の先がまるで浮かばない。今から見て暗記しようとすれば、覗のぞき見みを持つ彼女にはバレちゃうし……。

　覚えてさえいれば、こっそり連絡するチャンスはあったかもしれないのに、それは失われたのだ。悔やんでも悔やみきれない。

　もう、遅おそいのだ。わたしは自分の携帯をコインロッカーに放り込み、一〇〇円を投下し、乱暴に鍵を閉める。

　こうしてわたしは、孤立無援となった。







「今改札を抜けたよ」

　一時間後、わたしは自分の生まれ育った街を離れ、明智さんが指定した街へと足を踏ふみ入いれていた。

　さすがにラッシュアワーを過ぎたからか、構内にはほとんど人影はない。長く改装していないのか古めかしく、どこか寂しい印象を受けた。

「これからどうすればいいの？　空港に向かえばいいの？」

　聡里ちゃんを助けに長なが崎さきに行く際、この街の空港を利用したのを思い出し、訊く。

　犯人は現場に戻もどる、なんて格言があるけれど、一方で現場からひたすら離れようとするのも当然の思考だ。パスポートが必要な国外はさすがにないだろうけど、明智さんとカーくんが県外にいる可能性は十分にある。

『いえ、空港には向かわなくてけっこうです。タクシーを拾ってもらえます？』

「タクシー……ね」

　彼女の指示を反はん芻すうし、わたしは早足で駅を出る。

　タクシーは駅前のロータリーに数台客待ちしていてすぐに見つかった。手を上げると一番間近の車のドアが勢い良く開く。

「乗ったよ」

『ええ、視てますよ。じゃあ次は――』

　指定された地名を、オウム返しに運転手さんに伝える。

　電話しているからか、運転手さんは話しかけてくることはなかった。ただ、この時間に制服姿だ。不ふ審しんそうにバックミラーでこちらの様子をうかがっていた。

　そんな気まずい時間が二〇分ほども続き、なんとか目的地に着く。

『じゃあ今度はまた駅に戻ってください』

「も、戻る？」

『はい、あ、戻る時は首を左右に振って周囲の様子を見るようにしてくださいねー』

　それでようやくピンとくる。ドラマや漫まん画がで似たようなシーンを見た覚えがあった。尾び行こうがないかを調べようとしているのね。

　つくづく、用心深い。正直、分けて欲しいぐらいだった。もう少し、わたしがしっかりしていれば、何とかなったかもしれないのに。どんどんわたしにとって状況は不利になっていくばかりだった。

　お金があるのかと不審がる運転手さんに、電車に乗る前にキャッシュディスペンサーで下ろした万札を数枚見せ、駅へと戻ってもらう。

　巻き戻っていく景色に、焦燥だけがただ募つのっていった。







　車窓からは右も左も工場や倉庫がものものしくそびえ立っているのが見えた。

　それらから発せられてると思しき、ガチャン、ガチャンっとなにやら重々しい音がタクシーの中にまで響いてくる。それも絶え間なく。

　道路を往来するトラックの量も明らかに多くなっていた。ここは街の外がい郭かくを包つつむ環かん状じよう道路の外側にある工業団地だ。

　結局、住んでる街に戻ってきたわけ、ね。今までの移動はぜんぶ徒労だったわけだ。ずんっと一気に疲ひ労ろうが肩かたにのしかかってくる。

『あ、左手の橋を渡わたって下さい』

　駅からずっと通話中の借り物の携帯電話から、明智さんが指示を出してくる。

「橋？」

　思わずきょろきょろとわたしは周囲を見回す。

　街の近くではあるものの、学生のわたしには縁がなく、ほとんど足を踏み入れたことがない場所だ。正直どこに何があるのかまるでわからない。知らない土地に来たようなものだった。

　とは言えかなり大きな橋だったので問題なく見つかり、わたしは運転手さんに方向を指し示し、明智さんの指示をオウム返しに伝える。

　腕時計には「９：45」と表示されていた。学生なら学校にいる時間帯だ。私服姿ということもあって、運転手さんはバックミラーでちらちらわたしのほうを不審そうに見ていてちょっと気まずかった。

　橋を渡ると、視界が一変し、緑豊かな風景が飛び込んでくる。

　ぽつんぽつんと散見される工場らしき大きな建物は、どれも塗と装そうがはげ落ちて古めかしく、廃はい墟きよめいたものも少なくなかった。

　一面に広がった緑もよく見ればほとんどは手入れされていない雑草が生おい茂しげったものだった。橋を渡る前と比べると工業音もなく、明らかに活気がない。多分、失われた二〇年とかいう長い不況のせいで、この辺りは寂れてしまったのだろう。

『おっと、じゃあこの辺で降りてもらえます？』

「あっ、降ります！　止めて下さい！」

　慌あわてて運転手さんに呼びかけ、わたしはお金を払はらってせわしなくタクシーから降り立つ。

　カーくんに逢あわせてあげるという明智さんの言葉なんて、まるで信用できない。

　それでも、どうしても万が一を期待してしまう。気が急せいてしまう。浅はかだなって我ながら思うけれど、わたしの心はいつもわたしの思い通りになってくれない。

「……はぁ」

　自分の間抜けさ加減に、思わずため息が漏れた。頭ではちゃんとわかっているのに、明智さんの術中にまんまとハメられてしまっている。

『おや、おつかれみたいですねー？　大だい丈じよう夫ぶですか？』

「心にもないこと言わないでよ」

『あっはは、良い感じにやさぐれてきましたねー、観田先輩』

「おかげ様でね」

　ここまで悪意をぶつけられて、好き放題に弄もてあそばれて、心がささくれない人間がいたら、それこそ本当に神様だ。

『ふふふっ、ではそろそろ感動のご対面といきますか。後ろを振り返って下さい。自動車の墓場みたいなもの、見えません？』

「墓……場？」

　不ふ吉きつな言葉に、条件反射的にぶるっと背筋が震ふるえた。

　おそるおそる振り返ると、コンクリートの更さら地ちに色も形も様々な自動車が、乱雑に山となって積み上げられていた。それが視し認にんできるだけでも五つはある。明智さんの言うとおり、まさしく墓場にしか見えない。

　それらの山の奥おくに、倉庫が併へい設せつされた二階建ての古びてぼろぼろになった事務所がポツンと建っているのが見えた。

『元々ここでは一〇人規模ぐらいの小さな会社が自動車解体業を営んでいたそうなんですけどね、一〇年ぐらい前から環かん境きよう汚お染せんにうるさくなったせいで色々コストが跳はね上あがったり、不況の煽あおりを食くらったりで、社長さん夜よ逃にげしちゃったらしいです。世せ知ち辛がらい世の中ですよねぇ』

　明智さんの語る事情なんか、どうでも良かった。

　ここに、カーくんがいる。

　そう思うと自然、わたしの足は走り出していた。

『せっかちなひとですね。やれやれ』

　電話から呆あきれたような声とともに、倉庫のシャッターがゆっくりとせり上がっていく。油を長年差していないのだろう、キィィィィッと耳みみ障ざわりな甲かん高だかい音が響く。

　その緩かん慢まんさがひどくもどかしい。たどり着いた倉庫の前で、はあはあと息を荒あらげながら今か今かと待ち構える。

　だんだんと見えてくる人影。でももちろん、そこにいたのはカーくんではなく、能面のような笑え顔がおを浮かべた栗くり色いろの髪かみの少女だった。

「こんにちは、一日ぶりですね、観田先輩」

「……カーくんは、どこ？」

「第一声がそれですか？　まったく挨拶は人間関係の基本ですよー？」

　呆れたように明智さんは大きく肩をすくめてみせる。

　もちろん、おどけた素そ振ぶりを見せていても恐おそろしく用心深い彼女だ。視線はまったくわたしから外れることはない。

　ガソリンスタンドに近い、でもなんかちょっと違うさびついた、独特の機械的なとしか言いようのない臭においが、ツンと漂ただよってきた。

　薄暗い倉庫の中には、よくわからない部品の類たぐいが散乱している。うっすらと床ゆかに溜たまっていたホコリを拭ぬぐって、その中央を幅はば五〇センチぐらいの二本の線が疾る。線の先には白色のワゴン車が停とまっていた。

　明らかに最近移動した痕こん跡せきがあり、車自体も外の車に比べまだ真新しさがある。

「うん、そう、彼かれはここにいる」

　わたしの視線から察したのだろう、ワゴン車にしなだれかかりつつ明智さんがくすくすと嗤わらう。

「カー……」

　思わず一歩足を踏み出したところで、

　ピキィンッ！　パリィィィィン!!　パラパラ……

　何か薄うすい金属をぶつけ合ったような音と、続けて背後で何かガラスみたいなものが砕け散ちる音が響き渡り、びくっとわたしの足は止まってしまう。

　だって、だって彼かの女じよの手に握られているのは――

「おっと、動かないでくださいね？　手足みたいな細いところを狙ねらって撃うてるほど扱あつかいになれてないんですから」

　あの時の恐怖は忘れもしない。

　突きつけられただけで、身体はすくみあがり、カチカチッと歯が鳴る。

　もう二度と目にすることはないって思っていた。

　それがまさか、よりにもよってこんな状況でなんて、最悪にも程ほどがある。

「ショーは始まったばかり。感動の再会メインイベントはもうちょっと後にとっておかないとね」

　その鈍にぶく黒光りする銃身に、明智さんはチュッといとおしげな口づけを捧ささげた。







　おそるおそる後ろを振り向むくと、車のフロントガラスのど真ん中に風穴と、そこから円心状にヒビが疾っていた。ま……間違いなく本物だ。

　でも、前に聞いたのとは明らかに音が違うような……。以前、そう玉たま野のくんが撃った時にはシュオオオオって周囲にこだましていくエコーのようなものがあったはずなのに、今のはまるでそういうのがなかった。

「あ、一応これ、サイレンサー付きですから、誰も銃じゆう声せいだなんて気が付きませんよ」

　ふっと銃じゆう口こうから立ち上る硝しよう煙えんを吹き消けしつつ、明智さんは言う。

　なるほど、確かに素しろ人うと的てきにはとても銃声とは思えなかった。炸さく裂れつ音おんというよりほとんど金属音にしか聞こえなくて、寂れているとはいえ工業団地では誰も不審には思わない気がする。明智さんのことだ。それもしっかり計算に入れて、この場所を選んだのだろう。

「ふふ、かつてカッちゃんは貴女を救うため、拳けん銃じゆうを手にした暴漢に敢かん然ぜんと立ち向かった。それが今やまったく逆！　カッちゃんを救いに来た貴女が銃口を向けられる羽目に陥っている。なかなか面おも白しろい趣しゆ向こうだと思いません？」

「……最高に悪あく趣しゆ味み」

　何とかそれだけ言い返せたけれど、わたしの声は情けないほどに震えていた。

　よく、カーくんはこの恐怖に耐たえられたと思う。そりゃ予知夢で安全を保証されてたとは言え、この恐怖はちょっと理り屈くつじゃない。

　銃じゆうを突きつけられるのがこれほど恐ろしいとは思わなかった。「死」という本能的な恐怖を呼び覚まされる。もうみんなに、カーくんに逢えなくなると思うと、どうしようもなく怖こわくて仕方なくなる。

「ツレないなぁ。けっこうこれ、手に入れるの大変だったんですよー？」

　言葉とは裏腹に、明智さんはニコニコとかなり満足気だ。わたしへの嫌がらせのためには本当に手間を惜おしんでいないらしい。

　それだけに試みが成功して万々歳といったところなのだろう。

「さて、一日猶ゆう予よをあげたわけですが、決断はできましたか？」

　数学の宿題してきた？　とでも訊きくかのような軽い調子で明智さん。

　だけど、彼女が強しいてきた決断は、好きなひとか、世界の人間を不幸にするか、なんて冗じよう談だんにしてもひどすぎる最低の提案で、そんな安易に決められるはずがない。

　否、わたしなんかが勝手に決めていいことでも、ない。

「ふーむ、その様子だとまだですか。へたれな観田先輩じゃ仕方ないかな」

　わざとらしい溜ため息いき。

　ただわたしを嫌な気分にさせるためだけの、不快な演技だ。

「どうせ、それがあなたの本当の願いでもないくせに……」

「へぇ？」

　明智さんがその猫ねこのような瞳ひとみを興味深げに見開いた。
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　でもその口元の笑えみはますます吊つり上がっていく。

「よく気づきましたね。ええ、全人類オーバーライン化計画、ボクたちはフォレストオブエデン計画なんて呼んでいましたが、人材マニアの小鳥遊さんの気を引くために適当に作ったもので、ぶっちゃけるとボクとしてはど～でもいいんですよね。あは♪」

　どこまでも軽けい薄はくに、あっけらかんと明智さんは嗤う。

　まるで現実が仮想世界ゲームだとでも勘かん違ちがいしているかのような印象だった。

　……案外本当に、その程度にしか思っていないのかもしれない。

「でも、それで貴女は一生、罪の意識に苛まれるでしょう？」

「たった……それだけのために……」

　世界中を巻き込もうというの、このひとは……っ！

　やっぱり、狂くるってる……。

「それだけ？　やめてくださいよ。貴女の価値観を押しつけないで欲ほしいなぁ。貴女への復ふく讐しゆう、それがボクの全てです」

「だったら！　わたしに！　わたし個人にそれをぶつければいいじゃないの！」

　そう、明智さんにとって、憎いのは、恨うらめしいのは、ほかでもないわたしでしょう!?

　なんでカーくんとか、他のひとを巻き込もうとするのよ！

　そんなわたしの弾だん劾がいに、しかし明智さんはにんまりと楽しそうに嗤う。まるでその質問を待っていたかのように。

「だって観田先輩って……自分だけのことならけっこう我慢できちゃうでしょう？」

　本当に最低だ……このひと。

　最凶にして最狂に、たちの悪い復ふく讐しゆう鬼き。でも、彼女をそうまで追い込んでしまったのは、やっぱりわたしの《力》、なんだよね。

「だからほら、叶かなえてくださいよ。ボクの、お・ね・が・い♡」

「できない、よ！　ずっとわたしを視ていたのなら知っているでしょう!?　そんな思い通りの夢なんて視れないよ！」

「視れますよ。一度できたんだからできないはずがない」

　言葉が、通じない。

　もう理屈じゃないのだ。彼女には、わたしへの怨おん念ねんしか……ない。

　本当にそれしか、ないのだ。

「結局ね、貴女に足りないのは覚悟ですよ。だから……手伝ってあげます」

　そう言うやいなや、ガシャアっと明智さんがワゴン車のドアを勢いよくスライドさせる。

　その後部座席にいたのは、この二日間、誰よりも逢いたかったひとで、心配していたひとで、その無事を確かめたかった……

「カーくんっ！」

　グルグルと全身を縄なわで縛しばられ身動きも取れず、口にはガムテープを貼はられしゃべることすら封ふうじられた、抜け出そうと暴れたのか顔に擦すり傷きずだらけの痛ましい姿だったけれど、それでも、生きていた！

　ちゃんと生きていて、くれたんだっ！

　でもその感動もつかの間に過ぎなかった。

「お待たせしました。本日のメインイベント！　さあ、改めて問いましょう！」

　ごりっと彼の額に押し当あてられるものがあった。

　それは先さき程ほど、車のフロントガラスを木こっ端ぱ微み塵じんに撃ち抜いた拳銃の銃口。その引き金にはすでに、明智さんの指がかかっていた。

　あの指を、ほんのわずか一センチ引くだけで、カーくんは……っ！

「世界を変えてください。変えられないなら彼はここで……死ぬ」







「だから！　わたしにはできないの！　どうすればいいのかわからないの！」

「じゃあ、本当に彼はここで死ぬだけです」

　わたしの心からの絶ぜつ叫きようも、彼女の心には届かない。

　何も届かない。

　明智さんが素直にカーくんと逢わせてくれるとは、さすがにわたしも思っていなかった。何かしら企たくらみがあるのだろうとは薄うす々うすわかっていた。

　それでも、わたしは甘あますぎたというしかないのだろう。

　ノコノコ手立ても講じず来ちゃうあたりが、どうしようもなく馬鹿というしかない。

　とは言え、他にどういう選せん択たく肢しがあったのか、と考えても答えが出てこない。たとえ時間を巻まき戻して今朝からやり直せたとしても、結局わたしはここでこうして、最悪の選せん択たくを迫せまられていたようにしか思えないのだ。

　いらなくなった玩具おもちやを捨てるがごとく明智さんは冷たく言い捨てる。

「ここまでしてできないのなら、ええ、本当にできないんでしょう。じゃあ、もう貴女を絶望させるには、彼を殺すしかないじゃないですか」

　当然の帰結だと言わんばかりだった。

　ぷらぷらっと、わたしに見せつけるように人差し指を動かし、嗤う。

　カーくんの顔色が変わる。サーッと血の気が引き、びっしりとその顔に汗あせの珠たまが浮うかぶ。

　ヒーローなんて言われてたって、彼はどこにでもいる普ふ通つうの男の子だ。こんな状じよう況きようで怖くないはずがない。

「んーっ！　んーっ！」

　抵てい抗こうするように身体をよじるんだけど、剛ごう田だ先輩でもない限り、あれほど縄で雁がん字じ搦がらめに縛られて抜け出せるはずがない。

　ついにはガタタッと座席から落ちる。でも銃口は彼の額から離はなれない。

「ふふっ、彼も死にたくないようですよ？　ほら早くしてくださいよ。これまでボクは散々待ったんだ。もう待つのはごめんです。ああ、そうだ。まだ足りないのかな？　まだ追い込みが足りないのかな？」

「……まだ、何をしようというの!?」

　ここまでしておいて、そんなことを言い出す彼女が心底恐ろしい。

　人はここまで、鬼おにになれるのだろうか。

「ふむ、警察にはボクの言いつけ通り通報していないんですね。けっこうけっこう」

　うんうんと明智さんが頷く。

　やはり警察の動向にも気を配っていたみたい。いや、それとも、これすらブラフでわたしの反応を探さぐろうとしている可能性もある。

　せめてもの抵抗とばかりに、わたしはつとめて無表情を貫つらぬくことにする。

「小お沢ざわくんはボクのクラスで授業を受けてる真っ最中みたいですね。ただ授業に集中はできていないっぽい。親友が二日続けて休むわ、今日に至っては敬愛する生徒会長に親友の想おもい人まで欠席してれば、それは気にもなるんでしょうね～」

　なるほど、どうやら《力》を使っているようだ。

　でも二つの目はしっかりわたしに焦しよう点てんをあわせていて……いったいどうやって視ているのだろう？　まあ、《オーバーライン》の能力のでたらめさは身に沁しみている。いまさらと言えばいまさらか。

　疑問に思いつつも、無言で続きを待つ。

「貴女が最近お友達になったクラスメートのお二人も、うん、授業を受けてますね。ちらちらと貴女の席を心配そうに見て、ふふっ、いいお友達ですね」

「……そうだね。わたしには過ぎたひとたちだと思うよ」

　ほんと、わたしにはもったいないぐらい。

　明智さんが彼女たちの名前を口にしなくて正直、ホッとする。彼女たちまで穢けがされるような気がするから。

「貴女の親友の海かい原ばらさんは『かりおすとろ』で開店準備中、と。いつも通りな感じ。カーくんのこと教えてないんですか？　貴女も水くさいひとですね～」

「そんな余よ裕ゆう、どこにあったって言うのよ」

　声に苛いら立だちが交じる。このひとの話はいつもどこか遠回りで、とにかく気に障さわった。

　それは明智さんを喜ばすだけだってわかっていたけれど、せいぜい気分良くいてもらったほうが、カーくんの安全に繋つながると思うから、今はこれで正しい……はず。

「尼あま塚づかさんは、はは、相変わらず自由人ですね。明け方まで携帯ゲームに課金を続けていたみたいで、今爆ばく睡すい中ですよ。庭師の波は戸とさんの視界でも確認済みです。ふむ、案外、このへんにいるのかも？　でもまあ、そうだったところで彼女には物理的に何をすることもできない」

　ようやく、彼女の意図が掴つかめてきた。

　なるほど、わたしの知り合いの「今」を教えることで、わたしの万が一の期待さえ摘つみ取とろうとしているのだ。

　本当に、手がこんでいる。

「聡里ちゃんは、おやおや、健けな気げですね。キッチンに四人分の食事を並べて、じーっと見つめていますよ。視界がちょっとボヤけてますね。泣いているのかな？」

「……楽しそうに、言うな」

　彼女に聞こえないよう、口くち汚ぎたなく吐はき捨すてる。わたしのことはなんと言ってもいい。何をされても仕方がないとも思う。

　でも聡里ちゃんはあなたに何も悪いことはしていないはずだ。聡里ちゃんを嗤う権利はあなたにはない。

「そして、貴女の大親友にして、一番頼たよりになる生徒会長さんはぁ？　おおっ、荒あれてますねぇ。部屋がもうしっちゃかめっちゃか、強ごう盗とうにでも入られたかのようです」

「～っ！」

　思わず唇を噛かみ締しめる。

　サヤの怒いかりが、焦あせりが、心を締め付ける。彼女のカーくんへの想いを知っているから。わたしも想いは一いつ緒しよだから。

　痛いほど彼女の気持ちがわかるのだ。

「こんなもんですかねー？　うふふ、可か哀わい想そうに。これで誰だれかが駆かけつけて助けてくれるっていう未来は、粉々に潰ついえましたね？」

「……ご丁てい寧ねいにどうも」

　なんとか皮肉を言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　決して期待していたわけじゃない。彼女の用心深さはこれまでに十分すぎるほど思い知らされている。わたしが気づかないところでも、いろいろ周しゆう到とうに万ばん全ぜん策を期しているのだろうと思う。

　それでも、万が一さえない、という現実を突つきつけられるのはやっぱりきつかった。

　弱気になっちゃダメだってわかってはいるけれど、わたしごときがたった独りで、こんな奸かん智ちに長たけたひとを出し抜ける気がまるでしてこない。

　カーくんを助けられる気が、しない。

「《オーバーライン》にとって想いこそが《力》。ほら、ほらほら。彼が大好きなんでしょう？　頑がん張ばれば白昼夢だって視れますって」

　さらに無理難題を口にする明智さん。

　とても彼女の要求に応えられる気が、しない。そもそも彼女にとって願い自体は本当にどうでもよく、わたしを苦しめられればそれでいいのだ。

　ここまで来て、綺き麗れい事ごとを言う気はない。

　わたしにとって、やっぱりカーくんが何より大事だった。抽ちゆう象しよう的てきな「世界」なんてものよりも、カーくんが、「カーくんを中心に広がる世界」が大事だった。

　彼がいなくなれば、わたしは全てを失う。

　サヤの笑顔も。聡里ちゃんの笑顔も。

　わたしの大好きなみんなから、笑顔が失われてしまう。

　その未来を守るためならば、たとえわたしが地じ獄ごくに落ちようと、一生、消えない重い罪を背せ負おうことになっても、世界を不幸にする魔ま女じよになったって構わないとすら思う。

　そう、何を捨てても彼を救いたいと思っているのに、願いが足りない。

　明智さんの願う未来が、素す晴ばらしいとは全然思えない。そのことがどうしようもない枷かせとなってしまう。

　心の底から、わずかの迷いもなく、一いち途ずに願うことが出来ない。憂うれいを捨て去ることができない。

　わたしの心はいつだって、わたしの思い通りになってくれない。

「ふうっ、やっぱりダメですか。じゃあやっぱりもう殺すしかありませんね」

　失望したように明智さんは大きく溜息をつき、同情の目をカーくんへと向ける。

「可哀想に。君は死ぬ。彼女のせいで。彼女を好きになり、彼女に好かれたせいで、君は死ぬんだよ……」

「んーっ！　んんーっ!!」

　必死の形相で明智さんの顔を睨にらみつけ、カーくんが言葉にならない声を上げる。

「ん？　ああ、そうだね」

　その様子に、明智さんは、似合いもしない慈じ愛あいを顔にたたえて微ほほ笑えみ、ビリッと乱暴にカーくんの口のガムテープを剥はがした。

「最後に何か言い残すことがあるなら言うといいよ。彼女への愛の言葉でも恨み言ごとでも、どちらでもいい。どちらにしろそれは、彼女の心をこれ以上ないほどに傷つけてくれるに違ちがいないし。あっはははは!!」

「ふん、せいぜい今のうちに勝ち誇ってろ」

　明智さんの高笑いに冷水を浴びせかけるが如く、カーくんが吐き捨てた。

　実に久しぶりに聞く、頼たのもしく力強い男の子の声。

　その闘とう志しに満ちた眼まな差ざしには、ほんのわずかの諦てい観かんさえない。

　いざって時ほど、人間ってのは本ほん性しようが出るという。わたしがあさましくも世界より好きなひとを選んでしまったように。

　やっぱり彼は、凄すごい。こんな状況でさえまったく希望を捨てていなかった。

　サヤも言っていたじゃないか。諦あきらめていたらいざチャンスが来たって見み逃のがしちゃうって。

　こんな状況にあってさえ折れない、この不屈の心こそが今まで彼をヒーローたらしめてきたんだと、今いま更さらながらに思い知らされる。

　でも、それでも！

　いくら彼だって、この一筋の光明さえ見えない状況じゃあ……

「ふっ、ふふふ、いいねぇいいねぇ！　それでこそ君だ！　いや、それともあれかな？　君、まだこの期ごに及およんで自分は殺されないとか思ってたりする？　ボクが心の底では君のことを想っていて、引き金なんて引けるもんかとかぬるいこと考えてたりする？」

「引きたきゃ、引けよ」

「っ！　カーくん!?」

　あっさり言い放つ彼に、わたしのほうが悲鳴を上げる。

　ちょっと！　挑ちよう発はつなんてしないでっ！

　明智さんは撃つ。躊躇ためらいなく撃うてるんだよこのひとはっ！　事実、すでに小鳥遊さんを彼女は殺しているのだ。

　おそるおそるわたしが明智さんのほうに視線を移し、

　ほっ……彼女は特に怒おこった素振りもなく、訝いぶかしげに首をかしげていた。どうやらカーくんの言葉の真意を掴みかねているようだった。

　銃口をわたしに向け直ししっかり威い嚇かくしつつ、噛んで含ふくめるように言う。

「ン～、君、一応言っておくけど、観田先せん輩ぱいなら寝ねてないよ？　つまり、君が助かる未来なんて視ていない。明日、君が生きている保証なんて、どこにもないんだよ？」

「ああ、そうかよ。だからどうした？」

「君、本当に自分を不死身のヒーローか何かと勘違いしていない？」

　それはかつて、わたしがカーくんを非難した言葉に酷こく似じしていた。まさか、よりにもよって不ふ倶ぐ戴たい天てんともいうべきひとの口から聞くことになるなんて、皮肉だった。

　そう、あの時も、彼は銃を持った相手に啖たん呵かを切ってみせていた。でもあの時とは決定的に違うことがある。

　まさしく明智さんが言った通りだ。

　わたしは明日の彼を視ていない。

　彼の安全は、まったく保証されていないのだ！

「ああ、オレは……ヒーローだ」

「……恐きよう怖ふで本当に気が狂ふれちゃった？」

「その目をかっぽじってよく見てろ、薫。ヒーローの最終最大奥おう義ぎを見せてやるぜ」

「ああ、楽しみだよ。ぜひともその結果をボクに、そしてあそこで震えている最愛のひとに見せてあげるといい。じゃあ……早さつ速そく試ためしてみよっか」

「や、やめてええええええええええっ!!」

　わたしは喉のどが潰つぶれんばかりの悲鳴を上げる。

　そんな、そんな不確実なことに命をかけるなんて、おかしい。

　世の中はそんなに、都合よくできてない。

　なのに、カーくんは不敵に、大だい胆たんに、口元を吊りあげ笑ってさえ見せる。少しぎこちなくて、血の気は引いたままで、怖くないわけないのに。

　スッと明智さんの指が躊躇ためらいなくトリガーにかかり引――

　ごっ！

「ぐっ!?」

　突とつ如じよ飛来した拳こぶし大だいほどもある石が、彼女が手にしていた凶きよう器きを弾はじき飛とばした。

　カシャァッと拳銃が床を回転しながら滑るように転がっていく。

「……え？」

　これは、いったい……？

「今よっ！　明あ日す香かぁっ!!」

　大気を震わせるような大だい喝かつが耳をつんざく。

　目の前で起きた光景に脳がついていかず呆ぼう然ぜんとしかけたわたしだったが、その言葉にはっとする。そうだ。呆ほうけている暇ひまなんかない。今こそがまさに、心の底から待ち望んでいたチャンスそのものじゃないか。

　だけど、なんで、なんで、なんで!?

　今聞こえた声は、ここにいるはずのない……カーくんと同じぐらい頼りにしているひとで、そして今最もここにいて欲しかった、わたしの大親友のもの！

　幻げん聴ちよう？　でも――

　ヒュンヒュンっと明智さんに向けて次々と石が飛ぶ。狙いは極きわめて正確で、だけど明智さんもそのずば抜ぬけた運動神経で回かい避ひしていく。

　とはいえ、さすがの彼女もそれで手て一いつ杯ぱい。カーくんの乗った車からいやがおうでも離れていかざるをえない。

「カーくん、今ほどくから！」

　わたしは急いで車に乗り込み、カーくんを縛る縄に手をかける。

　くっ、固い。わたしの力じゃ……って泣き言言ってられるかぁっ！

　がりっ！　ためらうことなくわたしは縄にかじりつく。手だけで足りないなら、歯を使うまで！　噛む力は、握あく力りよくなんかよりはるかに強い。

「ぐ、ぐ、ぐぐぐぐっ！」

　あんまりにも力を入れすぎたのか口の中に広がっていた縄の苦味に血の味が混じる。

　血なんか構わない。今ここで歯が全部折れたって構うもんか。だから、だから解けて！

「んんっ！」

　動いた！　今、確かに少しだけだけど、結び目が緩ゆるんだ！

　そこからは早かった。ずるるっと一気に結び目は解ける。

　次の瞬しゆん間かん、縄の緩みを感じ取ったカーくんが両りよう腕うでを広げ、ぱらっと彼の身体を戒いましめていた縄が滑すべり落おちた。

「さんきゅな、先輩」

　カーくんはわたしが大好きな陽向のような笑顔を浮かべ、そのままは足の縄も解きにかかる。

　助けられた？　カーくんを、助けられた、の？

　あまりに出来すぎていて、現実感がない。
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　でも、疑問を感じている余裕がないのも現実だった。拘こう束そくの解けたカーくんと車から抜け出だし、

「カー坊、大丈夫!?」

「へっへへ、ナイスタイミング！　サヤ姉なら、拾ってくれるって信じていたぜ」

　ニカッとカーくんは、わたしたちのすぐそばにまで駆けつけていたサヤに不敵に笑ってみせる。

　やっぱり、サヤ本人だ。ここにいるはずないのに、なんで……。

　なんか頭に白色の変なヘルメットを被かぶっているけれど、その脇わきから溢あふれるくすみのない綺き麗れいな黄金の髪は、見み間ま違ちがうはずもない。

「ふん、やっぱりあんた発だったのね。道理で我ながら荒こう唐とう無む稽けいだと思ったわ」

　言葉こそ軽口だったけれど、サヤの声には抑おさえきれない安あん堵どがこもっていた。当たり前だ。わたしと同じぐらい、彼女だってカーくんのことを心配していたんだから。

「サヤ姉、気をつけろ。薫は覗のぞき見みじゃない。覗き見は別にいる！　今もこの近くに潜ひそんでるかもしれない！」

「え、ええ!?」

　驚おどろきの声をあげたのはサヤじゃなく、わたし。

　明智さんの《力》が監かん視し者じゃない!?

　でもじゃあ一体誰が……

「ふん、あんたのクラスメートの藤とう堂どう貴たか子こ、でしょ？　一昨日から彼女も学校を休んでて、明智薫とは大の親友、そういう可能性もあるかもってね。でもじゃあ目の前の彼女の能力はなに？」

「催さい眠みんだ。いろいろなことを思い込ませたり、欲を増ぞう幅ふくさせたりできるらしい。本気は変えられないらしいけど」

「……ふむ、未定の意思を観測することで確定させる《力》ってとこかしら、ね」

　相変わらずこの二人は、凄い。わたしを完全に置いてきぼりにしてる。

　お互たがいがお互いを、最も頼りになる戦友だと認め合っている。嫉しつ妬としたくなるぐらいの息の合いようだった。

　この二人が揃そろっただけでもう、なんとかなる！　って思えてしまう。

「……生徒会長、なぜあなたがここにいる？」

　苦々しげに、地獄の底から湧わきだしたかのような怨えん嗟さの声が響ひびく。

　振ふり向くと、明智さんが先程までの余裕めいた道どう化けの仮面をかなぐり捨て、憤ふん怒ぬを剥むき出しにしていた。

　その迫はく力りよくに、わたしは思わず一歩あとずさる。

　でも、さすがの彼女も、無傷とまではいかなかったようだ。特に最初の不意打ちによるものだろう、だらりとさげた右手の甲こうが、血で赤く染まっていた。

　額にはびっしり汗の珠が浮かび、顔も血の気が引いて青白くなっている。間ま違ちがいなく骨に異常が出ている。あんな勢いで石をぶつけられたのだ。どう考えたって骨が砕くだけるか、ヒビぐらいは入っているはずだった。

「貴女あなたは、ほんのついさっきまで自分の部屋にいたはずだ!?」

　それはわたしも訊きたいことだった。

　いったいどうやって、彼女はここにいるの!?

　明智さんはサヤは家にいるって。家からここまでどれだけ車を飛ばしても三〇分はかかる。物理的に絶対に間に合わないはずなのに。

「そりゃ自分の部屋にいなかったから、に決まってるじゃない」

　サヤは口元に彼女らしい勝かち誇ほこった笑みを浮かべつつ、あっけらかんと言い放ち、その被っていたヘルメットを外す。

　それをくるくるっと人差し指で器用に回して見せ、

「あんた……じゃなくてあんたの友達？　が覗き見してたのは、こ・れ。ヴァーチャル・リアリティって知ってる？」

　あ、あ、ああああああっ!!

　パジャマパーティの時の会話をわたしは思い出す。

　ヴァーチャル・リアリティ。いわゆる仮想現実と呼ばれるもの。最近の映画なんか見ていてもコンピューター・グラフィックスっていうのはかなり現実に近いものが再現できるらしい。

　超ちよう天てん才さいのサヤなら、なおさらだろう。

　そして、サヤはなんだかんだで尽くす女だった。カーくんにせがまれたら、文句を言いつつも結局作ってあげてたに決まっている。

「下手に目を瞑つぶってたら、何かしてるんじゃないか、と警けい戒かいされる。だったら、家にいると思い込ませれば、油断も誘さそえ、付け入る隙すきができるんじゃないか。ふふっ、狙い通りにいったみたいね？　テスト用にあたしの家のデータをモデリングしておいたのがほんと幸いしたわ」

「～～っ！　でも、どうやってここまで……」

　明智さんの疑問はもっともだった。

　両の目が仮想の現実を視ていたということは、サヤは現実世界を一いつ切さい視みていなかったということになる。

　わたしはここに来る際、明智さんに尾び行こうがないよう入念に確かく認にんさせられた。

　とりあえず場所の特定は《力》でどうにかできたんだろうけど、場所がわかっても目が見えない状態でどうやってここまでたどり着けたのか？

　タクシーで来るにしてもこの辺りはかなり入り組んでいる。まったく見えないんじゃ到とう底てい説明なども覚おぼ束つかなかったはずだ。

「どういう理屈かはあたしもわからないけれど、目を使わずに物を視る非常識なひとがいるでしょう？　誰かを思おもい浮かべればそいつのところに瞬しゆん時じに飛べるって、幽ゆう体たい離り脱だつ能力者が」

「尼塚……空」

「あなたたちに、彼女の視界は覗き見れない」

　ピッと空を人差し指で指し示し、サヤが笑う。

　今、いるの？　ぜんぜん見えないし、感じ取ることも出来ないけれど、この空のどこかに、空そら乃の先生が？

「だけど、どうやって彼女からそんなリアルタイムに情報を……彼女の姿も声もあなたには捉とらえられないはず！」

「ええ、あたしにゃ彼女の存在を感じ取ることはできない。でもね、うちにはね、『相手の存在をその五感で感じ取ればその心が読める』なんて能力者がいてね？　最近の携けい帯たいの集音機能ってなかなか大したものね？　電話越ごしでも尼塚さんの寝ね息いきをしっかりと聞き取れる――存在を感じられるらしいわよ？」

「高たか尾お聡里の、考想マインド・吹入リーデイング……！」

　ぎりりっと奥おく歯ばを噛み締めるように明智さんは渋じゆう面めんを作る。

　なるほど！　明智さんは空乃先生が寝る前まで携帯ゲームで遊んでいたと言っていた。部屋を暗くした後にこっそり口の近くに置くぐらいわけはないはず。

　波戸さん経由で寝ているのを確認したと明智さんは言っていたけれど、それすら、もしかしたらサヤの手引きもあるのかもしれない。だとすると聡里ちゃんが泣いてたっていうのも、玉ねぎか何かを使ったフェイクの可能性が高い。

　明智さんの油断を誘い、気付かれずに接近する、ただただその一事のために！

「尼塚さんからの指示を聡里経由で受け取り、あたしはここまで来た。まあ、あたしの考えじゃなかったっぽいんだけどね。カー坊が閃ひらめいて、《世界の記き憶おく》に流したアイディアよ」

「この二日間、考える時間だけは山ほどあったからな」

　チラリと視線を送ってきたサヤに、カーくんはぐるぐるっと肩かたを回しつつ、悪戯いたずらっぽく口くち元を吊り上あげて答える。

　サヤの《力》は人の集合無意識アカシツクレコードにアクセスすることだ。いろいろ精神への負担も大きいみたいだけど、カーくんのピンチだ。きっと何度も何度もダイブしていたに違いない。

　彼かの女じよが、カーくんのメッセージを受け取れたのは必然だった。

「は、ははは、自分だけじゃなく、みんなの《力》を総動員して逆転、か。確かにヒーローの最終最大奥義、だね。それも思い込ませる《力》を持ったボクに、思い込ませることで隙をつくなんて……あ、あはは、はははは……」

　今までの哄こう笑しようとは違う、どこか虚うつろで力のない笑い声だった。

　呆然と抜け殻がらのように、明智さんは空を見上げる。

　ここまで用よう意い周しゆう到とうに、そして全てを投げ売ってまで果たそうとしていた復讐が、すんでのところでこうもあっさりひっくり返されたのだ。やり場のない無念さに、心がついていけていないのだろう。

「あの……明智さん……」

　思わずわたしは声をかけたものの、結局、なんと言ったらいいのかはわからず、言葉が続かなかった。

　さんざん心を追い込まれはしたけれども、元を正せばわたしのせいでもある。

　こんなことをしでかすほどの絶望を彼女に与えたのは、他でもないわたしなのだ。

　彼女もずっと独り、苦しんできたんだと思う。

　この上、さらにそういう姿を見るのはやはりなんとも痛ましかった。

「嘘うそ……でしょ……計画は完かん璧ぺきだった！　なんで……なんでこんな……こんな……」







「こんなに筋書き通りにいくなんて☆」







「「「っ!?」」」

　ガラリと表情を一変、ぺろっと悪戯っぽく舌を出し嗤わらう明智さんに、わたしたちの間に言いようのない戦せん慄りつが疾る。

　カーくんとサヤが、かばうようにわたしの前に立ちはだかり、戦せん闘とう態勢を取った。

　だけど、明智さんは何をするでもなくその場でくつくつと楽しそうにほくそ笑んでいるだけ。

　それは彼女にはありえないほど隙だらけないでたちだった。

　だからこそ、怖い。その底知れない異様さに圧あつ倒とうされ、チャンスのはずなのにカーくんもサヤも仕し掛かけられないようだった。

「は、はったりはよせ。オレたちの手が読めてたんなら防げばいいだけだろうが」

　カーくんが震ふるえた声で言う。自分で自分に信じこませようとしているような声こわ色いろだった。

　彼かれは明智さんとは仲が良かった。そして、なすすべなく囚とらわれた。おそらくは、わたしの時と同様、二重三重の罠わなにからめとられて。

　彼女の恐おそろしさは、味わった者にしかわからない。

「ん？　ああ、そうだね。確かにどうやって覆くつがえすのかってまではさすがにボクも読めなかったよ。でもね、こういう結果になるだろうってことは初めからわかっていたんだ」

　明智さんが目元を手で覆おおい、あははっと空に向けて笑い出す。

　こみ上げてくる笑いを抑えきれないようでもあり、泣いているようにも見えた。

　達成感とか喜びとかそれまでの苦労とか悩なやみとか、そういうものが複雑に交ざり合った……例えるなら甲こう子し園えんやインターハイなんかで優勝した選手の泣き笑いに似ていた。

　自ら敗北を宣言しているのに、その口調は明らかに勝ち誇っていた。

　嫌いやな予感が止まらない。

　覚えがある、この感じは……一昨日、校庭で明智さんに感じた時と同様のもの。

　いや、今回はあの時より、さらに震えが止まらない！

「だって所しよ詮せん、敵かたき役やくたるボクは、君たちを追おい詰つめることはできても、最後の最後で敗れることを運命に定められた哀れなピエロにすぎないのだから」

「っ!?」

　非常に覚えのある思考だった。

　確定していた未来に囚われていた頃ころ、今の彼女と同じようなことをわたしは考えていた。

　未来がすでに定められたものだとしたならば、自分はその運命を定めた神様の操あやつり人にん形ぎようにすぎないんじゃないかって。

　彼女のそれは、さらにマイナスな思考だった。

「何を言っている!?」

　カーくんはいぶかしげに声を荒あらげる。

　明智さんはその詰きつ問もんに答えることなく、透とう徹てつした笑え顔がおでサヤに話しかける。

「いや、ほんと実に素晴らしいタイミングでしたよ、生徒会長。文字通りの意味で、劇的と言わざるをえません！」

「……だから、なんだってのよ」

　不快そうに、サヤが返す。

　これが負け犬の遠とお吠ぼえだったならおそらくサヤは鼻で笑っていただろう。でも、明智さんの態度は明らかに負まけ惜おしみの類たぐいじゃない。

　だけどその理由が、サヤにさえわからないらしかった。

「カーくん、君の本当の《力》は勘じゃあない。いざって時に何かを閃くってのは、君の《力》の本質じゃないんだ。あくまで副産物。観田先輩の《力》を説明するときに聞かせてあげたよね、トンネル効果」

　それはわたしも、明智さんに教えられた物理現象だった。

　時間はたっぷりあった。暇つぶしがてら、カーくんにも話して聞かせていたのだろう。

「『古典的には乗のり越こえることができないポテンシャル障しよう壁へきを、量子効果、すなわち時間とエネルギーとの不確定性原理により乗り越えてしまう現象』。どれだけピンチだろうと、困難な状況だろうと、一いち縷るの望みもない絶望的な状況だろうと……乗り越えてしまう。そう運命に定められた者……それが君、《ヒーロー》さ」

　明智さんはゆらりとまるで幽ゆう鬼きのように、カーくんに人差し指を突きつけた。

「まさに今、それが証明されたわけだよ！　はははっ!!　ありとあらゆるケースを想定し、徹てつ底てい的てきに可能性の芽を摘み取り、もうどうやっても逆転されることは不可能だろうという舞ぶ台たいを作り上げてなお、こうして最後にボクが負けることでねっ!!」

　一息に言い切ると、明智さんは思い出したように吹ふき出す。自じ暴ぼう自じ棄きに満ち満ちた、老ろう婆ばのように疲つかれ果はてた笑えみだった。

　言われてみれば、腑ふに落ちる部分は確かにある。今回はあまりに、いや、今回も、彼女の言うとおりあまりにすべてが劇的だった。

　彼女の道化めいた素そ振ぶりや、どこかゲームでもしているかのような言動は、まさにこの厭えん世せい観かんからきていたのかもしれない。

「わざわざご説明ありがとよ。で、だからどうした？　運命だかなんだか知らねえが、それで誰かを助けられるんなら、守れるんなら、オレはまったく構わねえよ」

　カーくんがつまらなさそうに、サヤと同じ言葉を吐き捨てる。

　自分がこれまで誰かを救ってこれたのは、得体のしれない《力》によるものだ、と言われたに等しいのに、揺ゆらぎもしない。

　何かの本で読んだけれど、優やさしさってのは優ゆう越えつ感かんもある、らしい。同情することで、比ひ較かくすることで、相対的に自分を「上」に置く行こう為いなのだ、と。

　でも、カーくんには、そういう卑いやしさがない。彼は本当にそう思っているのだ。誰かを救えたならそれでいいと、心から。

　やっぱり彼は、強い。本当の優しさを持ったひとだった。

「ひゅーっ！　カッコイー。さっすがヒーロー！　でも、ヒーローがいるなら、ヒロインもいるはずだよね？　いや、逆か。ヒロインがいるからヒーローがいる、が正しい。実は君はヒーローではあってもこの世界の主人公ではなくてね、あくまでそのヒロインの相手役にすぎない。主人公メアリー・スーは別にいる」

「メアリー……スー？」

　カーくんが訝しげに顔をしかめた。

　わたしも聞き覚えのない単語だった。外国の人名っぽいけれど……

　ただ、さすがにサヤは意味を知っていたようだった。でもその表情は、どこか苦々しげだった。

　明智さんが朗々と続ける。

「いわゆる二次創作で使われる言葉だよ。その作者の理想、『このような境遇になりたい』って感情が強く出すぎた、自己愛のいびつな結けつ晶しよう。理想化して作品内に投影された作者自身。原作のストーリー・世界観、果ては他の登場キャラクターまで破は綻たんさせる存在のこと、さ」

「……まさ、か？」

　どこか既き視し感かんがあった。

　世界を、未来を、願ったとおりに書かき換かえる、それは、その《力》は――

「そう、言うまでもなく貴女のことですよ、観田先輩かみさま。前に言いましたよね？　貴女の深層心理がこの世界の未来を決める、って。当然それは《力》だけとは限らない。世界のすべてがすでに書き換えられていたんですよ。貴女という主人公に都合よくこの世界が回るようにね。それが世界の理だってね！」

「そ、そん……」

　否定しようとしたんだけど、わたしの口からはかすれた声しか出なかった。

　息をすることすら難しいほどに、胸が締め付つけられるように痛くて苦しかった。

「先さき程ほどの劇的な救出劇もそうですが、自分を《オーバーライン》なんてバケモノにした貴女を、それも自分の好きな男の子を奪うばおうとしている貴女を、誰もが優しく許してくれる。ちょっと出来すぎだとは思いませんか？　なぜ一日の猶ゆう予よをあげたと思います？　こうなるってわかっていたからですよ！」

「あ、ああっ……」

　頭の中に走そう馬ま灯とうのように一昨日のやりとりが浮うかび、消えていく。

　認めたくはない。認めたくはないけれど。

　彼女の言うとおり、この結果はわたしにとってあまりに都合がよすぎた。

　ずっと思っていたのだ。こんな幸せ、普通なら有り得ないって。恵めぐまれすぎているって。

　なによりそう、彼女の言葉が苦くるし紛まぎれじゃないってことだ。いくら彼女でも、ここまですらすらと即そつ興きようでは出てこないだろう。彼女の読み通りに全すべてが進んでいることそのものが、彼女の言葉の正しさを裏付けていく。

「ふざけるな！　本当に明日香先せん輩ぱいがそんな自分に都合の良い世界に書き換えていたなら、ラプラスなんてみんなから忌いみ嫌きらわれてるわけねえだろ！」

　カーくんが怒ど気きを露あらわに否定してくれる。

　でも、でも、どうしようもなくわかってしまうのだ。

　わたしには、わたしの心が。

「君は相変わらず女心ってものがわかってないね。女の子はね、けっこう悲劇のヒロインぶりたいものなんだよ。幼少期に心的外傷トラウマを抱かかえて、自分は幸せになってはいけないなんて強きよう迫はく観念に駆られてるなら尚なお更さら、ね！」

　そう、今なら、はっきりとわかる。

　当時のわたしは、どこか悲劇のヒロインぶっていたところがあったように思う。

　誰もわたしの気持ちはわかってもらえないって。

　こんな《力》を与あたえられたわたしはなんて不幸なんだろうって。

　世をはかなみ、ひねくれていた。

　その頑かたくなな心を、カーくんに、サヤに、みんなに心を溶とかしてもらった今のわたしだからわかってしまう。

　当時の自分の愚おろかさが。幼さが。

「なぜカッちゃんがモテるのか。これも簡単。優すぐれた男を独どく占せんしたいという、一度に一人しか子を産めない女の本能。多くの女の子から想おもいを寄せられる子の想いを独占できて、さぞ気分が良かっただろうねぇ？」

　そんなことない。カーくんが他の綺麗な女の子たちに囲まれることを面おも白しろくないと思っていた。でもやっぱり反論の言葉は声にならない。

　わたしは彼の想いが変わらず自分に向いていることを知っていたから。

　ひどい女だという自覚はずっとあった。

　カーくんに対しても。カーくんに想いを寄せる女の子たちに対しても。

　だから勇気を出して告白して、ちゃんとしようって思って……いたのに……。

「ボクたち《オーバーライン》は観田先輩の心的外傷トラウマとシンクロすることで《力》を与えられた。そりゃ歪ゆがむはずさ。一方、なぜカッちゃんには歪みがないのか。これも必然。カッちゃんの《力》だけは、貴女の希望や憧憬から生まれたものだから」

　唐とう突とつに、脳のう裏りにフラッシュバックが起きる。

　まだ小学校にも上がっていなかった時、いじめられていたわたしを助けてくれた少年。

　テレビに出てくるヒーローのように颯さつ爽そうとはしていなかったけれど。

　敵をやっつけたりはできなかったけれど。

　いかなる逆境にも負けず最後まで挫くじけることなかったこの男の子こそ誰だれよりヒーローに相応ふさわしい。

　そんなふうに、わたしは想っていたんじゃなかったか！

「まったくもっておかしな物語ですよ。運命に立ち向かうボクが敵役で、世界を歪めた元凶が主人公だなんて、さ。どう考えたって逆でしょ、普通？」

「明日香惑まどわされちゃダメ！　彼女の《力》は催眠だって忘れたの!?」

　これ以上、彼女の言葉をわたしに聞かせるのは危険と判断したのだろう。サヤが叫さけび、ダッと明智さんに詰め寄より、拳こぶしを繰くり出す。

　だが、小さい頃から演劇で鍛きたえていた明智さんの身軽さは並じゃない。ひょいっと大きく後ろに飛んでそれを避さける。

　サヤはさらに追つい撃げきを仕掛けようとして――

　パァンッ！

　突とつ如じよ響ひびき渡わたった炸さく裂れつ音おんに、咄とつ嗟さに足を踏ふん張ばり後ろへと飛ぶ。

　思わずわたしは周囲を見回し、廃はい車しやの山の陰かげに隠かくれて、どこか見覚えのある茶色の髪かみの女の子――藤堂さんがこちらへと銃じゆう口こうを向けていた。

「ちっ、そういえば仲間がいるんだったわね。そりゃもう気づいてたわよね。《覗き見》持ってるんだから」

　サヤが舌打ちしつつ、唸うなり声ごえをあげる。

　いくら超天才のサヤでも、銃じゆうが相手では攻せめあぐねたようだった。いくら相手が素人しろうとだとしても、万が一にも当たればただでは済まないのだ。無む闇やみ矢や鱈たらと突っ込めるものではない。

　その間にも明智さんはサヤからしっかりと距きよ離りを取り、藤堂さんに合流してしまった。

「ふふっ、催眠？　何を言ってるんですか。そりゃあボクは嘘つきですけどね。さっきから語っていることは正しよう真しん正しよう銘めい、混じりけなしの真実ですよ」

「嘘つきの言うことを誰が信じるかよ」

「いや、信じちゃってるみたいだよー？」

　クスクスっと明智さんが薄うすく嗤う。

　完全に彼女の術中にハマっている自覚が、自分にもあった。

　思い込まされようとしている。

　それがわかっているのに、彼女の言葉が心の奥おくにまで染しみ込んでいってしまう。

　思い当たることが、ありすぎたから。

　他の誰でもない、わたし自身が彼女の言葉の正しさを知っていたから。

「そろそろ最後の仕上げといこうか。貴女の一番大切なものを壊こわしてあげる。ふふっ、ねぇ、カッちゃん？　強きよう烈れつな一ひと目め惚ぼれ、だったそうだね？　まさしく運命の出会いだったんだろうねぇ」

　ことさらに運命を強調して、明智さんは言う。

　女の子にとっては、運命ってのはどこかロマンティックで憧あこがれのイメージがある。

　その……はずなのに、今はとても不ふ穏おんな響きにしか聞こえない。

「でも、君の観田先輩への想いは、本当に君自身から発したものなのかなぁ？　植え付けられただけの、本来は存在しなかった偽いつわりのマガイモノなんじゃないのかい？」

「違う！　先輩！　オレは本当に心から先輩を想って……っ！」

「だからその心そのものを《不恰好な物語の紡ぎ手メアリー・スー》に書き換えられてしまったんじゃないのって言ってるのさ。観田明日香の未来選択は、トンネル効果により本来有り得るはずのない未来さえ実現する！　いきなり告白して、学校中から嫌われてるのにもかかわらずアタックを繰り返かえして、毎日毎日剛田先輩と取っ組み合いとかする？　いくら見た目が超好みだったからって、ろくに知りもしない女の子のためにそこまで入れ込めるもんかなー？　その熱病のような想いはまさしく、外部から君の心に侵入したウィルスによるものだったんじゃないのかい？」

「違ちがう……違う！　わたしはそんなことしていない！　わたしじゃ、ない！」

　耳を塞ふさぎ、わたしはその場にうずくまる。

　だけど、演劇で鳴らした彼女のよく通る声は、手のひらぐらいじゃ防げない。

　どれだけいやいやっと首を振っても、彼女の声はわたしの心に闇やみを広げていく。

「観田明日香は殺せない。なぜならこの世界の主人公だから。カッちゃんも殺せない。奪うこともできない。なぜなら主人公の相手役ヒーローだから。明智薫に出来ることはあくまで観田明日香を追い詰めることまで。何があろうとカッちゃんと貴女は結ばれる運命にある。それが世界の理。ひどいよね、書き換えなかったら今いま頃ごろ、生徒会長と結ばれている運命だったかもしれないのに」

「やめて……やめて……やめてええええええっ!!」

　わたしの中でガラガラと音を立てて、今まで積み上げてきたものが崩くずれ落ちていく。

　光に満ちていたはずの世界が急速に色いろ褪あせていく。

　闇が、全てを覆っていく。

　心が、壊れる。

「そう、ボクは貴女から何も奪えない。カッちゃんも、生徒会長も、小沢くんも、聡里ちゃんも、海原さんも、最近仲良くなったっていうクラスメートも！　誰も貴女から離はなれてはいかないでしょう。でも、それは彼ら彼女らの本心なのかなぁ？　その好意を貴女はまだ素す直なおに受け入れられるかなぁ？」

　そっと、明智さんがわたしに手を伸のばす。

　迎むかえ入いれるように。

　優しく、慈じ母ぼのように微ほほ笑えんで。

「ようこそ、全てが思い通りになる世界へ。本物のない世界へ。ボクの……世界へ。歓かん迎げいしますよ、神様♡」
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ACT5








「カンパーイ！」

　カァンっとボクと貴たかちゃんは缶かんジュースを打ち鳴らす。

　気分的にはぜひお酒でやりたいところだったんだけど、まあ、逃亡中の身だからね。前後不覚になるわけにはいかない。

　どうも警察沙ざ汰たにはしていないっぽいけれど。……まったくカッちゃんはどこまでも甘あまちゃんだなぁ。

「これで本当に良かったの、薫かおる？」

　両手でブドウ味の炭酸飲料が入った缶を包つつんで、貴ちゃんが浮かない顔で訊きいてくる。

　良くは、ない。

　貴ちゃんがボクに感じてくれている友情も、本当かどうかわからないのに。

　貴ちゃんが彼女に抱いだいた怒いかりも、恨うらみも、ボクからの伝でん播ぱに過ぎないかもしれないのに。

　結局、ボクの都合で貴ちゃんを巻き込んでしまった。

　小鳥遊たかなしさんにもひどいことをした。彼は決して善人ではなかったけれど殺されるほどのことはしていなかったはずだ。

　ボクなんかに関かかわってしまったばっかりに、帰らぬひととなってしまった。

「復ふく讐しゆうなんかしても虚むなしいだけ、か。なるほど、本当だね」

　心を蝕むしばんでいた激情が消え、ぽっかりと心の中に穴が開いたみたいだ。

　その穴を埋うめるようにボクの心に去来するのはただただ罪悪感ばかり。

　ボクの自己満足のために多くのひとを傷つけて。

　取り返しのつかないことも、いくつかして。

「なにやってんのかなぁ、ボクは……」

　これで何かが変わるって保証もない。

　パンドラボックスを開け、絶望をまき散らしただけなのかもしれない。

「これからどうしようかなぁ」

　しまったなぁ。こんなことならカッちゃんたちに捕つかまっておけばよかった。

　マイナスの感情でもぶつけられていれば、「自分」というものを感じられただろうに。

　ボクはすでに空っぽだった。

　ボクにはもう何も……残っていない。









　気がつくと、見覚えのない真っ白な天てん井じようをわたしは見上げていた。

　視界の端はしで飾かざり気けのない窓から陽光が差し込み、視界にプリズムを連ならせていく。

　うっすらと漂ただよってくるのは、馴な染じみ深ぶかいというほどでもないけれど、何度か嗅かいだ覚えのあるものだった。あまり心地ここちよいものでもないけれど。

　ここは……病院？　わたし、どうして……

「あっ、気がついたんですね、先せん輩ぱい！」

　嬉うれしそうに、カーくんがわたしの顔を覗きこんでくるのが見えて――

　ぎゅっと左手が強く握にぎられるのを感じて――

「っ！」

　反射的にわたしは手を振り解ほどき、身体にかかっていた布ふ団とんを思いっきり引っぱって顔を覆い隠した。

　恥はずかしくて彼の顔が見られなかった。

　彼に顔を見られるのは、さらに恥ずかしかった。

　寝ね顔がおを見られていたからとか、そんな甘やかなものではなく、ただただ合わせる顔がなかったから。

「……明あ日す香か？」

　布ふ団とん越ごしに、一番の親友だった誰より気高く優しい女の子の声がした。

　その声が心配げだったことが嬉しくて、けどだからこそ、心が引ひき裂さかれそうなほどの激痛が胸を襲おそう。

「どこか苦しいんですか!?　ナース呼あたっ！」

「落ち着きなさい」

　サヤの呆あきれたような声と同時に、パチンッと何かを弾はじく音が病室に響く。おそらくサヤがカーくんにデコピンでも食くらわせたというところか。

　二人がすっかりいつもどおりで安心した反面、どこか遠く感じた。

「ごめん……ごめんね……」

　絞しぼり出だすように、わたしはそれだけ言う。声は涙なみだで滲にじんでいて、二人には聞き取りにくかったかもしれない。

　ああ、なんか最近のわたしは謝あやまってばかり。

　でもそれしかできないのだ。

　目がとにかく熱い。被った布団がいつの間にか湿しめっていた。

「あんな女の言ったことなら、気にすることないわよ？」

　労いたわるように、サヤが声をかけてくる。

　そりゃ、わかるよね。わたしが何を気にし、何に怯おびえているのか。

　誰より察しのいい彼女が気づかないはずがない。

「あっ！　アス姉、気がついたの。よかった」

　ちょっと離れたところで、聡さと里りちゃんの嬉しそうな声がした。

　花か瓶びんの水を取とり替かえにか、もしくはジュースか何かを買いにでも行っていたのかもしれない。

「倒たおれたって聞いた時には、すごく心配したよ。……アス姉？」

　布団にうずくまったままのわたしに、聡里ちゃんの弾はずんでいた声は次し第だいにしぼんでいき、心配そうな色を帯びる。

　倒れた……か。

　記憶を辿たどってみると、倉庫で明あけ智ちさんがわたしに手を伸ばした後からの記憶が、ぷっつりと途と切ぎれていた。

　どうやらそこで、わたしは気を失ってしまったらしい。

《オーバーライン》関係で、カーくんが量子力学関係の本に興味を持ったように、わたしもいくつか心に関する本を読んだことがある。

　人間には「心の防衛機制」というものがあるそうだ。

　自分に都合のいいように事実を脚きやく色しよくして記憶したり、怒りや悲しみを物に八つ当たりしたり、なにくそっと仕事や勉強に昇しよう華かしたり。

　そうやって人は、自らの心の安定を無意識に図はかろうとするらしい。

　多分、わたしの自じ我がが、あまりにも受け入れがたい事実に直面し、心のブレーカーを落とすことで本能的に自分を守ろうとしたんだと思う。

　どこまでも弱虫な……わたし。

　自分の情けなさにまた目め頭がしらが熱くなる。それが一層、自分のみじめさを痛感させられて、わたしは自らを抱くように身体を丸める。

「……とりあえず身体の調子はどう？　それだけでも答えて」

　布団にくるまったまま顔を出そうともしない、出せないわたしに、サヤが噛かんで含ふくめるように訊いてくる。

「か、身体は……大だい丈じよう夫ぶ。何とも、ない」

　それだけ答えるのが、やっとだった。

　たったそれだけで、ぶわっと身体からだ中じゆうから嫌な汗あせが吹き出し、嘔おう吐と感がこみ上げてくる。

「そう……」

「良かったぁ」

「……ふう」

　サヤとカーくんと聡里ちゃんが、それぞれほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　その優しさを本物か疑ってしまう自分がいて、三人に凄すごく申し訳なくなる。

　三人のわたしに向ける優しさが、《不恰好な物語の紡ぎ手メアリー・スー》によって書き加えられた偽りの感情なんじゃないかって。

　そんなことないって、わかっているのに。

　他の誰に対してだって、倒れれば心配し、その無事を心から喜べる三人だって知っているのに。

　三人がとっても優しいことぐらい、身をもって知っているはずなのに。

　自分の心根の醜みにくさが、どうしようもなく嫌になる。

「ごめん……みんな、本当に、ごめん。今日は、帰って……」

「せん……ぱい？」

　カーくんの声から今も感じるわたしへの想いが、今はただただ心をえぐる。

「先輩、本当に大丈夫なんで……」

「いいから帰って！　今は、今は一人にしてぇぇっ!!」

　喉のどが潰つぶれんばかりに声を張り上げる。

　次の瞬しゆん間かんには自分の最低さに自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　最低の《力》を押おし付けたあげく、さらにその心まで操って、ねじ曲げて、自分に好意を寄せさせて。

　二人の大好きな男の子を不当に自分に惚ほれさせて。

　そんな人間がとっていい態度じゃない。

　でも、心がいうことを聞いてくれないの。

　このままじゃ頭がおかしくなりそうなの。

「お願いだから……お願い……だから……」

　みんなに優しくされるのが、申し訳なくてたまらない。

　みんなが優しいほど、自分の醜さを思い知らされる。

　痛い。苦しい。辛つらい。今にも心が引き裂かれそう。

　耐たえられない。こんな激痛を我が慢まんできるほどわたしの心は強くない。

　寒い。心が、寒い。

　ガタガタと身体の震えが止まらない。どれだけ自らの身体を抱きしめても、凍こごえは一向に収まってくれない。

「……そう、ね。カー坊、聡里、帰るわよ。いろいろありすぎたから、ね。整理する時間が必要だわ。今は一人にしてあげましょう」

　その言葉に安堵してしまう自分が卑しくて。

　心情を察してくれたサヤの優しさを辛く思う自分が情けなくて。

　ううっと嗚お咽えつだけがわたしの口から漏れる。

　足音がわたしから離れていき、バタンっと病室のドアが閉まっても、わたしはしばらく布団から出ることも出来ず、ただただ身体を震わせ続けた。







　なんとか布団から這はい出せたが、結局わたしは、ぼ～っと窓の外を眺ながめていた。

　窓から見えるのはほとんどが真っ白な病びよう棟とうで、目に楽しい景色ではなかったけれど、飽あきもせずに、ずっとわたしはそうしていた。

　何も、考えたくなかったのだ。

　何も、したくなかったのだ。

　その内に見回りと思おぼしき看護師さんが来て、そのひとがお医者さんを呼んできた。簡単な問もん診しんのあと、当たり前だけど身体にはどこも異常はないので、すぐに退院という運びになった。

　看護師さんやお医者さんの、親身ではあるんだけどどこか一線を引いている、あくまで大勢の患かん者じやの一人という対応が、今はとにかく心地ここちよかった。

　皮肉、だね。ほとんど人と接した経験がなく人見知りなわたしが、赤の他人と話すほうが気楽でいいだなんて。

　どうやらわたしは丸一日ほど眠ねむっていたらしい。前の日徹てつ夜やしたということもあるのだろうけど、やはり精神的なショックによるものが大きいんだろうとは思う。

　日付が変わっていることにもう少し驚おどろいてもいいんじゃないか、とお医者さんは苦く笑しようしたけれども、正直、どうでもよかった。

　何も、感じなかった。

「ありがとうございました」

　受付でとりあえずいくつか手続きを済まして、保険証を持っていなかったので預かり金を支し払はらい、お礼を言って病院を出た。

　とりあえず、カーくんたちに簡素に味気なく退院した旨むねだけしたためてメールしておく。

それすら凄く悩んだけれど、無む駄だ足あしを運ばせるのは忍しのびないという気持ちが勝った。

　しばらくして携けい帯たいが鳴って、思わずびくっとしてしまう。見るとカーくんからのメールだった。

　おそるおそる開く。電話だったら間ま違ちがいなく取れなかったけれど。

『何事もなく退院できたようでよかったです！　いろいろあって混乱していることだと思いますが、あんまり気に病やまないで。オレたちの明日香先輩への想いは決してまやかしなんかじゃ――』

　途と中ちゆうで画面をバックする。とても読んでいられなかった。

　カーくんが悪いわけじゃ、ない。わたしのことをとても心配してくれているのだろう。

　それは、嬉しい。嬉しいのだけど。

　再びメールの着信音。今度はサヤから。

　かなり迷ったけれど結局、開く。SUBJECTが『あなたが気を失ってから』だったから。

『カー坊には特に怪け我がはなし。あたしも同様。明智薫、藤とう堂どう貴たか子こ、両名ともあの場から逃とう走そう。現在消息不明。警察にはまだ通報していない。どうする？』

　用件だけを綴つづった実に簡素で事務的なメールが有あり難がたく、今のわたしでも何とか読むことができた。

　わたしの心境を察してのその気き遣づかいに心が痛んだけれど。ああ、ほんとうに嫌な人間だ、自分は。

　さらわれたのはカーくんで、本来、明智さんを通報するのかどうかをわたしに訊くのは筋すじ違ちがいだ。拳けん銃じゆうの不法所持というのは問題だったけれども、結局、彼女にはカーくんに対する殺意はなかった。

　元を正せば、彼女もまたわたしの被ひ害がい者しやであり、二人ともその辺りでわたしが気に病むことを慮おもんぱかってくれたんだろうと思う。

『二人が通報しないと決めたなら、しなくていいと思う。ありがとう』

　やはり簡素に用件だけしたためて、返信する。

　彼女は世界の身勝手なご都合主義を暴あばきだした。

　わたしから何も奪えない。そう彼女は言ったけれど、「わたしを包む優しい世界」を完かん膚ぷなきまでに形けい骸がい化かし、奪ってみせたのだ。

　もう、彼女の復讐は終わったのだ。

　復讐の連れん鎖さはどこかで止めないと、とか綺き麗れい事ごとを言うつもりはない。ただ、わたしに彼女を責める権利はない、そう思っただけ。

　元はわたしがしでかしたことから始まったことだ。お互たがい様さま、なのだ。

「本物のない世界……明智さんの世界、か」

　気を失う直前の彼女の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　かつて、わたしはカーくんと出会ったばかりの頃、パンドラの箱の話をした。

　一番有名なのは、慌あわてて閉めたおかげでなんとか希望が箱に残ったから、世の人々は希望を失わずに生きていけるんだよってやつ。

　もう一つが、わたしがカーくんに語った、箱に入っていたのは『予兆』だったというもの。未来を知る力。未来を知らないから人は将来に希望を持てるんだよってオチだ。

　そして、あの時は言わなかったけれど、実はさらにもう一つある。希望も結局、災さい厄やくだったんだという説。希望なんかあるから諦めることができず、いつまでも苦痛を味わい続けるんだって。

　かつてわたしが味わっていた「不変の絶望」。

　確かに興味を抱いたものの先を知らされ、世界は色あせて見えた。

　世界がすでに定まっているなら、自分なんか存在しないんじゃないか、自分はプログラムに過ぎないんじゃないか、そんな不確かな自己への不安に悩なやまされもした。

　でも、今より正直、はるかにマシだったと思い知らされる。

　少なくとも、わたしの《力》は絶対だった。

　絶対であるがゆえに、諦められた。

　未来を変えようと思ってはいたけれど、どこか惰だ性せいになっていた。

　何も期待せずにいられた。

　目覚めた世界は、変わらずわたしに優しかった。

　自うぬ惚ぼれたことを言えば、わたしはカーくんに一番、愛されていたと思っている。多分、こんなことがあった今も、なんだろう。

　とてもとても光栄だった。

　彼かれのおかげで、いつも世界は華はなやいで見えた。

　でも今は、その愛情が信じられない。

　サヤや聡里ちゃんは、カーくんのことがあっても今までと変わらずわたしと付き合ってくれるという。

　とてもとても嬉しかった。

　わたしは本当に恵まれていると思った。

　でも今は、その友情が信じられない。

　その全てが、嘘うそだなんてわたしも思ってはいない。ただ、どこまで《不恰好な物語の紡ぎ手メアリー・スー》が不当な関与をしていたのかまるでわからない。

　大好きなみんなの心を、カーくんの心を、わたしは自分勝手に捻ねじ曲まげ、自分に都合よく改変し、意に沿わぬことをさせていたんじゃないかという罪悪感に、震ふるえが止まらなくなる。

　なによりなまじ本物があるってわかってるのが、もしかしたらって希望を心に生み出す。そんないつ切れるかもしれない蜘く蛛もの糸にすがる、宙ぶらりんな不安定さ。

「みんな……優しすぎるんだよぉ」

　貴方あなたたちに、わたしは優しい世界を教えてもらった。

　知ってしまったから、失いたくないって思ってしまう。

　どうしても諦められない。

　でも、みんなの顔を見るのが怖こわい。

　本物じゃないと突つきつけられるかもしれない恐きよう怖ふに足が動かなくなる。

　ぽたぽたっと液えき晶しように、わたしの目からこぼれ落ちた水すい滴てきが虚しく弾けた。







「お、おいっ！　大丈夫かよ、姉貴!?」

　家に帰ると、ちょうど学校帰りと思しき弟と鉢はち合あわせする。弘ひろ武むはわたしを見るなり、ぎょっと額にしわがよるほど眉を吊つり上あげた。

「そんなに酷ひどい顔しているかな、わたし」

「……世界の終わりみたいな顔してるぜ」

「あはは、そっか」

　乾かわいた笑えみをこぼすしかない。

　言い得て妙みようだなって思った。

　ある意味、まさしく終わったのだから。

「な、なあ、もしかして彼かれ氏しにフられたのか？」

「……違うよ」

　フられたわけでは、ない。

　そもそもまだ、付き合っているわけでもないし。ああ、そう言えば、文化祭の後夜祭で告白するつもりだったんだっけ。

　あの日のことが、ずいぶんと遠くに感じる。どこか前世の自分を見るかのような埋めがたい隔かく絶ぜつ感があった。

「なんだよその間は？　上う手まくいってないのか？」

「そう……だね」

「はっ、あんだけ好き好きのろけてたけど、そろそろ化けの皮はがれたか。だからそんな女たらし信用するなって言っただろ」

「カーくんは全然悪くない！」

　凍こおりかけていた心に、カッと激情の火が灯ともる。

　血を分けた家族だろうと、この家で唯ゆい一いつわたしに味方してくれてる弟だろうと、さすがに彼の悪口だけは許せなかった。

　悪いのは全部わたしなのだ。

「なんにも知らないくせに、彼のことを悪く言わないで！」

　わたしはヒステリックに叫ぶ。

　わかっていた。こんなの八つ当たりだ。

　わたしの血相に弘武は少し驚いたように目を見開いたが、すぐにポリポリっと頭をかき、つまらなさそうに吐はき捨すてる。

「……なんだよ。まだ好きなんじゃねえか。じゃあさっさと謝って仲直りしちまえよ。ごちそうさまごちそうさま」

　そのままふいっとわたしに背を向けて、ひらひら手を振ふりながら居間へと去っていく。

　……今のはもしかして、弟なりの発破掛がけだったんだろうか。

　だけど素直には喜べない。

　ほんの一昨日までなら、家族の絆きずなを感じ嬉しく思っていたに違いないのに。

　二学期に入ってから、弟との距離は縮まったように思う。だけど、それさえも運命の導きなのではないか？

　そんな疑念に心が支配される。

「うぷっ」

　こみあげてきた吐き気に、思わず口元を押さえる。

　気持ち悪い。

　自分という存在が、気持ち悪くてたまらない。

　意に沿わぬことを無理やりに、しかも本人が気づかぬうちに、他人の心を操あやつっているかもしれない自分が。

　他人の好意をそのままに受け取れず疑ってしまう自分が。

　なんておぞましくて、孤こ独どくな世界だろう。

　マネキンの世界で独り彷徨さまよっているかのようなそんな気さえしてくる。

　こんな世界に、明智さんはずっといたのだろうか。

　まだ半日も経たっていないのに、もう気が変になりそうだ。

　カチャリとどこかからドアの開く音がして、わたしは反射的に階段を駆かけ上がり、自分の部屋へと逃にげ込む。

　今はとにかく、誰とも会いたくなかった。







「娘むすめは会いたくないって言ってるんです!!　とにかく帰って下さい!!」

　階下からヒステリックな金切り声が響ひびいてきて、わたしはまどろみから覚める。

　あ、危なかった。眠りに落ちかけていた。

　さすがにもう丸二日眠っていないと、ふとした拍ひよう子しに意識を失いそうになる。ただ何もせずぼ～っとしているだけなのだから、なおさら。

　今のはお母さんの声か。多分、カーくんたちが心配して家まで見み舞まいに来てくれたんだろうなぁ。

　お母さんには、誰か訪ねてきたら帰ってもらうよう言ってある。わたしの意に反することで不ふ吉きつを告げられるんじゃないか、そう思い込んでいるお母さんは、それこそ必死にみんなを追い返したようだった。

　少しだけホッとする。本当にわたしのことを想ってくれている親だったなら、引き籠こもっている娘にわざわざ会いに来た友人たちを、追い返そうとはしないはずだ。むしろ逆に家に上げ無理やりにでもわたしに会わせようとするんじゃないだろうか。

　とにかく面めん倒どうには関わりたくない、そういうお母さんの本心が透すけて見える。そしてそのなんと心地よいことか！

　とても寂さびしく心に寒風が吹ふきすさぶけれど、それは本心だから。わたしの《力》の影えい響きようを受けて尚なお変わらぬ本心なのだ。

　はっ……ははっ……まさか否定や拒きよ絶ぜつに安堵を覚える日がくるなんて、ね。

　トゥルトゥトゥトゥルートゥルルー♪

　オルゴール調のゆったりとした音楽が携帯から流れ出す。

　電話の着信だ。

　だけどわたしは携帯を取らない。怖くて、取れない。

　やがて着信メロディも止まり、またしばらくしてぶるるっと震える。留守電メッセージが吹き込まれたのだろう。

　もそもそと身体を動かして携帯を手に取り、再生する。

　話すのは怖いけど、やっぱり寂しくて声だけは聞きたかった。

『「ちょっと明日香！　今日はみんなで回るって約束でしょ！　いいかげん電話ぐらい出なさい！　心配……してんだから……」メッセージは以上です。もう一度聞く場合は１を、保存する場合は２を、消去する場合は３を……』

　最後のほうはサヤらしくなく、覇は気きのない心細そうな声だった。本当に悪いなぁと思いつつ、２を押して携帯を放ほうり捨て、わたしは再びベッドにごろんっと寝ね転ころがる。

　ああ、そう言えば今日は文化祭だったっけ。

　すっごく楽しみにしていたはずなのに、すっかり忘れていた。

　時間の感覚もかなりうつろになってたし。

「約束……破っちゃったなぁ」

　天井を見上げつつ、誰に言うでもなく呟つぶやく。

　文化祭、茂しげ田たさんと武たけ井いさんをみんなに紹しよう介かいするって約束してたのに。

　この二日間、彼女たちから心配が綴られたメールをいくつももらっているのに、一いつ切さい返信していなかった。

「せめて謝りのメールぐらい送っとかないと」

　携帯を拾い直し、『今日行けない。本当にごめんね』――それだけ打ち込んで送信する。

　すぐに返信が来る。そこには、わたしを責める言葉は一切なく、わたしの身体を労る言葉ばかりが並んでいた。

　それがまた、ご都合主義を思わせる。

　こんな最低なことしているのに見放されないことに、二人の心が離れていかないことに、運命の作さく為いを感じてしまう。

　二人の好意を、優やさしさを疑ってしまう。

　そんな自分が恥ずかしくて消え去りたくなる。

「カーくんとも、約束してたのに。伝えたい言葉が、あったはずなのに」

　文化祭の最後、フォークダンスを一いつ緒しよに踊おどろうって。

　その時には大好きだよって、告白するつもりだったのに。

　わたしはいったい、こんなところで何をしているんだろう？







　意識が朦もう朧ろうとしている。

　いったいもうどれぐらい眠っていないのだろう。

　寝ねるのがとにかく怖かった。

　カーくんやサヤや聡里ちゃん、小お沢ざわくんに希き優ゆさん、茂田さんに武井さん、みんなに囲まれて幸せそうに笑っている……そんな夢を視みてしまいそうな自分の浅ましさが恐おそろしかった。

　そういえば病院で目覚めた時には夢を視ていなかった。カーくんが手を握ってくれていたことを、無意識に認にん識しきし心が留とどまろうとしたのだろうか。

　でも、この部屋にはカーくんはいない。

　そして、誰だれも眠ることから逃のがれることはできない。神様のような《力》を持っているくせに、わたしはこんなところだけはどうしようもなく人間だった。

　いつかは眠りの時が訪おとずれる。

　遅おそいか早いかの違いにすぎない。

　そんなことはわかっていたけれど、ただただ寝るのが怖かった。

　何か眠ねむ気け覚ざましにゲームでもしようかと携帯を手に取ってみるんだけど、いざ検けん索さくしようというところで指が止まる。

　どうにもやる気が起こらない。

　何かをするというのがひどく億おつ劫くうだった。

「そういえばお腹なか……空いたなぁ」

　目覚めてから、ううん、明智さんにカーくんをさらったことを教えられてから、ほとんどろくに食べていない。

　閉じこもっているわたしを心配して、弟がいろいろ差し入れてくれたけれど、固形のものはとても口に入れる気にすらなれなかった。

　何とか喉を通ったのはお茶ぐらいだった。

「このまま独り、死んじゃうのかな」

　……いや、だよ。

　死にたくなんて、ない。

　やりたいことが、まだいっぱいあるの。

　極限まで追い込まれているからこそ、自分の本心を思い知らされる。

　カーくんと手をつないで歩きたい。

　カーくんをぎゅっと抱きしめたい。

　そっとその唇くちびるに、わたしの唇を重ねたい。

　自分なんかには過ぎた望みだってわかっているけれど、どうしても捨てられないの。

　あさましく、求めてしまう。

「寂しいよぉ……独りは……いやだよぉ……」

「だったらいつまでもこんなところに閉じこもってんじゃないわよ！」

　バァン！　と部屋のドアが勢いよく開き、鮮あざやかな金こん色じきの尻尾しつぽが揺ゆれる。

　ああ、逢あいたかった。

　けど、逢いたくなかった。

　わたしの一番の……親友。

「サ……ヤ……どう……して……？」

「俺おれが入れたんだよ。このひとの言うとおり、いつまでも閉じこもってたって何にもならねえだろ」

　部屋の外で、弘武がそっぽを向きつつ、ぶっきらぼうに答える。

　そのままわたしと視線を合わせることなく、スタスタと自分の部屋へと戻もどっていく。

「なかなかいい男じゃないあんたの弟。まあ、うちのには負けるけどさ」

　弘武の去ったほうを眺めつつ、サヤがくすっと笑みをこぼす。

　覇気に満みち溢あふれた声、凛りんとした表情、その今のわたしとはあまりにも対照的な太陽のような輝かがやきに、目がくらみそうになる。

「カー坊はいないから安心なさい。来ようとしてたけど、あたしが止めといた。恋こいする女の情け。あーもう、あたしとタメはれる美び貌ぼうが台無しじゃない」

　わたしの顔をまじまじと見、はぁっと長い溜ため息いきをつく。

　言われてちらりと姿見に目を移す。そこに映っているわたしは、髪かみはぼさぼさで、目の下に隈くまをつくって、まるで夜や叉しやのようだ。

　確かにこんなひどい顔、カーくんにだけは見せられない。いや、同性のサヤにだってこれはいくらなんでも……。
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　いまさらながらに、羞しゆう恥ちにカーッと顔に血が上る。

「おー、そういえばあんたの部屋入るのって初めてね。へ～、可愛かわいい部屋じゃない」

　ドアを閉じた後、サヤはキョロキョロと部屋を見回しつつ、ボスンっとベッドに――わたしのすぐ隣となりに腰こし掛かける。

　思わずびくっと身体が強こわ張ばり、知らず彼女のいるほうとは違ちがうほうに重心が傾かたむく。

「なるほど、そんな態度とられるとけっこう傷つくものね。あんたや聡里は、もっとつらい思いしてきたのか」

　苦笑気味にそう言って、その手に持っていたピンク色の水すい筒とうの中なか栓せんを外し始める。

　外し終えると、中に入っていた白いどろっとした液体をコップに注いでいく。そこにコンビニの丼どんぶり物ものについてきそうなプラスチックのスプーンを添そえ差し出してくる。

「何も食べてないんだって？　弟さん心配していたわよ。どうせそんなこったろーと思って、聡里におかゆ作らせてきたから、とりあえず食べなさい」

「あっ……」

　反射的に受け取ろうとしかけて、固まる。

　わたしなんかが受け取っていいのだろうか。そんな資格ないんじゃ――

　ぐ～っ！

「ぷっ、意地張ってないで、ほれ」

　サヤは軽く吹き出し、なおわたしにカップを突き出してくる。

　あそこまで見事にお腹を鳴らしておいて、いらないと言ってももう通じないよね。

　心では何と思っていても、身体は正直だった。三日もほとんど何も食べてないところに、ホカホカと湯気を立てたものを見せられては、出だ汁しの美味おいしそうな匂においを漂わせられたら、どうしたってごくりと喉が鳴ってしまう。

「……うん。あったかい」

　おそるおそる両手で受け取ると、カップの温かさと、そしてそれを通して伝わってくるサヤや聡里ちゃんの優しさが胸に沁しみる。

「美味おいしい……」

　ほとんど三日ぶりの食事は、この世のものとも思えないほど芳ほう醇じゆんな味わいを口の中全体に広げさせる。

　ただのおかゆのはずなのに、人生でこれほど美味しいと感じたものはかつてなかった。

「うっ……ううっ……こんなにリアルなのに。はっきりと想おもいがわかるのに……」

　それでもこれが本物なのかどうかがわからないなんて。

　ぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

　そっとサヤが無言でわたしの肩かたを抱だいてくれる。

　思わずわたしも彼女に抱きつく。温ぬくもりが、欲ほしくて。

　なのに……なのに……。

　なんでどんどん寂しさは募つのるばかりなのよ……っ！

「人の心を知らず操作してしまう辛さ……か」

　ポンポンっと優しくわたしの背中をさすりながら、サヤがつぶやく。

　そして、くすっと笑みをこぼす。

「あんたって……実はけっこう馬ば鹿か正しよう直じきよね。カー坊に負まけず劣おとらず。凄い便利な《力》だーって喜んでりゃいいのに、フェアじゃないって。相手に誠実じゃないって悩んじゃってんでしょう？」

　その通り。

　その通りだけれど。

「サヤに言われたく……ないよぉ」

《世界の記憶アカシツクレコード》から流れこんでくる知識やアイディアを、あなただって受け入れられなかったじゃない。

　その潔けつ癖ぺきさ、誇ほこり高たかさゆえに。

「そうね、だからほら、立ち直らせた本人がいつまでもいじけてんじゃないわよ」

「偉えらそうなこと言っておいて、いざ自分がなったらこれ。最低だね、わたし」

「まあ、それはしゃーないんじゃない。あたしにゃ才能より名めい誉よより大事なものがあって、それは守れた。あんたの場合、その一番大事なものを、だからね」

　サヤは小さく肩をすくめ続ける。

「……そのカー坊への告白の件、あっさり許したのは、許せたのは、確かにちょっと自分でもおかしいなって、正直思う。そこに運命の作為は、あったのかもしれない」

　やっぱり、そうだよね。

　あんまりにもできすぎている。

「外部から、もしくは内側からの、おかしな《力》が作用しているのなら、そこに必ず論理の矛む盾じゆんが起きているはずだわ。ええ、あたしはカー坊が好き。心から愛している。だから泥どろ棒ぼう猫ねこをそんなあっさり許せるのはおかしい、ってね？」

　パチリと悪戯いたずらっぽく、サヤがウインクしてみせる。

　物事を論理的に分ぶん析せきする、実に彼女らしい言い回しだ。

　でも、いまいち頭の悪いわたしには、寝ね不ぶ足そくで意識も朦朧としているわたしには、彼女が何を言おうとしているのかわからない。

「でもね、あたしがあんたを好きだって想う気持ちには、絶対に嘘うそ偽いつわりはないわ。だって、そこには論理の破綻がないもの！」

　カーくんに量子力学の講義をする時同様に、ビシッと人差し指を立てて、サヤは自信満々に断言する。

「あたしは知っているわ。無む駄だだと知りながらも、忌き避ひされると知りながらも、不吉を告げてその未来を回かい避ひしようと努めていたことを」

「それは……でも半分惰性で、本当は諦めてて……」

「聡里を助けられなくていじけていたカー坊の迷いを晴らし発破をかけることは、多分あたしにはできなかった。あれは、聡里と近い境きよう遇ぐうにあったあんただからできたこと」

「サヤならできたよ。カーくんのこと一番わかってるのはあなただもの」

「あんたが聡里をいろいろ気にかけ、優しく接していたことも」

「サヤのほうが聡里ちゃんの為ためにいろいろしているよ」

「自分の記憶を奪うばった海かい原ばらさんをあっさり許し、それどころか友達になってくれなんて言える心の広さを、慈じ悲ひ深ぶかさを知っているわ」

「わたしなんかを受け入れてくれたサヤのほうがずっと優しいよ……」

「そして、心折れかけていたあたしを、救ってくれた恩は、一生忘れるつもりはない」

「サヤのほうがいっぱいいっぱい何倍も何倍も、わたしを助けてくれたよ」

　たとえそれが、運命の作為だったとしても。

　でも、そうだね。

　なんとなく、彼女の言いたいことがわかってきた。

　わたしはサヤの優しさを、その女王の度量を知っている。だから、わたしを受け入れてくれたのは、運命だけじゃきっとない。

「でも……やっぱりわたしなんか……」

「たとえ本人だろうと、あたしの親友を馬ば鹿かにするな！」

　怒ど気きとともに、一いつ喝かつされる。

　そこにこめられたあまりの気き迫はくに、わたしは気け圧おされた。

「今挙げた通り、客観的にみてもあんたは十分にいい女よ。このあたしがただ一人、対等の友人と認められる程度には。カー坊が初めて恋をした相手と認められる程度には。だから、もっと自分に自信を持ちなさい！」

　ぴしゃっと言い切り、でもその圧力はすぐに緩ゆるんで、彼女はふふんっと厭いや味みったらしく高飛車に鼻を鳴らしてみせる。

「まあ、もちろん～？　あたしにはかーなーり負けるけどね？　いろいろあって落ち込んだり悩んだりしちゃうのはわからないでもないけど、さ。つい先日も同じようなこと言った記憶あるけど、もう少しシャンとしてよね。あんた、この女じよ帝てい高たか尾お沙さ耶や様の好敵手ライバルでしょ。そんなんじゃあたしの株まで下がっちゃうじゃない」

「でも……でもぉ……」

　わたしはあなたほど強くない。

　ここまで発破をかけられても、まだいじけてしまうどうしようもない女で。

「やれやれ、やーっぱあたしじゃここまで、か。まあ、女の友情なんて儚はかないものって言うしね」

「そ、そんなことはっ！　……わっ」

　諦めたようなため息とともに立ち上がるサヤに思わず否定の言葉を告げかけたところで、

ぽいっとわたしの手元に何かが投げ込まれる。

　手のひらの中に収まる程度の、細長い鈍にぶい銀色の機械。そこには再生ボタンとか早送りボタンがあって……これ、ボイスレコーダー？

「所しよ詮せん、あたしらはどこまでいっても女。愛さずには、そして愛されずにはいられない生き物。だったらやっぱ、あたしなんかより好きな奴やつの言葉でしょ。安心して？　あたしは聞いてないから。そこまで野や暮ぼじゃないっつーか、聞いたら胸むな糞くそ悪そうだし。ま、できるなら明日はちゃんと学校来なさいよ」

　言いたいことは全すべて言ったとばかりに、サヤはひらひらと手を振り部屋を出ていく。

　わたしのほうを振り返かえることなく。

　バタンっとドアが閉まるのを確かく認にんして、わたしは手の中のボイスレコーダーを改めて見つめる。

　ここに、カーくんの声が、想いが詰つまっている。

　再生ボタンを押そうとして、思いとどまる。

　怖い。

　このボタンを押おしたら、わたしが大切に想ってきたことが、終わってしまうんじゃないかって。

　でも、そろそろシャンとしないと、だよね。サヤの言うとおり、いつまでもこうしていたって何も変わらない。

　わたしはおそるおそる再生ボタンを押した。

『あーあー、テステス。これでいいのかな？　えっと、こんにちは明日香先せん輩ぱい。留守電だと時間制限とかあるんで、こいつで』

「あっ……」

　カーくんの、声だ。

　久しぶりに聞く、カーくんの声だぁ。

　サヤや聡里ちゃんの声は、留守電で何度か聞いていたけれど、カーくんのだけは聞く勇気が持てなくて。

　あらためて想う。

　わたしはこのひとが好きだ。

　声を聞いているだけで、想いが募る。

　逢いたい。

『先せん輩ぱいが何を思おもい悩んでいるか、サヤ姉からいろいろ聞かせてもらいました』

　その言葉で察する。

　みんなのことだ。この三日間きっと、わたしなんかのためにいっぱいいっぱい話し合ったんだろうなって。

『確かに、オレと先輩の出で逢あいは、運命だったのかもしれない。わけのわからない力に突き動うごかされた。そういうところが、あったと思います』

「だよね……やっぱり……」

　わかっていたことだけど、カーくん本人の口から言われるのはやっぱり心が痛かった。

　この事実を突きつけられるのが怖くて、わたしは彼からのメッセージをかたくなに拒こばみ続けてきたのだから。

『白状するんですけど、実はオレ……』

　白状って、なに、なに!?

　ドキッと心臓がひときわ強く高鳴る。もしかしてもうサヤのほうがわたしより好きだって気づいたとかそういうこと!?

　運命の導きから逃れたらやっぱり、わたしなんかより彼女のほうが……

『こっそり覗のぞき見みしてたんですよ。体育祭で、先輩がクラスメートの女子二人から信しん司じ目当てで声かけられてたとこ』

「いたのっ!?　あそこに！」

　思わず声を張り上げる。

　あ～、確かに茂田さんや武井さんのことを話した時、カーくん何か複雑そうな顔していた。嫉しつ妬としているのかなとか内心ニヤニヤしてたんだけどそういうことだったのかぁ。

『その時、ちょっと思い出したんですよ。オレと信司の始まりを。いや、別に空そらが喜びそうな意味じゃありませんからね！』

　妙に慌てたようにそんな言葉を付け足す。

　そんな言い方だとむしろ逆に空そら乃の先生、喜んじゃうよ？　焦あせっているということは実は……って感じでさ。

『あいつがオレに近づいてきたのって、最初はサヤ姉目当てだったんですよね。でもなんだかんだでオレたちは悪友やってる。逆に空なんて、ある種すげえ運命的で刺し激げき的てきな出会いをしたけれど、なんかまあいろいろあれです』

　語ご尾びがちょっと小さくなる。

　カーくん、よっぽど空乃先生に苦手意識あるんだなぁ。決して嫌きらっているわけじゃないんだろうけれど。

『きっかけは、所詮きっかけ、だと思います。運命の作為だけじゃ、その後が続きません。オレは先輩との運命を好きになったわけでも、外見だけを好きになったわけでもありません。あー、いや、外見もめっちゃ、えと、好みなんですけど……その、オレ、初めて逢った頃ころの先輩より、今の先輩のほうが好きっすよ。どこか幻げん想そう的てきで儚い感じの女め神がみさまより、今の……お茶ちや目めで年上ぶってて、でも実はけっこう抜ぬけてる、そんな先輩のほうが』

「ば……バレてる……」

　格好かつこいいところ、しっかりしたところ見せようって、本当の情けないわたしを知られてがっかりされたくなくて、がんばって背せ伸のびしてたの、バレてたんだ……。

　でも、そんな残念なところまで、ってのがやっぱり作さく為い的てきと言うか、知らず知らずのうちにカーくんの心を――

『たぶん優しい先輩のことだから、オレの心をねじ曲げたとか、無理やり関心を向けさせたとか、そういうこと気にしてるんだと思いますけど』

　まったくその通りだった。

　わたしの心を先読みしたみたいなことを。ボイスレコーダーのくせして。

　わたしのことを見ていてくれていたんだと、わかってくれているんだと嬉うれしくなる。

『そんなの人間なら当たり前でしょう？　オレたちは生まれる親を選べない。その親による躾しつけとか本人の意思おもいっきり無視してるじゃないですか。心的外傷トラウマなんて、ねじ曲げの最たるものですよ。でも乗のり越こえたひとがいる。受け入れたひとがいる。それをバネにして成長の糧かてにしているひとだっている』

　言われて、《オーバーライン》の友人たちを思い出だす。

　確かにみんな、心的外傷になんらかの折り合いをつけている。

　大人に、なっていっている。

　こんなところでいじけているわたしと違って。

『捻じ曲げなんて、そんなもんです。そりゃ人の性格とか、その後の考え方とかにいろいろ影響は出るのかもしれないけれど、それで落ちぶれるのか、糧にするのかは、その人次し第だいです。オレは、先輩との運命に、感謝しています。こんなに素す晴ばらしいひとに、好きになれるひとに、巡めぐり逢あわせてくれたことに』

「カー……くん」

『でも今は逆にそれが先輩の枷かせになって、オレや、いや、オレたちが信じられなくなっちゃっているのなら、リセットしちゃいましょう』

「え？」

　リセッ……ト？

『先輩の未来選せん択たく？　で運命が先輩に都合よく働く世界になっちゃったんでしょう。ならリセットして、元のありのままの世界に戻せばいいんです。先輩にこう言うのはあれですけどね、過去の過あやまちは消せなくても、未来は変えていけるんです』

「簡単に……言わないでよぉ」

　わたしには、夢を操る力なんかないのだ。

　いつもいつもいつも。

　わたしの夢はわたしの思い通りになってくれない。

『なんかサヤ姉は深層心理がどうたらとか、反動がどうたらとか言ってて、まあ、オレには小難しいことはわかりませんけど、大だい丈じよう夫ぶ、先輩ならできますよ』

「なんでそんな自信満々に言えちゃうのよぉ」

　わからないくせして。

　本当になんにもわかってないくせしてぇっ！

　なんでそんな能天気に、楽天的に断言できちゃうのよっ!?

『《オーバーライン》の《力》の源は、願望です。薫が望んだっていうふざけた世界じゃないんだ。今の先輩なら心から願えるはずです。子どものときの先輩は知りませんけど、つーか子どものときは誰だって自己中心的なもんですけど。でも、少なくともオレの知っている今の先輩は、自分だけじゃなくて、みんなと幸せになろうってひとだから』

　迷いのまったくない、信じ切った口調。

　違うよ……。

　わたしはそんなに綺き麗れいな女の子じゃない。

『もし、運命がなくなったらまた独りになるんじゃないかって不安なら、オレを信じてください。オレも、自分の想いを信じています。運命なんか大したもんじゃないって。今の世界を覆くつがえそうと、オレが貴女の世界ぐらい守ってみせる。みんなのヒーローは止めたって、そんな《力》なくたって、オレは貴女の、貴女だけのヒーローになってみせる！』

　想いの限りをぶつけた、熱い言葉。

　そこで録音は終わっていた。

　本当に、どこまでも一直線な男の子だ。

　子どもの時のままだ。全然変わってない。

　ううん、違う。良い部分を残したまま、本当に格好いい男の子に成長してる。

　そうだね。わたしがこの『神様の世界』から抜け出すにはそうするしかないんだよね。

　心のどこかで、本当は気づいていたように思う。

　結局、わたしになかったのは勇気だ。

　カーくんの言うとおり。

　運命をなくしたら、好きになってもらえないんじゃないかって。

　誰もわたしのことなんか見向きもしなくなるんじゃないかって。

　周りにいる人たちに比べたら、ほんとわたしは平へい凡ぼんで、取とり柄えのない普ふ通つうの女の子だってことに、自信が持てなかったのだ。

　だから、考えることを避さけてきた。

　でも、いい加減、覚かく悟ごを決めないとね。

　わたしを親友として誇りに思ってくれたサヤに。

　わたしを大好きだと言ってくれた、愛する彼かれに。

　恥はじをかかせる訳にはいかない。

　ここまできて怯ひるんでいたら、それこそ女が廃すたる。

　なによりわたしは帰りたい。

　こんな世界に独りは……いやだ。

　みんなのいる世界が、いい。

　ぎゅっとボイスレコーダーを胸に抱き締しめる。

　明智さんが言っていた。

　彼こそがわたしというパンドラの匣を開ける鍵かぎだと。

　だからカーくん、勇気を貸して。

　自分の弱さと向き合う勇気を。

　受け入れる勇気を。

　そして、わたしがわたし自身を信じる勇気を。

《力》なんていらない。

　運命も、いらない。

　わたしは、わたしの、自分の足で立つ。

　人間として生きて、人間として死んでいく。

《力》とか運命とか、そんな不条理なものに頼たよらず。

　頼るなら、自分自身と、わたしの誇るべき仲間を頼る。

　誰か一人のためにあるような、歪いびつな世界じゃない。

　誰も主人公じゃなく、同時に、誰もが主人公な、あるべき世界をひたすらにわたしは願う。

　ただ一心に、願い続ける。







Epilogue








「おっ？」

　唐とう突とつに身体を襲おそった消失感に、ボクは思わず自分の身体を見下ろす。

　特に何も変化らしい変化はない……けれど――

「うのぉぉぉっ!?　よりにもよってこんな時にぃっ!?」

　近くから、貴たかちゃんの悲鳴が響いてくる。

　ちらりと声のしたほうを見れば、ポーカー台の片方に座すわったドレス姿の貴ちゃんが、両手で頭を抱かかえて、苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

　ここはカジノ。しかも本場中の本場アメリカのラスベガスだ。

　これ以上ないほど本気と本気がぶつかり合う場所。ボクの《力》との相あい性しようはすこぶる悪いけれど、覗き見を持つ貴ちゃんは相手の手札を見ることができる。対人のギャンブルなら聡さと里りちゃんと同様、相手が世界チャンピオンだろうと彼かの女じよの敵じゃない。

　小鳥遊たかなしさんから給料という形で支し払はらわれたお金を元手に、今後の資金にと荒あら稼かせぎしていたところだったんだけど……？

　ボクは彼女のそばに駆け寄より声をかける。

「貴ちゃん、今の……もしかしなくても？」

「うん……視えなくなった」

「そっか……」

　ボクの《力》はいまいち自分だけじゃ確認しにくいものだけれど、貴ちゃんの《力》も消えているというのなら、つまりそういうことなのだろう。

　頷うなずき合い、ボクたちはテーブルから離はなれた。

　とりあえず今後、一〇年ぐらいは遊んで暮らせるだけの額は稼かせいだ。《力》が使えなくなった以上、このへんが潮時だろう。

　通路の窓からは、夜の闇やみにイルミネーションの灯あかりがこうこうと瞬またたいている。真昼のごとく、というと大げさだけれど、そのケバケバしいほどの華はなやかさは、この街に集まる人々の夢と、そして底なしの欲望を感じさせた。

「フィニッシュ・オブ・エデンＦＯＥ……楽園は終わった、かな？」

　ボクの願った世界になってくれたんだろうか。この空の向こうにいるであろう、好きだった男の子のことを想う。彼も運命から解放されたのだろうか？

　数年ぶりに再会した初はつ恋こいの男の子は、ボクのことなんかまるで覚えていなくて。

　しかも、上級生の綺麗な先輩に夢中で。

　それでも、良かったんだ。

　片想いが、ボクにはちょうどよかったから。

　なのに、その出会いも、想いも、運命さえも、彼女によって作られたものかもしれないなんて、とても許せるものじゃなかった。

　ボクの大好きな彼が、運命の悪あく魔まの操あやつり人にん形ぎようにされてるなんてふざけるなって。

　こんな《力》を持ってたからこそ、好きなひとぐらい、何より自由でいてほしかった。

「もう覚えていないよね、カッちゃん。ボクが言ったことなんて」

　部活の帰りに君に送った『誰かを選ぶんじゃなくて、みんなを選ぶ。ボクはその選択を指示するよ』って言葉を。

　ボクは本当にそう思っているんだよ。

　運命とか、《力》とか、そんなふざけたものにねじまげられることなく、本当に君自身の意思による選択なら、どんなものでも。

　君が、君自身であること。そして、このボクの想いが彼女に作られたものじゃない本物なんだと証明してやること。たったそれだけがボクの願いだったんだよ。

　でもそのためには、とことんまで彼女を追おい詰め、世界に絶望してもらう必要があった。でなければ、こんな彼女にとって居い心地ごこちのよい楽園を、彼女が心の底から否定することなどできなかったはずだから。

　まあこんなのはボクの自己満足で、未来は結局、一緒だったのかもしれないけれど。

「ほんと、乙女おとめ心ごころってものがわかってないんだよ、君は」

　つーっとボクの頬ほおを、涙なみだがこぼれ落ちていく。

　友達、親友……うるさいんだよ。

　ボクはね、君のことなんて、一度だってそんなふうに思ったことはなかったんだ。

　誰より大好きな男の子を、どうして友達だと思えるのさ!?

　ばかバカ馬鹿。

　成功する可能性なんかほとんどなかったのに。

　なに、こんな後あと戻もどりできないほどまで人生賭かけちゃってるんだよ。

　振ふり向むいても、気づいてもくれない鈍い男のために、さ。

　ほんと……どうしようもない大馬鹿だね、ボクは。

「ごめんね、貴ちゃん。ボクのわがままに付き合わせちゃって」

「いまさらすぎでしょ。別にいいのよ。あたしも彼女には復ふく讐しゆうしてやりたかったし」

「でも、そのせいで貴ちゃん、全てをなくしちゃったし……」

　貴ちゃんには家族も、友達もいっぱいいた。それこそ誕生日パーティに数十人が駆かけつけるぐらい。

　ボクはいい。すべてはボクの妄もう執しゆうゆえなのだから。その結果、ボクが何を失おうと、それはボクの責任だ。

　なのにボクより彼女のほうが失っているものが大きくて……

「……ふんっ。そう言えば、すべてが終わったら、あんたに言ってやろうって思ってたことがあったの、今思い出したわ」

　男に狂くるった馬鹿な女とか、そういうのかな？

　それともやっぱり、わたしなんかの計画に乗ったせいでこんな言葉も通じない外国で暮らしていかなくちゃいけなくなった恨うらみ節かな？

　どっちにしろ、ボクはすべてを受け入れなければいけない、ね。

「大好きよ、薫かおる。わたしのたった一人の……親友」

「えっ？」

「あんたの《誘惑ちから》が消えた今ならはっきり言える。あんたの計画に乗ったのは、どこまでもあたしの意思だから。あんたが好きだって気持ちも、操作なんかされてない。あたしだけのものよ。けけっ、あたしもあんたを笑えないね。このためだけにこんなことになって、でも嬉しくて仕方ないんだから」

　にかって貴ちゃんが悪戯っぽく笑う。

　ボクはぽかんと、彼女の顔を見つめる。それなりに頭の回転は速い方って自負があったけれど、彼女の言葉の意味を把は握あくするのにはえらく時間がかかって……

「貴……ちゃん……たかちゃぁぁぁん!!」

　理解するや、感かん極きわまってボクは貴ちゃんにひしっと抱きつく。

　貴ちゃんもしっかりと抱き返してくれる。胸に顔をうずめてみっともなく泣くボクの頭を、よしよしと撫なでてくれる。

　すべてを失ったって思っていたボクだったけれど。

　そんなボクにもまだ、すごくすごく大切なものがまだ、あったんだ。

　今いま頃ごろになって気づくなんて、これじゃあボクもカッちゃんを笑えないよ。

「さぁて、じゃあ次はハリウッドにでも乗り込んで、世界を騙だましてやらない？　あたしがマネージャーしてあげるから。そしてさ、彼に、お前はこんないい女振ったんだぞって思い知らせてやろうよ」

「うん……うん……そうだねっ！」

　そっとボクは涙を拭ぬぐい、笑う。

　偽いつわりのまったくない、一いつ切さいの仮面を取り外した、本当に心からの笑え顔がおで。









もう一度プロローグ







「サヤ姉！　聡さと里り！」

　ピンポンピンポンピンポン！

　ガンガンガン！

　ピンポンピンポンピンポン！

　いてもたってもいられず、オレはサヤ姉の家のチャイムを連打していた。飽あきたらずドアを叩たたき、またチャイム連打に戻るを繰くり返――

「朝っぱらからやかましいわっ！」

　バン！　ごすっ！

「ぐおおおおおおおっ!!」

　勢いよく開いたドアがオレの額をしたたかに打ち、オレはその場にうずくまる。

　角！　今、角が当たったよ!?

　ちょっ!?　血とか出てない、これ。マジ痛いんですけどっ!?

「カー兄、うるさい。近所迷めい惑わく」

　ぐふっ！　追い打ち!?　聡里、おまえのそのぼそっとしたつぶやきは、けっこう心えぐられるんだからな!?

　ようやく痛みもおさまり見上げると、二人ともすでに制服姿だった。そして揃そろって呆あきれ顔がお。

　でも不ふ審しんそうにはしていない。朝は二人のほうがオレを迎むかえに来るのが恒こう例れいなのに、だ。

　オレが彼女たちの家までやってきていることを、ピンポンラッシュまでかました理由をすでに察しているかのようだった。

　これは……やっぱり？

「あんたも感じたのね。あの……消失感を」

「ってことはサヤ姉たちも？」

　オレの問いに二人は重々しく頷く。

　今朝方、身体から何かが消える感覚にオレは飛び起きた。身体からだ中じゆうを見回しても何の変化もない。

　だが、寝ねぼけているとか、錯さつ覚かくだというには、あまりにもその感覚はリアルだった。

　腕うでを怪け我がなどで失ったひとは、いわゆる幻肢痛と言って、すでになくなってしまったはずの腕を、未いまだにあるかのように痛みを感じることがあるという。まさしくそんな感じで、変へん哲てつはなくとも、自分の中から大きな何かが失われているのだということが、はっきりと感じ取ることができたのだ。

　もしやと思って着き替がえも適当にサヤ姉の家に押しかけたわけだけど……

「試ためしに《力》を使ってみようとしたけれど、できなくなってたわ」

「聡里もダメだったよ」

　サヤ姉が肩をすくめれば、聡里も小さく首を左右に振る。

　おおっ、聡里の今朝のアクセは天使の翼か。相変わらず反則的に可愛かわいい。

　……ってあれ？

「でも、聡里。お前、それ着けたままじゃねえか」

「まあ、もうこれは聡里のトレードマークみたいなものだしね」

「そっか」

　苦く笑しようする聡里に、オレも苦笑を返す。

　そうだな。確かにもう、アクセを着けていない聡里ってのは想像できなくなっている。

　学校の校則とか、社会の目なんか知ったことか。

　可愛いは正義だ！

「……そして《力》と同時に、あんたに対して感じていた、そうね、引力ともいうべきものも消えたわ」

「うん。聡里の中にあったのも、消えた」

「……そっか」

　しんみりと言う二人に、オレは小さく息を吐はく。

　なんとも言えない寂さびしさが胸に去来するけれども、仕方ないよな。今までがおかしかったんだ。オレなんかがそんなにモテてるのが、さ。

　二人にはきっと、オレなんかよりもっとふさわしい相手がいる。

「……この納なつ得とく顔がお。腹立つね」

「そうね。聡里、ここはあんたが昔やったあれで思い知らせるしかないんじゃない？」

「ああ、あれね」

「へ？　二人とも一体何……うおっ!?」

　二人が何を言っているのかわからず問いただそうとした瞬しゆん間かん、ネクタイを思いっきり真下に引っ張られる。

　さすがサヤ姉、聡里の時とは勢いがまるで違……聡里の時？

　ちゅっ♡♡

　両頬に柔やわらかくも温かい感かん触しよく。

　すぐに離れていったけれど、今のは間ま違ちがいなく――

「ちょっ、ななな、二人ともな、っつ～！」

　慌あわてすぎて思いっきり舌噛かんだ。

　つつつっ、でも痛いってことは間違いなくさっきのも夢ではないということで。

「ンなもんなくたって、あたしはあんたが大好きよ。変わるわけないでしょ」

「聡里も、カー兄が大好きだよ」

「え、え～っと……」

　恥はずかしそうに、でもはっきりと言いきる二人に、オレは返す言葉が浮かばない。

　だって、なんて答えればいいんだよ!?

　やれやれと笑って、サヤ姉がウインクする。

「あんなのほんの一部にすぎないでしょ？　あんただって一いつ緒しよでしょうが」

「……そうだな」

　オレは自分の胸に手を押し当あてる。

　確かに、今までオレの心の奥おく底そこにあった、明あ日す香か先輩に向けて押し上あげるような力は感じなくなっている。

　でも、消えたからって別に何も変わらない。

　確かにあんなもの、きっかけにすぎない。オレは確かに明日香先輩に運命を感じた。でも、どんどん好きになっていったのは、惹ひかれていったのは、決して運命なんかじゃ、ない。

「行きなさい。多分、待ってるわ」

「っ！　ああっ！　サンキュ、サヤ姉。そしてごめん！」

　ガバっと頭を大きく下げて、オレは走り出す。

　運命が消えても好きだって言ってくれた二人に対して、あまりにも最低の行こう為いだという自覚はあった。

　それでも走らずにはいられなかった。

　向かわずにはいられなかった。

　あのひとのもとへ。







「お～お～、こんないい女二人、迷いもせず置いてきやがって」

「背中押しといてよく言うよ。でも、本当にいいの？」

「いいのよ。いまさら、男取り合ってドロドロの修しゆ羅ら場ば演じるのもあたしらには似合わないでしょ」

「……じゃあ、譲ゆずるの？」

「それこそまさか。でもさ、ご都合主義が強制されなくなったからって、ご都合主義がだめってわけでもないでしょう？　っていうか、だからこそ逆に意地でもご都合主義通してやるとか思っちゃわない？　ほら、あたしってツンデレだから」

「ごめん、意味がよくわかんない」

「《力》はなくなっても、すでに得た知識までは消えてない。昇しよう華かした智ち慧えも、思考力も。あたしね、イスラム圏けんにいろいろ恩を売ろうと思ってるのよ。いずれあの辺の国こく籍せきを取らせようかなって。あっちの法律だと甲か斐い性しようさえあれば四人までＯＫだし」

「法律？　四人？」

「今は一番走らせてやるけど、ゴール前までには差し切ってやるんだから。あっ、聡里、あんたは自分でも言ってたし三番ね。さぁて、四番目は誰だれになるのかしら？」

「？？？」







　いつも待ち合わせしていた駅に、明日香先輩の姿はなかった。

　そんなことはわかっていた。

　ここはみんなの場所だ。

　あのひととオレには、もっとふさわしい場所がある。

　だからオレはひた走る。

「はっはっふう、はっはっふう……」

　なんとか学校の校門にまでたどり着く。とりあえず長ちよう距きよ離りは二回吸って一回息を吐くのがいいとか体育の先生が言ってたのを思い出して実じつ践せんする。

　少しでも早くあのひとの元に行けるなら、使えるものならなんでも使う。

　校庭に生徒の姿はまったくなかった。まあ、まだ七時にもなっていない。登校している生徒なんかそうそういるはずもない。

　いや、朝練している運動部の連中は来てるのか？　でも、そいつらはもっともっと早くに来て、今頃は体育館なり運動場か。辺りは静かなんだけど、なるほどちょっと耳を澄ませば遠く人の声が響ひびいてくる。

　まったく今日ぐらいは遠えん慮りよして欲ほしかったぜ。……いや、もうそうそう都合よくいくわけがないか。

　ここは明日香先輩と出逢った、想おもい出での場所。

　運命の場所。そう、だからここにいるはずもない。

　見上げるべきか？　いや、ここで確認するのはあまりにも野暮すぎるだろ。

「よしっ！」

　校庭を一気に駆け抜け、生徒玄げん関かんに足を踏ふみ入いれるや、ガッガッとすのこを大きく踏み鳴ならし自分の下げ駄た箱ばこに向かう。

　靴くつを履はき替かえまた走り出し、即そく座ざに急ブレーキして九〇度ターン。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　裂れつ帛ぱくの叫さけびとともに、地じ獄ごくの階段ダッシュが始まる。

　駆け上がりつつ脳のう裏りに思い浮かぶのは、明日香先輩に死の予知が訪おとずれた時だ。あの時もオレは、あのひとを探してこの階段を全力で駆けてたっけ。

　しかし皮肉だな。薫かおるに部活動付き合わされてなかったらきっと、ここまで来る前に力ちから尽つきてた。いくら気力を振り絞しぼったって、さすがに心臓と脇わき腹ばらの激痛に動けなくなっていたはずだ。

　今も心臓はまるで身体そのものになったかのように鼓こ動どうを大きく響かせているけれど、オレの足は止まらない。

　そういやけっこうひどい目に遭あわされたのに、なんでかオレはあいつを嫌いになれなかったんだよなぁ。もしかしたらあいつがあんなことをしでかしたのは、こういう未来の為ためだったんじゃないかって思うのは、やっぱり甘あますぎるかな？

　あいつが聞いたらきっと「相変わらずお人ひと好よしだね、カッちゃんは」とか苦笑するんだろうな。

　でも、そう信じる。もう会うこともないのだろうけど、オレとあいつの間にあったものが、まやかしだったとはどうしても思えないから。

「ふううううううううううっ。はあああ。ふううううううううう。はあああああ」

　一気に駆け上がり、馴な染じみ深ぶかいちょっと安っぽい鉄製の扉とびらの前で両りよう膝ひざに手を置いて身体を支え、とにかく酸素を取り込む。

　あんまりにもゼーゼー言ってたら、様にならねえからな。

　運命はもうない。だから、雰ふん囲い気き作りは自分でしっかりやらねえと。オレたちにとってきっと大事な一ページになるはずだから。

　ずっとずっとオレの中にあった、何か。

　オレが大事な誰かを守ることを手伝ってくれた、何か。

　なくなって寂しいと、思った。ずっとともにあったものだったから。

　不安にも、思った。これからまた問題が起きたらどうしようって。

　だから、オレはもっともっと成長しよう。都合良く助けてくれる運命なんかに頼らずとも、大好きなひとを守れるように。

「よしっ！」

　呼吸を整え顔を上げるや、一息に扉を開け放つ。

　途と端たん、ひゅおおおおっと吹ふき込んでくる風の冷たさは、頬を切きり裂さくかのようだ。走っている時は気にならなかったけど、もうすぐ冬だもんな。汗あせをかきまくっていた分、余計に肌はだ寒さむく感じる。

　そんな寒空の下で一人、ぽつねんと黒くろ髪かみの少女がはあっと白い息を手に吐きつけ、どこか不安そうに誰かを待っていた。

　やっぱり、ここにいたんですね。

　ここは、オレたちが運命に立ち向かった場所だから。

「久しぶりですね、明日香先せん輩ぱい」

　オレが声をかけると、先輩はぱぁっと華やいだ笑顔を見せ、かと思ったら一いつ瞬しゆんにして熟れたリンゴのように顔を真っ赤にし、あせあせっと風で少し乱れた髪かみの毛けを整え始める。

　ははっ、相変わらずみたいだ。

　もう女神じゃなくなった、どこにでもいる普通の女の子。ちょっと、痩やせたかな？　でも、うん、元気そうでほっとする。

　そして、嬉しくも思う。見た目を気にするってことは、脈があるってことだから。

「え、ええええと、その、ひ、ひさし、ぶりだね、か、かかか、カー、くくくん」

　そこまで緊きん張ちようしなくてもいいんじゃないかってぐらいどもりまくってる。

　やっぱり不安……なんだろうな。

　オレが心変わりしてるんじゃないかって。

　ったく、ひとのこと鈍にぶい鈍いって言ってるくせして、このひともたいがいだよな。こんな朝っぱらに居場所を特定して駆けつけてるんだぜ。

　その辺、察して欲しいなぁ。いや、そんな余よ裕ゆうすらないほどにテンパっているのかな？

「オレは……」

　思わずこのひとを安心させてあげる言葉を口にしかけて、ハッと気づいて黙だまる。

　それはルール違反だ。

『その先は……わたしが言うから。君はもう、言ってくれたから……。今度はわたしから言わなくちゃ、ね』

　いつだったか、この屋上で先輩の言った言葉。

　あれからずいぶんと待たされた。

　でもきっと、これはオレたちが次に進むためには守るべき大切な約束なのだ。

　チャンスはあったけれど、いつもあと少しってところで寸止めを食くらってきた。もしかするとこれも、運命なのかもしれないな。オレたちの関係が変わることを、先輩は無意識のうちに恐おそれていたのかもしれない。

　でも今度こそ、今こそ、聞かせてくれると思うから。

　オレはじっと堪こらえて、その時を待つ。今までずっと、この時を待ってきたのだ。いまさら少し待つぐらい、ぜんぜん大したことはない。

　……なんて大おお嘘うそもいいところだ。たまらなく待ち遠しい。待てるわけないじゃないか。オレはこのひとが世界で誰より大好きなんだから！

　ああっ、もうもどかしい！

　待つって決めたのに、早く早くっと心の中で先輩を急せかし続けずにいられない。

「そ、その、えっと、ごめんね。約束、守れなくて」

　真っ赤な顔で下を向いたまま、もじもじと人差し指をせわしなくからませながら、先輩が謝あやまってくる。

　ああ、文化祭で一緒にフォークダンスを踊おどろうというやつのことか。

「すごく……残念でした」

「ご、ごめんなさいごめんなさい」

　ぺこぺこっと申し訳なさそうに何度も頭を下げられる。

　ああ、もうどうしてこう上う手まくいかないかな。自分から告白できないオレの精いっぱいの援護射撃なのに。

「……サヤや聡里ちゃんとは、もう会った？」

「ええ、《力》が消えたって、言ってました。先輩の、おかげなんですよね？」

「おかげってのは変だよ。全部……わたしのせい、だったんだから」

　先輩は空を見上げしんみりと言う。

　オレも視線を空へと向け、呟つぶやく。

「オレに対する妙みような引力みたいなものは消えたって」

「……カーくんも？　わたしへの引力消えちゃった？」

「……ええ……消えました」

「そう……良かったぁ」

　ちょっとだけ寂しそうに、でも心から先輩は安あん堵どの吐と息いきを吐き出だす。

　自分への想いが消えることよりも。

　オレの自由を喜んでくれる。

　そんなひとだから、オレは……。

「今日のがラプラスの最後の夢。わたし、心の底から願ったから。こんな《力》いらないって。悲劇のヒロインなんか卒業するって。だから、だから、もうあんまり無む茶ちやしちゃいやだよ？　これからは今までほど都合よくはきっと、いかないんだからね？」

「……えーっと、なるべく善処します」

「こらっ！」

　しょうがないなぁって感じで、先輩はほっぺたを膨ふくらます。

　怒おこっているんだけど、かわいい。

　良かった。いつも通りの、先輩だった。

　先輩はコツコツッと足場を確かめるように、先輩は踵かかとを踏み鳴らす。

「みんなへの謝罪とか償いとかやらなきゃいけないことは、いっぱいある。でも、うん、まずはここから始めなくちゃ、だね。ワガママだってわかっているけど、あなたの一番だけは譲るつもり、ないから。たとえ運命が消えて、今の一番が違うひとになっていたとしても、わたしは負けないから。こっからは本当に、自分だけの力で正々堂々とやるの！」

　決然とそう言ったかと思ったら、くすっと笑えみをこぼしつつ言葉を付け足す。

「あっ、先に言っておくと、サヤや聡里ちゃんとの浮うわ気きは……許すから。希き優ゆさんや、あと……明あけ智ちさんも。わたしはやっちゃいけないズルをしたから。だからそのペナルティは甘んじて受けないと、ね」

「いやいやいや、そんなことしませんから。オレは先輩ひとすむぐっ!?」

　唐突に唇くちびるを、塞ふさがれる。

　オレの答えなんか聞く気がないとばかりに。

　自分の想いを優先するかのように。

「――――くん！」

　それは実に聞き覚えのある文字列だった。

　生まれた時からずっと付き合っている、馴染み深い……

　そして、明日香先輩に初めて呼ばれるオレの名前だった。

「わたしはあなたが好きです。大好きです。わたしと付き合ってください」
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あとがき







担「さてどう売りますかね。内容が地味ですからね」

鷹「地味ですか……」

担「地味ですね。あとは表紙からＳＦ色も消したいですね」

鷹「ＳＦは売れませんか……」

担「売れません（きっぱり）」

　なんて初打ち合わせから売れない感を出しまくりだった拙作もなんとかこうして七巻目までこぎつくことができました。これも一重に継続してお買い上げくださっている、そして友達などにお奨めしてくださっている読者諸兄のおかげです。ありがとうございます。

　また、そんな売れなさそうな拙作に、大賞なんて栄誉を与えてくれたＨＪ文庫編集部には改めて感謝の意を示したいと思います。

　というわけで、こんにちは。鷹山誠一です。

　ちょうどいい機会なんで、主人公の名前についてちょっと触れておこうかと思います。野暮といえば野暮なんですが、けっこう質問されることが少なくなかったので。

　主人公の名前消しは、読者にあたかも自分が主人公になったかのように感じさせ、物語に没頭させるための創作技法の一つです。たまにそういう作品もあるので探してみるのもいいかもしれません。

　まあ、七巻も名前無しでやるのはめっちゃくちゃ大変でしたけどね！

　そんなわけで、主人公には好きな名前を付けてあげてください。ちなみに裏設定ですが、カーはジョーカーのカーです（ヒー坊にしておいたほうがヒーローのヒーでよかったなぁとちょっと後悔してたり。ただヒー坊って響きが当時なんか嫌だったのです）。

　尚、彼の未来は作者も観測していないので未確定です。ご自由にご想像ください。







　さて、二月というのは「オレと彼女の絶対領域パンドラボツクス」にとって、節目の月だったりします。

　本作の前身である投稿作「ナイトメア　オブ　ラプラス」の初稿をライトノベル作法研究所に投稿しお披露目したのが確か、二〇一〇年の二月初旬だったかと思います。

　担当Ｍ氏（♂）の告白により受賞を知ったのが二〇一一年二月一四日バレンタインデー。

　来る二月一七日には台湾という異国の地で人生初のサイン会を開かせていただくことになりました。しかもなんとこの日は本作のイラストレーター伍長さんの誕生日でもあるそうです！

　そして……足かけ三年以上もかかわることになった本作に、一つのピリオドを打つことになった今巻の発売が二月になるのもまた、運命なんでしょうね。

　実に……感慨深いものがあります。

　担当様、とにかく色々ご面倒をおかけし、そしてお世話になりました！　そしてこれからもよろしくお願いいたします!!

　伍長様、イラスト作業、ありがとうございました！　あなたのイラストを見るのを楽しみに執筆のモチベーションにしておりました。台湾旅行、めいっぱい楽しみましょうね！

　出版・取次・印刷などなど、関係者各位にも感謝を。

　そして、ここまでお買い上げくださった読者様に、本当に心からの感謝を！

　ありがとうございました!!

　なお、コミックダンガンにて、コミックスのほうはまだ連載中ですのでそちらもよろしくお願い致します。

　ではまた近いうちにお会いしましょう。


鷹山誠一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


鷹山誠一先生／伍長先生
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